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    　　第一話　愛と幻想のリベポルンナInflame case : RIGHT OF LIKENESS


    



    



    『写真』という概念は変わった。


    



    　一昔前は『写真』といえば、銀塩を塗りつけた茶色いフィルムを感光させて作るものと相場が決まっていた。俺たちが見ている世界を構成するいくらかの光。四角いカメラのまばたきでその瞬間を切り取るのだ。


    　だけど、いつからか世間の主流はフィルムカメラからデジタルカメラに切り替わり──最近はそのデジタルカメラの普及率さえも下がる一方。


    　──なぜか？


    　カメラ機能が大抵の携帯につくようになったからだ。


    　そして、今日も人々は携帯のカメラでところ構わず写真を撮る。


    　それは、いわば人類の意識に起きた一つの革命だった。


    『写真』の遍在化。あるいは、一億総カメラマン化。


    　最近じゃあ、交通事故に遭った人を目撃した人が、救急車を呼ぶより先にカメラで撮影を始めたなんていう笑えない話もあったりする。


    



    　かくして、時と場所をはばからず切り取られた光景は、無造作に携帯内フォルダに放り込まれ、時にメールに添付されたり、Tweeterツウイーターにアップされたりするようになった。


    　だから、少しだけ留意してみてもいい。


    　それはつまり、今時の『写真』──そしてあなた自身の姿は、二十四時間、三百六十五日、思わぬところで全世界のネットに繫つながってしまう危険性があるということなのだ。


    　世界は一つの情報になり、無限の海を泳いでいく。


    　遮さえぎるものはなく、留とどめるものもなく。


    　その中で、もし流出すべきでない写真がネットに流出してしまったら？


    　俺たちに拡散を防ぐ術すべはあるのか？


    　広がってしまった『写真』は、誰のものなのか？


    　そして、何よりも重要なこと。


    　写真が一度流出してしまった後の人間はどう生きればいいのか？


    



    　これから俺がする話は、そんな問題の答え──ではないが、考える一端にはなるはずだ。


    　事の始まりは、うだるように暑いある夏の日のことだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「…………あぢぃ………………」


    　ベッドの上に寝転んだまま、俺は腹から絞るような声を出した。


    　なんだか、この『暑い』って言葉は、口にするたびに余計暑くなっていくように思える。たぶん、語感が肉が焼ける音に似ているからだ。肉が焦こげる画像の上に擬音として『アヂィ……アヂィ……』って乗せてみてもまったく違和感がないもんな。下へ手たすると、『ジュウ……ジュウ……』より美う味まそうだしな。


    　──そんなくだらないことを考えてしまう、夏休みに入ってから少し経たった八月の初頭。今日も今日とて俺は自室で怠惰な一日を過ごしていた。


    「……溶ける。液状になる」


    　部屋の隅で扇風機を一応回してはいるが、力なく扉をノックするみたいなぬるい送風はほとんど熱を奪わずに俺の肌の上を滑っていく。


    　テレビのニュースでは、今日も気温が三十度を超えたとか言っていた。連日の真夏日。一歩でも動けば、汗と一緒に脳細胞が溶け落ちていきそうだ。


    　だから、こんな日は身体からだを動かさずに、涼しくなるのを待つに限る。そして、身体を起こさずベッドの上からできる娯楽といえば──手に持ったスマホからのネットサーフィンくらいのものなのであった。


    「……こんな暑い日なのに、よく火をつけてるな、みんな」


    　ネット界隈ではインターネットユーザーたちが今日も気き炎えん万ばん丈じよう。揉もめ事と見れば蜘く蛛もの糸を見つけた亡者のように群がる地獄のような光景が繰り広げられていた。嫉ねたみ合い、叩たたき合い、煽あおり合い。生産性、特になし。


    



    　それを死んだ魚の目で眺めている男子高校生。俺の名前は匂さき坂さか焔ほむらという。とある先輩は、銀河系で一番炎上しやすい男、と俺のことを呼ぶ。俺の特異体質、それはネットで何を発言しても人の反感を買う、すなわち炎上しやすい、ということなのだった。


    　そして、俺はネットでの炎上を力に変える『カグツチ』というパワードアーマーを身に纏まとい、日々Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムとかいうネット廃絶をたくらむ悪の組織と戦っているのだ……。まあ、大ざっぱにいうと、そんな感じ。


    　さて、そんな俺の目に、一つのニュースサイトの見出しが飛び込んできた。


    「……ええ……マジかよ」


    　俺でも名前を知っているような人気女優たちの名前が並び、そんな女優たちのヌード写真がハッキングによって流出した、というニュースだった。芸能事務所関係者がこっそり携帯に保管していた門外不出の資料用画像が、なぜか突然流出したらしい。


    　そして、そんなニュースを伝えるまとめサイトのコメント欄の一つに、こんな文章があった。


    



    『流出したヌード画像ゲットしたぞ！　お前らにだけおすそわけな！　流出した裸画像はココをクリック！』


    



    「おいおい、貼るなって！　可哀想だろ！」


    　リンクを貼るやつと同じくらい、本人が望まないのに公開されてしまったこういうものを見るのも人間として最低なことだ。それぐらい解わかっている。解ってはいるが……。


    　俺は、ネットでの炎上を力に変える男だ。


    　だったら、ネット上で起きる全てのことは、カグツチの円滑な使用のために把握しておく必要があるのではないか？


    　そんな言い訳が、俺の脳内の悪魔と結託しようとしていた。


    「……ネットを使って平和を守るからには、ネットでどういう事件が起きてるのか確認しなきゃいけないよな。しょうがないな……」


    　俺はあえて口に出してそうつぶやく。自分に言い聞かせるように。


    　人間は、後ろめたい行為に及ぶ時には、言い訳を必要とするものなのだ。


    　そして思考を停止させた俺は、身を起こし姿勢を正しながらそのコメント欄に貼られていたリンク（『流出した裸画像はココ』）を静かにクリックした。


    



    　すると、俺の目に飛び込んできたのは、確かに一枚の裸の画像だった。


    　……ただし。裸の、赤ん坊の写真。


    



    『ヌード画像かと思ったか？　残念だったな！　俺だよ！（まさしく外道）』


    



    「ぬな────っ！」


    　俺は全身の力が一気に抜けて、もう一度ベッドに倒れ込んだ。


    　それは、通称『まさしく外道』と呼ばれる、ネット界隈では最もスタンダードなタイプの煽あおり画像。赤と黄色が交互に並ぶ放射状背景をバックに、人を小馬鹿にするような表情をした乳幼児（『赤さま』）がこちらを指差して嘲ちよう笑しようする有名な画像だった。


    「つ、釣られた……まんまと……」


    　不覚だ。


    　こんな見え見えの『釣り』に引っかかってしまった。暑さで頭のネジが外れてしまっていたのだろうか。それとも、炎上のたびに成長したと思っていた俺のネットリテラシーもまだまだだったのだろうか。
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    「…………切ない」


    　一通り虚むなしい気持ちになった後で、俺はふと思いつく。


    　そうだ。せっかく人柱になったのだ。


    　せめてもの親切心で、コメント欄に警告をしておいてやることにしよう。ま、親切心なら炎上しないだろ。そして俺は、適当な名前を選び、コメントを書き込んだ。


    



    【389


    　〉〉293　リンクは釣り。『まさしく外道』画像。


    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　posted by Homu-lenon】


    



    　よし。いいことをした。釣りを釣りと教えてあげたのだ。


    　みんな、俺の屍しかばねを踏み越えて元気にやるんだぞ……と思ったのも束の間だった。ブログのコメント数が、一瞬で膨ふくれ上がった。それらのコメント欄の矛ほこ先さきは全て俺に向かっていた。


    



    『おい、人の楽しみを奪ってんじゃねーよこのクズ！　クリックする喜びってのがあんだろ！』


    『むしろてめーの自作自演なんじゃねーのか！　マッチポンプ野郎！』


    『糞くそコメが今日一番の糞コメを生んだ。これが錬金術』


    『あー、久しぶりに【赤さん】のヌード画像に巡り合えた喜びを味わいたかったな』


    『っていうか、センスのねえ名前してるな、こいつｗｗｗ』


    



    「ぐはあああああああっ！」


    　まさかこれで炎上するとは思ってなかったので、不意に刺された心の隙間から血が噴き出した。胃がキリキリする。ブログのコメント欄であろうが、常にコミュニケーションというものの成立しない俺の炎上力が憎い。


    「うう……つ、つらい……………………」


    　俺は顔を枕に押し付けて息を止める。


    　泣いてなんかいない。いないが。


    　もとはといえば、俺がスケベマインドに呑のまれて変なところをクリックしたのがいけなかったんだ。このまま窒ちつ息そくしてしまえ、俺のスケベマインド。……というか……鎮しずめておくかスケベマインド……。変に盛り上がってしまったし……。


    　──そして、俺が邪念を『鎮める』ためにズボンに手をかけたその瞬間だった。


    「おにいちゃーん！　あのね、あのね……」


    　勢いよく、俺の最愛の妹である奈な美みが部屋に飛び込んできた。


    「うわああっ！」


    　俺は焦あせりながら自分の身を隠すように布団ふとんに潜り込む。


    「な、な、奈な美み、部屋に入る時はノックぐらいしろってえええ！」


    「あ、ご、ごめんなさい、奈美、またやっちゃった……」


    　俺の形ぎよう相そうがあまりに必死そうに見えたのか、奈美は目を潤うるませて、申し訳なさそうな顔をする。そして、その表情がどんどん崩れ──、


    「うっ……うええん……」


    　ついに声を上げて泣きだしてしまった。それを見た俺は。


    「悪かった奈美いいいい！」


    　布団を被かぶったまま奈美に近づき、その身体からだを抱きしめた。


    「はやわっ!?」


    「ごめんな、強く[image: ]しかりすぎて。お兄ちゃん向こう一か月はお前を甘やかすから……。もう二度と、あんな怖いように[image: ]ったりしないから……」


    「ち、ちがうの！　もともと奈美がわるいんだし……ないちゃったのは、ちょっと……いやなかんがえしちゃって……」


    「嫌な考え？」


    「あんまりおにいちゃんにめいわくかけてると……おにいちゃんが、奈美のこときらいになって、奈美のことおいていっちゃうんじゃないかって……」


    　なんだ。そんなこと考えてたのか。いや、考えさせてしまったのか。そう思うと、やはり反省が必要だな。


    　奈美の双眼は、真珠のように潤んだまま俺を見つめている。俺はそんな奈美の頭にそっと手を乗せて、優しく呼びかける。


    「奈美。約束したろ。お父さんとお母さんはいないけど、俺たちはどんなことがあっても二人で強く生きていこうって。俺はこれからも絶対に奈美を置いていったりしない。部屋のノックだって、次から気を遣ってくれたらいいさ。な？」


    「うん……うん！　うん！」


    　奈美は何度も大きく頷うなずいた。それを見て俺は心の底から安あん堵どした。


    「えへへ……、奈美、おにいちゃんだいすき……！」


    「ああ。俺もだ！　奈美のこと、だい、だい、だ────い好きだからな！」


    　その笑顔を見ながら、俺は改めてこの小さな妹を絶対に不幸にしないことを誓った。今はもういない天国の両親にも。


    「でもおにいちゃん、なんでこんなあついのにおふとんかぶったままなの？」


    「…………これは、その……ちょっと……」


    　さすがにそこまで正直には奈美に言えなかったが。


    「……て、ていうか奈美、さっき慌てて部屋に入ってきたのはなんの用だったんだ？」


    「あ！　そうだ……あのね、おきゃくさんがげんかんにきてるんだよ」


    「客？」


    「うん、やくもさん！」


    



    　俺が玄関の扉を開くと、金髪クールビューティの八や雲くも先輩が腕を組んで突っ立っていた。


    　自身が社長を務める大会社、八雲重工の技術と資本を使い、カグツチを作った人でもあり、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムとの戦いに俺を巻き込んだ張本人だ。


    　八雲先輩は、今日は黒いドレスみたいなワンピースに、豊満な身体からだを包み込んでいた。夏場だけあって、薄着の胸部から谷間が目立っていて視線に困るが……できるだけ気にしないように努める。


    「八雲先輩、どうしたんですか。今日別に、カグツチの練習日じゃないですよね」


    「何言ってるの、インフレーム装着者ユーザーに安息の日はないの。何か緊急事態があればいつでも招集するわよ。リモコンが見つからない時とか、トイレットペーパーが切れた時とか」


    「めっちゃ簡単に人を招集しないでください！　サディズムの権ごん化げか！」


    「あら、よく解わかるわね。実は最近エゼルオア内でも、使えないＰＭパーテイー・メンバーに攻撃魔法撃ちまくってたら『マジカルサディスト』と呼ばれるようになったのよ。ふふふ、照れるわね」


    「まったく褒ほめられてないですそれ！」


    　だが、そんな八雲先輩をフォローするように、ひょこんと奈な美みが背後から顔を出した。


    「ねえおにいちゃん、やくもさんっておにいちゃんにきびしいみたいだけど、奈美にはいつもやさしくしてくれるんだよ。やくもさん、いつもわたしとおにいちゃんとあそんでくれてありがとうございます！」


    　奈美が天使のような微ほほ笑えみを見せると、八雲先輩は照れ隠しをするようにそっぽを向いて言った。


    「……あ、当たり前じゃない、か弱い幼女を保護するのは。匂さき坂さかくんに任せてたんじゃ不安だから、し、仕方なくよ」


    「……まあとにかく、ありがとうございます、八雲先輩」


    　今の言動からも解るように、八雲先輩は基本的にネトゲ廃人で人付き合いが不器用だが──決して悪人ではない。ただ不器用ゆえに色々なことに多くの人を強引に巻き込んでいくのだ。


    　八雲先輩は、絶大な存在感を持つバストを少し後ろに反そらしながら、俺の家を見渡した。


    「ていうか匂坂くん、こんな暑い日にこんな狭い家に籠こもってないで、ちょっと一緒についてきなさいよ」


    「……狭いは余計です。親父が残してくれた形見の家なんですから。ってか、いいですけど、どこに行くんですか？　また研究所に？」


    「いいえ。空港よ。今日からしばらく、ネットガーディアンズは海外研修生を迎えるから」


    「……え、空港？　か、海外研修生？」


    　思いも寄らなかった言葉に俺は不意を突かれる。


    「じゃ、匂さき坂さかくん。詳くわしい説明は車中でするから、乗って」


    　そして八や雲くも先輩は、くるり、と振り返る。その先には、八雲家のものと思われる長いリムジンが止まっていた。


    　奈な美みが、後ろから覗のぞき込んでくる。


    「おにいちゃん、おでかけ？」


    「ああ。奈美、一人で留守番できるか？」


    「うん、奈美しゅくだいやるから、おるすばんしてるよ！」


    　ということで、俺は八雲先輩についていくことにしたが……それにしても、海外からの研修生って、一体これから何が始まろうとしているのだろうか……。


    　嵐の予感に震ふるえながら、俺は夏の日中に足を踏み出したのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺がリムジンの後部座席に近寄ると、出迎えて扉を開けてくれたのは八雲家専属執事の多た津づ島しま秀しゆう一いち郎ろうさんだった。


    「おはようございます、匂坂様」


    「どうも、多津島さん」


    「ネットガーディアンズの皆様、いらっしゃってますよ」


    「あ、みんなも来てるんですか」


    　ネットガーディアンズとは、八雲先輩の結成した、インターネットが動力のパワードアーマー『インフレーム』使用者の集まりだ。


    　俺がリムジンの窓から覗き込むと、広い車内スペースに、お馴な染じみの面々が輪になって座っていた。


    「焔ほむらっち、おはー。相変わらずだるそうな顔してるみょろねー」


    　一番手前にいたのは、ネットを中心に大人気の売れっ子アイドル、猫ねこ宮みや由ゆ希き。通称みょろきー。彼女の装着するインフレーム「アフロディーテ」は、ネット上に寄せられるファンからの声援で動く。


    「……仕方ないだろ、暑いんだから」


    「こんな暑い日に家にいてすることなんてあるみょろ？　どうせ直前までパンツでも脱いでいやらしいことでもしようとしてたんじゃないみょろ？」


    「な、なに、言ってるんだよ」


    　俺は少し声を上うわずらせてしどろもどろに答える。その時。


    「……えい」


    　覗のぞいた窓から、みょろきーにいきなりパシャ、と写真を撮られた。


    「……うわ、なんだよ、いきなり！」


    「あー、できたできた。アプリで猿と焔ほむらっちを合成して遊んでるみょろよ。ほら～、焔っちに六十パーセントゴリラの顔が混じった顔」


    「くだらないアプリにハマってるな……」


    「あとでメールに添付して送ってあげるから待ち受けにするといいみょろよ」


    「しねえよ！」


    　そして、さらに奥を覗き込むと、その隣にいるのは。


    「おはようございます、師匠！」


    　俺を師と呼んで慕ってくれる、イラストのめちゃめちゃ上う手まい「神絵師」の中学生、卯う月づき桃もも香かちゃんだ。彼女が装着するインフレームは「ダ・ヴィンチ」。ダ・ヴィンチは、彼女がネットにアップしたイラストに対するリアクションを動力としている。


    「おはよう、桃香ちゃん」


    「あ、あの、師匠、この車のシート、すっごいふかふかで……。わたしもう乗ってからずっと緊張でガッチガチです……お尻の落ち着き場所がなくって……」


    「ああ、解わかる。他人の家の車に乗る時ってめっちゃ緊張するよな」


    「わたしの家にある柔らかいものって綿棒がマックスだから……」


    「そこまで!?　いや、綿棒って結構固いだろ!?」


    　桃香ちゃんは、家がちょっと貧乏で不ふ憫びんな子でもある。


    　それから、最後にその奥に見えたのは。


    「おはよう、焔！」


    「おす、京きよう子こ」


    　戌いぬ井い京子。カグツチでの戦いにおいては、俺はこいつを相棒としている。ちっちゃいながら元気で、曲がったことが大嫌いな子だ。正論をエネルギーに動く「プロメテウス」の使用者。ただし……メンタルは打たれ弱いが。俺は、リムジンに乗り込みながら京子に尋ねる。


    「なんだ、みんな勢揃ぞろいってわけか。なあ京子、今日は誰を迎えに行くのか聞いてるか？」


    「ううん、あたしもまだ何も……海外からとは聞いてるけど……どうしよう、あたし英語話せるかな……会話の練習しとかなきゃ……ジ、ジ、ジスイズアペン！」


    「どんなシチュエーションで今時『これはペンです』って言うんだよ」


    「あ、そ、そうか……ア、アイム、ビッグガール」


    「さらりと見栄を張る英語を練習するな！」


    　ひとくせもふたくせもある、こいつらが『ネットガーディアンズ』。


    　とにかく、こんな愉快な子たちと一緒に、俺は日々戦っているのだった。
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    　俺を乗せるとリムジンは静かに動きだした。車の内装は金色を基調にしたゴージャスなもので、空調もばっちり効いている。さっきまで暑い部屋で汗をダラダラ流して扇風機の風を浴びていたことを考えると、一気に別世界に来たみたいだ。みんなから見える位置では、大型モニターがテレビ放送を映していた。


    「つうか八や雲くも先輩、すごいっすね、このリムジン……。バーみたいなものまである」


    　セクシーに足を組んだ八雲先輩が、グラスで得体の知れない青い液体を喉に流し込みながら答える。というかあれ、まさかカクテルじゃないだろうな……。


    「だってリムジンといえば車内バーじゃない。何か飲みたければ飲み物なんでもあるわよ。匂さき坂さかくんは生卵でも飲む？」


    「飲みません！　なんでチョイスが生卵なんですか！」


    「まあまあ。とりあえず、テレビでも見てのんびりしてなさい」


    　そう八雲先輩に促うながされ、俺はモニターで放映されているテレビ番組の内容に気がついた。


    「あ、今『24日間テレビ』やってるのか。そっか、季節だもんな」


    　桃もも香かちゃんがにこにこと答える。


    「はいー、今日でもう十五日目ですよ」


    「無茶しやがって……」


    　何年か前から始まったこの夏休み恒例のチャリティ番組『24日間テレビ』は、二十四日間ぶっ続けで生放送を行い、出演者がしばしば疲労で倒れることで有名だ。最近では、『チャリティ番組とか言いつつブラック企業を体現しているのではないか』と人権的な意味でも軽く話題になっている。キャッチコピーは、『過労は地球を救う』。


    「一時期、どこの局も24時間テレビやってて目新しさなくなっちゃったからこれが始まったんですよね……。マラソン担当の人なんてぶっ倒れて運ばれることがよくありますけど、今年は成功できるんですかね……」


    「ああ、なにしろ24日間走りっぱだからな……」


    　総合司会の人が、やつれた表情で言う。


    「お、おはようございます……24日間テレビ、司会のまのみんた、十五日目です……今日は……水と煮干ししか食べてません……はたして私は最終日まで体力がもつのでしょうか……ねえ、小こ関せきアナウンサー……何寝てるんですか、本番中ですよ起きてください……あっ、これダメなやつだ……。医療班、すみません……救急車を……。視聴者のみなさん、救急車呼んでるので少々お待ち……あっ……！　ちょうちょだ……！　すごい、私、十五日連続勤務からついに幻覚が見えだしましたよ……あはは……ちょうちょ……きれいですねえ……」


    　それを見て京きよう子こがビビる。


    「こ、この人たち、人のために働くよりまず、自分を大切にしたほうが……」


    「みょろきーにも出演依頼があったけど、この番組だけは絶対出ないって断ったみょろ」


    「甘えです。わたしの家は、煮干し一袋で三日持たせます」


    　めいめい好き勝手言う。特に桃もも香かちゃんはなんで貧乏で張り合ってるんだ……。


    　一方、倒れた人に代わってやってきたテレビ局のアナウンサーはこんなことを喋しやべった。


    「えー、ただいまアナウンサーが一人ダウンしましたので、予定を変更して最終日の予告ＶＴＲで繫つなぎたいと思います……。今日から九日後、24日間テレビのクライマックスで行われるエキシビション・フィギュアスケートの出場選手たちのドキュメンタリーをどうぞ……」


    　スタジオからＶＴＲに画面が切り替わる。映し出されたのは、白いステージリンク上を滑走するフィギュアスケート選手の映像。ちょっと前にあったオリンピックの映像のようだった。


    「それにしても、こんな季節にスケートか。季節外れな気もするけど……」


    「いえいえ、むしろオフシーズンだからテレビ局が呼べるんですよ。前のオリンピックの時とか人気だったじゃないですかー、選手のみなさん」


    「まあ……確かに、見た目は涼しくていいかもしれないけど」


    　画面の中では細身の若い日本人選手が、軽やかに滑っている。


    「あ、金メダルを取った羽生生はにゆにゆう選手です！　わー！　きゃー！」


    　桃香ちゃんが頰ほおを押さえながら随分楽しそうにはしゃいでいるのを見て、みょろきーが少し冷めた目でせんべいを囓かじりながら言う。


    「確かにイケメンで王子様タイプだと思うけど……ちょっと細すぎないみょろ？」


    「な、な、な、何を言ってるんですかっ！　極限まで練り込まれた氷上の美技、華きや奢しやで可か憐れんな選手のみなさん、それはもはや生きる芸術！　フィギュアスケートほど、わたしのお絵描き欲に訴えてくる題材はないんですっ！　あー、こう見てるとお絵描きしたくなってきました……あ、でも、わたしが本当に一番好きなのはロシアの女の子で……」


    　桃香ちゃんが鼻息荒く話すのが止まらなくなりそうなのを見て、みょろきーが遮さえぎって京子に尋ねる。


    「まあ、桃香っちの好みは解わかったけど……京子っちもこういう華奢な男の子がタイプ？」


    「え……あ、あたしは別に……あたしはどっちかっていうと……もっと、その……だ、誰よりも燃えてる人のほうがいいかな……」


    　──え？


    　それを聞いた俺は一瞬どきりとする。燃えてる人がタイプって……え、それってまさか……。


    　京子が、テレビにちらりと目を向けた。


    「あ！　出たっ！」


    



    『がんばれがんばれ！　羽生生はにゆにゆう！　できるできる絶対できるできる！　諦あきらめんなって！　できる！　がんばれ！　間違いない！　間違いない！　がんばれ！　できるもっとやれるって！　羽生生ぅ──！　諦めんな！　がんばれ！　できる！』


    



    「わー！　シューゾーさんだ！　わー！」


    　競技中にもかかわらず、大声で日本選手を応援している応援団長の姿が映っていた。京きよう子こは目を輝かせてテレビを見ている。


    「熱い……いいなあ……」


    　……って、そういうことかよ！　なんだか今、無意味に一瞬ドキッとしてしまった気がする……。と、その時、桃もも香かちゃんが画面を見て一際大きな声で叫んだ。


    「あー！　来ましたっ！　ロシアのリサーちゃんです──！」


    　そこに今度はロシア国籍の女子フィギュアスケート選手が紹介されていた。手足はやっぱり華きや奢しやで、顔立ちも結構幼く見えるが、年齢は……十五歳!?　すげえな、俺より年下なのに世界の舞台で戦ってるのかよ……。


    「わたし、ファンなので、このオリンピックでもリサーちゃん応援してたんですけど……本来の力が出せなくて三回転半にも失敗しちゃって残念でした……」


    「……そっか。本番に弱い選手っているからな……」


    　画面の中は、テレビのインタビュアーらが、練習を終えたリサー選手に殺到してコメントを求めている光景に切り替わっていた。リサー選手は、マイクを向けられるとマスコミに向かってロシア語でこう言い放った。


    



    『いい練習ができました。メディアが邪魔でしたけど』


    



    　随分はっきり言うなぁ……。いかにも勝ち気な十五歳といった感じだ。そんな中、一人のカメラマンらしき人が、リサー選手に向かってカメラを構えながら言った。


    「リサー選手！　目線をこっちにください！」


    　その瞬間だった。リサー選手の表情が険しくなって、鋭い剣幕でコーチに指示を送った。


    「ニェートだめ！　そのカメラマン、追い出してっ！」


    「え、ちょっと、あの……」


    　シャッターを切ろうとしていたカメラマンは、何が起きたのか解わからない、といった表情のままコーチらしき人たちにつまみ出されていく。


    「随分厳しく撮影を拒否するんだな」


    「はい、リサーちゃんは、大の写真嫌いで有名なんです。彼女が自分から視線を向けて写真を撮らせたことは今まで一度もありませんし、大会の時には写真を撮らないようにファンにもお願いしてます。それでも毎シーズンのように隠し撮りされた写真がネット中に一瞬でアップされて拡散されるわけです……。それにしてもリサーちゃん可愛かわいいなあ……。日本に来るなんてすごいなー。もう来てるのかな。わくわく」


    　桃もも香かちゃんが、待ちきれないといったふうにわくわくしている。そのなんの気なしのつぶやきに、八や雲くも先輩が反応した。


    「到着は日本時間十五時頃の予定よ。それにしてもよかったわ。紹介する手間が省けて」


    「……え？　紹介？」


    「さ、着いたわよ」


    　リムジンがゆっくりと止まる。いつの間にかそこは──空港だった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　東京国際空港、通称羽田空港。


    　お盆が近いということもあってか、ターミナルはそこそこの賑にぎわいを見せていた。俺たちは、国際線の到着ロビーの前に並んでぼんやりと待っていた。誰かを。


    「……あの。まだよく事態が飲み込めてないんですが。そもそも、なんで海外からわざわざ研修生を呼ぶことになったんですか」


    　八雲先輩は訥とつ々とつと語り出す。


    「きっかけは先日、日本国内で人気女優のヌード写真が携帯から流出するって事件が起きたことなのだけど」


    「ああ、知ってます、ネットニュースで見ました」


    「……まさか匂さき坂さかくん、画像を見たりしてないわよね？」


    「ま、ま、まさか！　見てないです！」


    「そうよね、不本意に流出したああいうのを見るなんてゲスの極みだもの」


    　よかった、見（れ）てなくて……。


    「で、調べたところどうやらあの流出事件、やつらが関わってるらしいのよ」


    「また、『Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム』ですか……」


    　インターネットに対するヘイトを集めて、ネットを廃絶しようとしている組織、ＷＷＲ。その連中と、俺たちネットガーディアンズは戦っているのだ。


    「それで、この事件を捜査するのに、画像処理機能に特化したインフレームが八雲重工のロシア支部にあるから、その装着者ユーザーごと日本に呼ぶことにしたのよ」


    「ロシア支部？」


    　ぽーん、とチャイムが鳴り、空港内にアナウンスが流れる。


    『ロシア発、ＲＳ２３３０便、ただいま当空港に到着いたしました』


    　そのアナウンスから間もなく、到着ゲートからぞろぞろと人が現れ始めた。それを見渡しながら八や雲くも先輩は言った。


    「さて。この便に乗っているはずだけれど。匂さき坂さかくんも捜して」


    「だから教えてくださいよ、一体誰を──」


    



    　その時だった。


    「ど、どろぼう───っ！」


    　突然、甲かん高だかい声が空港内に響いた。声のしたほうを見ると、俺たちから少し離れた場所で女性が一人、手を伸ばしたまま倒れている。その視線の先には、大きな鞄かばんを持って逃走するマスクにサングラスの男性。どう見ても、ひったくり強盗発生、といった状況だ。恐らく、空港の荷物受け取り場で金目のバッグを強奪して走り去ったのだろう。


    「あいつっ……！」


    　俺は周囲を見る。すると、どいつもこいつも追おうとせず──あまつさえ何をしだしたか。携帯を取り出して、強盗の現場を撮影しだしたのだ。


    「なんて時代だよ、くそっ！　とにかくあいつを……」


    「そうだよっ、焔ほむら！　あいつを追いかけなきゃ！」


    「あ、京きよう子こ、ちょっ……待てっ」


    　俺が行動を起こすよりも早く、誰よりも正義感の強い京子が走りだしていた。


    「くそっ……こんなに人がいたんじゃカグツチを装着してる場所も時間もねえ！」


    　俺は、京子を追って仕方なく生身のままで走り出す。だが、強盗はだいぶ先に逃げており、どんどん小さくなっていく。間に合わないか──と思った時。


    　すっ、と俺たちの横を、走るよりも速いスピードで誰かが追い抜いていった。


    「……なっ!?」


    　俺は目を疑った。


    　赤いレオタード風の服に、美しい栗色の髪を靡なびかせた少女がポケットに手を突っ込んだまま走っていく──いや、走っているのではない。


    　彼女は、床を滑っていた。あまりの超現実的光景に、腰を抜かしそうになる。


    「どどどどどういうことだっ!?」


    　身長は百五十センチ台ってところだろうか。あまり高くはない。その四肢はとても細くて、佇たたずまいは一輪の百合の花を想像させる。その髪色で推測するに、恐らく外国人なのだろう。だが、その足跡が異様だった。滑っていった後に残るのは、左右それぞれに引かれた二本の黒い筋。


    　それで理解した。この少女──足元に刃のついたスケート靴ぐつで空港を滑走しているのだ。


    　……ていうか、おい！　スケートリンク外でスケート靴履くなよ！　床ボロボロになるだろ！


    　しかし、ツルツルに磨かれた空港の床ならそれでもスピードは出る。瞬またたく間に、少女は素早い動きでひったくりの前に回り込んで立ちはだかっていた。


    「う、うわわわっ！　なんだてめえ！」


    　ひったくり犯が、動揺して足を止める。少女は男にこう言った。


    「……ニクラスィーヴィ美しくない」


    　俺は目を見張る。次の瞬間、その少女が──天に浮かび上がった。


    　いや、跳躍したのだ。重力も感じさせないほど軽やかに。そして少女は両脚をそのまま膝ひざから犯人の首に絡めた。スカートが翻ひるがえり、パンツが丸見えになる。あ、あの犯人少しうらやま……いや、そんなこと考えてる場合か。少女がそのまま身体からだを捻ひねるように回転させると、それにつられてひったくり犯の身体も宙に浮き、瞬く間に地面に激しく叩たたきつけられていた。


    「ごぶはあっ！」


    　コンクリートを叩く音と、犯人の痛々しい悲鳴が空港に響き渡る。


    　なるほど、華きや奢しやな身体をしていても、頭部のバランスを崩せばあの程度の男なら容易たやすく倒せるということか。しかし驚くべきは、あの身体のバネだ。あんな軽々と首のあたりまで跳躍するとは。


    「……ふう。ターニツ、カニェーツダンス、終わり！」


    　そして、少女は満足げな表情で両手を広げて、フィニッシュの着地を決める。周囲の観衆から、一斉に拍手が浴びせられた。


    「あ、ファタグラーフィア、ザプリシェーニェ写真、禁止」


    　少女はそう言いながらジェスチャーで写真を撮ろうとする周辺の連中を制止する。というか、確かに強盗は退治できたが……俺はその少女に向かって日本語でツッコむ。


    「床、ボロボロじゃねえか！　ほぼ器物破損だろ、これ！」


    　そこらの床は一面、焦げ臭い黒い筋と彫刻刀でも引いたような傷だらけになっていた。


    「…………ん？」


    　と、そのツッコミによってこちらの存在に気が付いたらしい少女が、こちらに向かってずんずん歩いてきた。


    「え、な、なんだよ、俺は事実を言っただけだぞ」


    　そしてその少女は、俺の目の前……五センチほどのところで止まった。


    　美しい栗色の髪と、瑞みず々みずしい唇くちびるが今にも触れそうな距離。日本人にはそう見られない純白で美しい肌。青みがかった怜れい悧りな瞳がこちらを射るように見つめている。こ、こんなに可愛かわいい女の子に真っ正面から顔を近づけられると、こっちもドキドキするんだが……。


    「……ティーあなた、ホムラ？」


    「……え？」


    　さっきからこの子が使っているアクセントと発音はロシア語だろうか。詳くわしくは解わからないが、それでも今自分が『ホムラ』と名指しで呼ばれたことは解る。それに、この顔、見覚えがあるような……。


    　ふと気付くと、俺の隣で桃もも香かちゃんがぶるぶると震ふるえていた。信じられないといった感じに。


    「リ、リ、リ……」


    　リ？　一方、外国人の少女は少しそっぽを向いて、ぶっきらぼうに告げた。


    「リサー・ファトクーリン。フィギュアスケート選手。……よろしく」


    「あっ」


    　少したどたどしいその日本語の名乗りによって俺は気付いた。この子、さっきテレビで見たスケート選手の子だ。


    　まず、八や雲くも先輩が俺たちの一歩前に踏み出してリサーを出迎える。


    「久しぶりね、リサーちゃん。ようこそ日本へ」


    　そして、くるりと振り返って俺たちに紹介する。


    「……ということで、紹介するわ。彼女がネットガーディアンズ・ロシア支部から招しよう聘へいしたインフレーム装着者ユーザー。リサー・ファトクーリンちゃんよ」


    　それを聞いて。


    「……ええええええええええええええええ！」


    　俺だけではない。京きよう子こも、みょろきーも、桃香ちゃんも、空港中に響き渡るような声を上げて驚いてしまった。


    「24日間テレビに出るまで、ネットガーディアンズの仕事、パマガーチ手伝う」


    　日本語に慣れていないのか、リサーの口調にはどことなく片言なところがある。


    　もう正気でいられないとばかりに桃香ちゃんが興奮している。


    「わ───っ！　本物の、リサーちゃんですー！　あの、日本支部の卯う月づき桃香です……！　お、同い年です、よろしくお願いします！　オリンピック見てました！　惜しかったですね……」


    　すると、リサーはキッ、と睨にらみつけてくる。


    「負けた試合の話、きらい」


    「……え？　あ、ご、ごめんなさい……」


    「……それから」


    　リサーは、空港を見渡す。


    「写真、すぐ撮る。国民性、低い……」


    　先ほど注意したのに、こっそり撮影しようとしているやつが何人かいて──リサーは、俺の身体からだの後ろにしがみついてそいつらから身を隠した。


    　そんな様子を見て、みょろきーが少し怒る。


    「こらっ！　日本をバカにするなみょろ！　あと、あんたも有名人なんだったら、写真の一枚や二枚ぐらい……」


    　そんなみょろきーに対し……リサーは、ちろっと舌を出した。


    「……べえ」


    「っくっ！　この子！　この子！」


    　激高するみょろきーを八や雲くも先輩がフォローするように言った。


    「まあまあ、由ゆ希きちゃんもリサーちゃんも落ち着いて。この子は人見知りなだけよ。しばらくしたらお互いに慣れると思うから、しばらく我慢して。はい、リサーちゃん挨あい拶さつ」


    「………………よろしく」


    　リサーは、小声でそれだけもう一度言った。


    「うん、よろしく、リサーちゃん！」


    　京きよう子こが元気に呼びかけるが──。


    「……小さい人。日本人、みんなこんなもの？」


    「なっ──！」


    「……どうした、京子」


    　京子は、後ずさりしながら振り返り、ダッシュで去っていった。


    「……少し……少しトイレで泣いてくるうううううう！」


    　あっ、メンタルにもろに食らってる……。


    「なんで逃げてった？　日本、おかしな国……」


    「……は、はは……」


    　ロシアから来たという彼女は、ツンドラより厳しいツンを持つ少女なのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　それから俺たちはまたリムジンで地元に戻り、八雲重工研究所にやってきた。


    　ただ今日、いつもと違うのは──ロシアからのネットガーディアンズ研修生、リサー・ファトクーリンがここにいるということだ。


    「……さて」


    　八雲先輩が俺たちを見回し、一息つけて言う。


    「それじゃあ、私たちはＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムによるヌード写真流出事件の捜査に入るわけだけど、ひとまず交流も兼ねてってことで……リサーちゃん、一回みんなにロシア支部のインフレームを見せてくれるかしら」


    「ダーはい。スヴァは、もうここに？」


    　リサーは、研究所の設備全体を指差して言う。


    「ええ。事前に輸送済み。いつでも装甲できるわ」


    「……だったら」


    　リサーが、俺のほうをびしっと指差して言った。


    「ヤー私はカグツチと……ホムラと戦う。そのために、日本来た」


    「なんで俺と！」


    　八や雲くも先輩がにこやかに俺に笑いかけて言う。


    「いやあ、ね。どうもロシアのほうで、私がさんざん匂さき坂さかくんを褒ほめ称えすぎたせいで、リサーちゃんにライバル意識燃やされちゃったみたいなのよ」


    「また余計なことを……」


    「……戦う。戦う」


    　リサーは、しゅっ、しゅっとシャドーボクシングまで始めてノリノリだ。


    「戦え。ホムラ逃げるな。『ロッキー４』見てないのか。ロシアと戦え」


    「……俺は別にスタローンになった覚えはないんだけどな……」


    　だが、その剣幕に、俺は溜ため息いきを吐ついて観念した。


    「解わかりました。八雲先輩、戦いますよ。戦えばいいんでしょう」


    「いい覚悟よ匂坂くん。ちょうどカグツチｍｋマーク５も試したかったところだし」


    「あ、あれ完成したんですか……」


    「ええ。行くわよ！」


    　そして、八雲先輩は側そばにあった四角いスーツケースのような物体を、俺に向けて滑らせてくる。


    「……おっと！」


    　俺は、そのスーツケースの腹を足の裏で受け止め、思い切り踏み込んだ。するとその足の裏を中心にスーツケースが展開される。機械仕掛けの装甲は、そのまま膝ひざ上、腰、胸元と上がっていき──時間にしておよそ五秒後。


    　俺の身体からだは、完全に蒼あおい装甲に包まれていた。装着完了。これが、ネット炎上を動力に変換する八雲重工のインフレーム。『カグツチ』だ。ｍｋ５は簡易装甲版になる。


    【ハローワールド。インフレーム・サポートＡＩのリシです。ユーザー匂坂様、どうです、ｍｋ５の具合は】


    「そこそこってとこかな。っていうか、アメコミ映画のパクリすぎじゃねえか。こんなものまで作って……」


    　一方、対面に残ったのはリサーだけだ。他のガーディアンズのみんなはもう既に一旦その場から離れ、野次馬的に俺たちの戦いを見守る気まんまんのようだった。……めいめい好き勝手なことを言いながら。


    「リサーちゃん、なんなら焔ほむらっちをやっつけちゃってもいいみょろよー」


    「何言ってるの！　焔は負けないよ！　がんばれ、焔ー！」


    「ふ、二人ともがんばってくださーい！」


    　ギャラリーは呑のん気きなもんだよ、まったく。俺はリサーに向かって仁王立ちしてみせる。


    「ま、どうだ、リサー。これが『カグツチ』だ。本物を前にしたらちょっとは強そうだろ」


    「……大したことなさそう」


    「む……！」


    　そして、リサーはゆっくりとインフレーム装着スペースに立つと、両腕を広げて立ち──。


    「スヴァ。おいで」


    　優しく、囁ささやくようにつぶやいた。


    　そのリサーの声に合わせて、天井からロボットアームが現れ、リサーに上下から装甲を当てはめていく。組み上がっていくのは、今までに見たことがないインフレームだった。


    　白と蒼あおが混ざったような配色。ロシアの雪やツンドラの氷でも意識したカラーリングなのだろうか。尖とがった鼻や耳などから、顔はどうやら狐をモデルとしていることが見て取れる。なんだかこうして見ると、まるでシベリアの雪原に佇たたずむ一匹の狐がそこに顕けん現げんしたようだ。脚部には、装着前のリサーと同じように、スケート靴ぐつ状の刃が付帯している。


    　あっという間に、リサーもインフレーム装着完了。そして、胸を張るように言った。


    「これが、ヤー私の友だち。名前は……『スヴァローグ』」


    　そして、スヴァローグは戦闘準備完了、とでも言うように両拳を強く握り込んだ。


    「いざ、お手合わせ、ホムラ」


    「……やる気まんまんだな。いいけどさ。そういえばお前、どうやってそれ動かすんだよ。俺みたいな炎上か？　それとも、有名人だからアフロディーテみたいなファンからの声か？」


    「……どちらでもない」


    　スヴァローグは、さっと正方形を作るように胸の前で両手を動かす。すると、その動きに合わせてウインドウが拡大され──スヴァローグの目の前に、無数の画像ファイルのようなホログラムが浮かび上がった。ようなというのは、現在の技術での画像ホログラムは、裏側からでは何が表示されているか見えないからだ。


    　それにしても……随分たくさん出たものだな。


    「なあ、その画像っぽいの……なんだ？」


    「スヴァの『画像検索』で出た、ヤー私の画像。ブログやTweeterツウイーター、その他色々な場所に勝手に貼られたもの……。さあ、スヴァ──お食べ！」


    　リサーの少し怒ったような声に合わせて、スヴァローグはその一枚に手を伸ばし──摑つかむ。そのままホログラムを口元に引き寄せ、むしゃり、とかぶり付いた。


    「うわ……食ってる……ホログラムのフォトを、食ってる」


    　すると、その双そう眸ぼうが鋭く光り。


    「ヴォオアアアアアアアアアアア！」


    　スヴァローグが咆ほう吼こうした。スヴァローグは、なおもリサーの写っている「画像」を咀そ嚼しやくし、食べカスをちぎっては投げる。その迫力に、俺のほうも少したじろいでしまう。


    「……ず、随分荒っぽいインフレームを設計しやがったもんだな。まるで自分の意志を持った獣みたいじゃねえか」


    　俺がつぶやくと、八や雲くも先輩の補足が通信回線から飛び込む。


    『あながち間違いではないわ。炎上反応を待ち受けるカグツチと違って、スヴァローグは自分の意志でネット上をクロール（自動収集）して画像を取り入れる【自律型インフレーム】の試作品なの。だからある程度はオートで動いてるわ』


    「なるほど……。しかも、世界で人気のトップスケーターならネット中に写真は溢あふれてる。それを燃料にすればガンガン動けるし、本人は痛くも痒かゆくもないってことか」


    　俺がそう言うと。


    「何言ってる、バカ！　そんなことない！」


    「え？」


    　リサーに凄すさまじい剣幕で反論される。


    「……ヤー私、大嫌い。写真なんて。ホムラと同じ……ううん、それ以上に、ヤーだって心を削りながら、スヴァに乗ってる」


    　そうやってギリ、と歯を嚙かむ音が聞こえる。


    「ヤーが、このスヴァに託すものは──怒り。勝手にネットにアップされた写真を、食べ尽くすその日まで！」


    　……その鬼気迫る声。完全に理解はできないが、なんとなく必死なのは伝わってきた。


    「わ、解わかった、悪かった悪かった。それより、まあ、インフレームで一番大事なのは──ちゃんと戦えるか、だぜ？」


    「パニマーチわかつてる」


    　そして、十分写真を取り込んだと判断したのか、スヴァローグは捕食をやめると──二、三度足を伸ばして準備体操をした後、戦闘の構えを取った。


    「さ、ターンツダンスの時間。スヴァ、行こう──！」


    　そんな掛け声と共に──カグツチに向かってスヴァローグが突進してきた。


    「なんだそれぐらい……って、えっ──!?」


    　速い。俺たちのインフレームの中で、一番機動速度が速いのは『アフロディーテ』だと思っていたが──こいつはそれ以上だ。なんで、こんなに速い──。


    「っ、そうかっ！」


    　理由は、あのインフレームの踵かかとだ。まるでスケート靴ぐつのように作られているが……恐らく靴の裏側から空気が出ていて、ホバー風に滑らせているのだろう。エアホッケーと同じ原理だ。


    「トリー三回転！」


    　俺の目の前でスヴァローグが回転しながら跳躍する。高く上げた足が、鋭い刃を光らせたままこちらを切り裂こうと狙ねらってきた。


    「ぐっ──！」


    　俺は身体からだを後ろに反らして、寸前のところでそれを避よける。


    「ほら、匂さき坂さかくんも早く何かつぶやいて炎上しなさい！」


    「そんなこと言っても……！　くそっ──!!」


    　俺はもう一度後ろに大きく跳躍し、スヴァローグから離れながら文章を作成する。内容なんか吟ぎん味みしている暇ひまはない。


    「くっそおおおお！　燃えるなら……燃えやがれええええ！」


    　俺は、その文章を投稿した。
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    『チキンカレーよりビーフカレーのが好き』


    



    「……来るかっ!!」


    　そして俺は、これから来るべき罵ば倒とうに身構える。


    　──だが。


    『わかる』


    　返ってきた発言はそれだけだった。


    「……あれ？」


    　思ったように炎上しなかった。空振りだ。こういうこともあるのだ。


    　炎上してほしくない時はさんざん炎上するくせに、たまに炎上を狙うとこれかよ！


    「……ふん。やっぱり大したことない」


    　そんな俺を見て、チャンスとばかりにスヴァローグがさらに猛スピードで突進してくる。


    　俺は、両腕を前に思い切り突き出して、それを止めようとする。


    「って、ちょ、ちょ、ちょっとタンマ……今炎上しなくて……うわっ！」


    　スピードを落とさない。俺が前に突き出した両腕の直前で、スヴァローグは宙に舞った。


    　そしてそのまま体勢を前掛かりに変え、俺の右腕に自分の右手をそっと乗せると──。


    「なっ!?」


    　信じられない動作を見せた。俺の右腕を伝って、側転をしたのだ。空中で瞬間的に次の行動を決め、そのまま躊ちゆう躇ちよなく実行するとんでもない身体能力。


    　そして、スヴァローグはそのまま俺の頭を越えて背後に回る。同時に、背中に銃口のようなものが突き付けられる感覚があった。


    「ホムラ、スメールチ死んだ」


    　ヒットマンのように、リサーは言い放った。そっと振り向くと、スヴァローグは右手の人差し指で作った銃で、俺をしっかりと狙ねらっていた。


    「……なんてこった」


    　八や雲くも先輩が手を上げる。


    「そこまで！」


    　その掛け声をきっかけに、スヴァローグがバラバラと装甲を解除する。顔を出したリサーが「ふう」と大きく息をついた。


    「おおーっ、リサーちゃんが勝ったみょろ！　やったみょろ！」


    「ほ、焔ほむらっ、まだリベンジチャンスがあるよ！」


    「お二人ともお疲れさまでしたー！」


    　野次馬たちの歓声が、リサーにかけられた。


    　その姿を見て、俺も素直に感嘆の声を上げながらカグツチの装甲を解除する。


    「いやあ……負けたよ。こっちは炎上に失敗したとはいえ……強いな」


    「……それほどでもない」


    　と言って、リサーは何事もなかったかのように顔を逸そらす。だが──心なしか、にやけるほど嬉うれしいのを隠せないようだった。口角がひくひくと震ふるえている。


    「それにしても……ネット上に貼られる自分の画像を燃料にして動くスヴァローグだっけ。一体どんな画像を取り入れたんだ？」


    　俺は、床にまだホログラムになって散らばっているスヴァローグの食い残し画像ファイルを拾い上げようとしたが……。


    「……！　ニ、ニェートだめっ！」


    「え？」


    　急にバタバタバタとリサーが走り寄ってきて、俺に抱きついて阻止した。


    「う、うわっ、なんで抱きついてくるんだよ！」


    　ロシアの女の子といえど、柔らかさや匂いは普通の女の子のようだ。体全体で圧迫されると反応に困る──そして、俺からやっとの思いで画像ファイルを奪い取ったリサーは、再びぱっと離れそれを自分の胸の中にしまい込んだ。


    「み、見ちゃだめ……」


    「え？　だってネットに上がってたやつなんだろ？」


    「で、でも……こ、これだけは……だ、だめ……」


    　しどろもどろだ。何やら、尋常な焦あせりようではない。


    「な、なんでそこまで……。解わかったよ。やめておく。でもまあ──」


    　俺は、その背中をぽんぽんと叩たたいてやる。


    「これなら一緒に戦うにはすげえ戦力になりそうだな。頼りにしてるぜ、リサー・ファトクーリン！」


    「っ……」


    　するとリサーは飛び退のくように離れ、顔を真っ赤にして強がった。


    「……か、勘違いするな。一緒じゃない。ホムラは……パトスターフカ」


    「……パトスターフカ？　どういう意味だ？　ニュアンスから察するに……子分とか？」


    　俺が尋ねると、スピーカーからリシさんが代わりに翻訳して答えてくれた。


    【パトスターフカ。踏み台、という意味です】


    「人間扱いすらされてないのかよ!?」


    「ツーン」


    　リサーは、つっけんどんな表情を見せた。


    　とんでもない子が、ロシアから来たものだな、と俺はまた面食らった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　再び私服に着替えてみんなのところに戻ってきた俺は、八や雲くも先輩に尋ねる。


    「さて……それで、今後の動きとしてどうするんです？　画像流出事件の犯人を捜すって言ってたけど、犯人が解わからないんですよね？　スヴァローグがあればなんとかなるんですか」


    「ええ。スヴァローグは自分からネット上の画像ファイルをクロールするでしょ。その際、ネットに上げられた画像の出所と経路を逆探知することができるの。だから、新たな画像流出事件を感知するまでここでしばらくスヴァローグだけを待機させておくわ」


    「へえ。で、いつまで」


    「……流出を探知するまで」


    「……へ？」


    「ワカサギ釣りみたいなものよ。釣り糸を垂らして、引っかかるまで待ちましょう。まあ、私の予測だと二、三日のうちには引っかかるでしょ。だからそれまで──リサーちゃんには日本の観光案内でもしてあげてて」


    「ヤポーニヤ日本観光、ヤー私の希望」


    　リサーはしれっと言う。


    　その宣言に京きよう子こや桃もも香かちゃんはノリノリになる。


    「み、みんなでいろんなとこ行くんだ、楽しそう！」


    「ほ、ホントにリサーちゃんと観光していいんですか!?　やったー！」


    「まあ、みんなで遊ぶっていうなら付き合ってあげてもいいみょろ」


    　だが、焦あせったようにリサーがこんなことを言い出した。


    「……ニ、ニェートだめ。ヤポーニヤ観光はしたい。でも……大所帯はだめ……目立つと、写真、撮られる……」


    　すると、八や雲くも先輩が俺のほうを見て指示した。


    「それもそうね。なら、匂さき坂さかくん。リサーちゃんを案内してあげて」


    「はあっ!?　なんで俺がっ！」


    　俺は抗議の声を上げたが──。


    「だ、だ、だめだめっ！」


    　真っ先に一番強く反対したのは京きよう子こだった。


    「……なんで京子が反対するんだよ」


    「だ、だって、そんなの、デートみたいで…………」


    　京子は指先をつんつん合わせて抗議する。なんでデートみたいだとまずいんだよ……。


    「まあ、京子ちゃん。ここはリサーちゃんの意見を聞きましょう。どう？　リサーちゃん」


    「……ヤー私は、ホムラでいい」


    「……決まりね」


    「な、なんで……」


    「ホムラが一番、使うのに便利そうだから」


    　そんな召使いみたいな理由かよ！　……っていうか、ホムラ『で』いい、ってのも地味にショックだし。


    「うーん、なーんかつまらないみょろねー」


    「残念です……」


    「う、うう……」


    　みんなもがっかりしているようだった。だが、リサーは意に介さず──。


    「明日、この研究所で待ってる。ホムラ、どこ行くか考えておいて」


    　そんな無責任なことを言ったのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　その翌日。


    　俺は、リサーと二人で商店街を歩いていた。リサーが日本っぽさを感じられるように、あえて下町っぽい場所を選んだのだ。


    　変装でもするように帽子を深々と被こうむったリサーがぼやく。


    「……この国は暑い。ドゥラークアホか思うぐらい暑い」


    「我慢しろ。ロシアから来たんだから予想できたろ」


    「もふもふ。それにカメラ多い。許せない。壊していいか？　……もふ」


    　監視カメラの群れに指を差しながらリサーが言った。何かをもふもふ頰ほお張ばりながら。


    「だめだ！　ていうか、歩きながら何食ってるんだよ……」


    　リサーは茶色いパンのようなものを差し出して見せた。


    「ピロシキ。ロシア人の心、手放さない」


    「まあ、いいけどさ。日本の街を歩くのにわざわざ持ってきたものを食べ歩くかね。せっかくなら日本の食い物食えよ」


    「……日本の食べ物、何が美お味いしい？」


    「ええと……例えばだな……」


    　俺はきょろきょろ辺りを見渡して、その屋台を見つける。


    「あ、あれだ！　あれならピロシキとそんなに語感も変わらねえしな」


    　そして、俺はそれを一個買ってきて、リサーに差し出してやる。


    「ほら」


    「これは……」


    「どら焼き、っつうもんだ。ピロシキ、どら焼き、なんつってな！　ハハハ！」


    「…………ホムラ、人間と言えないくらいつまらな……ん？　待って……ど、どら焼き!?」


    　急にリサーの目の色が変わり、どら焼きを俺の手からつかみ取る。


    　リサーは、かくかくと震ふるえながら首を回して、尋ねてきた。


    「どら焼き……ま、まさかこれ……に、日本のアニメで、見たことあるやつ……」


    「お、そうだ。どら焼きの出るアニメ。ロシアでも人気あるんだな」


    　リサーは屋台に走り寄り、バン、と屋台のおっちゃんに向かってルーブル札を叩たたきつけた。


    「フスョー全部！　くれ、おやじ！」


    「買い占めようとするな！」


    



    　それから一時間もしないうちに、街を歩く俺の両手はリサーに命令されて買わされたおみやげ品の袋でいっぱいになっていた。ちょうちん、下駄、風鈴……って、いかにも外国人が買いそうな日本みやげがぎっしり……。


    「……ってか、ほんとに召使いだな……こんなに買い込むなら京きよう子ことかも呼んでよかったじゃねえかよ」


    「付き添いがいると目立つ。その点、ホムラならぞんざいに扱っても平気。置いて帰れる」


    「その発想がおかしいよ！」


    　その時、リサーが遠くにいる女子の集団を指差した。


    「……ホムラ、あの格好はなに？」


    　指差した先には、浴衣ゆかたの集団。


    「ああ、浴衣ってんだ。お祭りの時とかに着る、日本の伝統衣装だ。今日は花火大会だからな。これから近くの神社にでも集まるんじゃないか？」


    「……ユカタ？」


    「知れて満足か？　行くぞ」


    　俺が足を踏み出そうとした瞬間。


    「……ぐっ」


    　何かに背中を引っ張られた。振り向くと、リサーが俺の背中を引っ張っていた。


    「ユカタ……」


    「ああ、浴衣ゆかただ」


    「ユカタ」


    「……よかったな、物知りになれて」


    「ユ・カ・タ……！」


    　リサーは力強く言い切る。俺は知らんぷりするのを諦あきらめる。


    「……着てみたいのか？」


    「っ……！」


    　リサーは一瞬、恥ずかしそうにした後。


    「…………き、着てみたい」


    　消え入りそうな声で言った。


    「……はいはい、解わかりましたよお姫様」


    　八や雲くも先輩にもらった軍資金、足りるかな……。


    



    　ということで、俺たちは付近の呉服屋に入り、リサーは浴衣を試着することにした。


    「な、なに、この薄い服……すーすーする……日本人、露出狂か……」


    「まあ、着物の簡易版だからな。っていうか……あれだな」


    「……？」


    　俺は、値踏みするように浴衣のリサーを見て言う。


    「ロシア人の女の子に浴衣って、お人形感が増してなかなかいいもんだな。可愛かわいいぞ、リサー」


    「に、にあっ……に、ニェー……！」


    　リサーは、驚いたように少し頰ほおを赤くしてから──目を伏せて俺を指差しながら言った。


    「ホ、ホムラ、バカ！」


    　その瞬間──。俺の脳にどこか違和感が走った。いや、違和感というかこれは──既視感デジヤブだ。


    「……うーん？」


    「……どうした、ホムラ？」


    「お前さ、ずっと前にどっかで俺と会ったことあるか？　なんか……変な見覚えが」


    「っ……！」


    　そして、リサーはいきなり俺の口に、ピロシキを突っ込んだ。


    「っ──！　ぶはっ！　何すんだお前っ！」


    「……だ、だめ……考え、禁止」


    　リサーは、そっぽを向くと、そんなことを言った。それ以上の詮せん索さくを許さないかのように。


    



    「ユーカター。ユーカター♪」


    　浴衣ゆかたを購入したリサーは、鼻歌混じりではしゃぎながらまた商店街を歩いていく。心なしか、振り返る人も多いが……浴衣でこの調子では、スケート選手のリサー・ファトクーリンだと思われず、ただのおもしろ外国人だと思われているのだろう。正体に気付かれている気配はない。


    「……それにしても」


    　俺はさっきから、どうも居心地の悪さを感じていた。居心地の悪さというか……心なしか遠くから聞き慣れた声や知った気配を感じるのだ。


    　俺は、リサーの耳元に唇くちびるを近づけて語る。


    「……なあ。さっきから視線を感じないか？　誰かに尾行されてるみたいな」


    「……そういえば」


    　俺が少し耳を澄ましてみると、こんな声が聞こえてきた。


    「…………普通にデートになってるみょろ。面白くないみょろ」


    「それにしても、こんなことしてていいんでしょうか……」
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    「で、でも、焔ほむらがふらちなことをしないように見てなきゃ……こ、国際問題に……」


    「それより、このバナナの皮を足元に投げてみるってのはどうみょろ？」


    　一つの確信を得た俺は進行方向の先にあるＴ字路を指差してリサーに言った。


    「……なあリサー。あそこに曲がり角があるだろ。あそこを曲がったところで、俺は反復横跳びをしないと死んでしまう病気に罹かかるが気にするな」


    「は、反復……？　ホムラ、何を……」


    　そして角を曲がった瞬間──俺は今まで歩いてきた方向に身体からだを向け、思いきり横跳びで道路に飛び出した。


    「おりゃあああああああっ！」


    「わ、わ、わっ……！　も、戻るみょろ！」


    「そんなこと言われても無理です……！」


    「わっ、お、押さないで……」


    　フライドチキン店の前にあったおっさんの人形の陰から、雪崩なだれのように見知った顔がどさどさどさ、と三つ倒れ込んできた。俺は、その三人の前に出て、呆あきれたように言う。


    「みょろきー、桃もも香かちゃん、京きよう子こ……何やってんだ」


    「あ、秋場所に向けてお相す撲もうの練習みょろ。のこったー、って」


    　適当なことをみょろきーが言った。


    「ごまかすな！」


    「ご、ごめんなさーい！　お、お二人が羨うらやましかったんですっ！」


    　桃香ちゃんが平謝りする。京子も、目に涙を浮かべて、両人差し指をつんつん付き合わせる。


    「た、楽しそうだなーって……ごめん……」


    　なんだかんだ、三人は申し訳なさそうな顔をしている。


    「邪魔しちゃってごめん……焔……あ、あたしたち、帰るね……」


    　そう京子が振り向こうとした時。


    「……待って」


    　リサーが、ため息を吐つきながらそれを引き止めた。


    「……リサー？」


    「……構わない、もうこうなったら、みんなで……」


    「いいのか？」


    



    　そんなわけで、俺たちはみんなでリサーに観光案内をすることにした。とりあえず昼食として回転寿司店に入る。リサーは廻まわる寿司が珍しいようで、座席の上で正座してレーンを覗のぞき込んでいる。


    「サーモン、ロシアにもある……」


    「まあ、あの辺の海は日本とも繫つながってるからな」


    「わ、わたし、お寿司屋さん来るの初めてです……海の苔りとご飯を一緒に食べるのも……」


    「廻まわらないお寿司とかレベル低いみょろね……」


    「お、お寿司見てたら目が回る……」


    　それぞれ、楽しそうにしていた。俺は、リサーにシステムを教えてやる。


    「どうだ、これが回転寿司ってんだ。好きな皿を選んでいいんだぞ」


    「好きな皿……」


    　そして、リサーはしばらく回転寿司を眺めていたかと思うと、ゆっくりと一皿に手を伸ばし。


    「お、シメサバか。いきなり渋いところに──」


    「えい！」


    　おもむろに、ピロシキに寿司をねじり込んで戻した。


    「なっ……！」


    　もちろん、それを見ていた店員も焦あせる。


    「お、お客さああああん！　な、何やってるんですかぁ！」


    「な、なにやってるんだよリサーあああ！」


    「廻るスピード速いから、ピロシキ一個挟むだけで精一杯だった。難しい」


    「どんなルールの店だと考えたらそうなるんだ！　おかしいだろ！　なあ！」


    「そうですよ、リサーちゃん！　お皿のものは有料だから……その点、無料なのはガリです！　ガリなら無料だから、何をしてもいいんですよ！」


    　桃もも香かちゃんは、ビニール袋にガリを詰めて鞄かばんにしまおうとしている最中だった。


    「桃香ちゃんもだめええ！　日本の恥を教えないでええ！」


    「すいませーん、光り物くださいみょろ」


    　みょろきーはみょろきーでマイペースだ。それから。


    「て、店員さんワンオペで大変そう……。よし！　あたし、手伝ってくる！」


    「え、京きよう子こ、何を」


    　京子が、横の扉からカウンター内に入っていく。


    「て、店員さん、義によって助すけ太だ刀ちします！　あ、バ、バーナー！　こ、これでサーモンを炙あぶればいいんですね!?　よ、よ───し！」


    　京子がガスバーナーを手にする。店員の悲痛な声が響く。


    「お、お客さん今度は何を!?」


    　俺は、絶叫する。


    「京子、やめろおおおおおお！　お前の不器用さだとおおお！」


    「ふぁ、ファイア────────！」


    「のおおああああああああ！」


    　俺は、炎が掠かすめる中、なんとか京きよう子こをカウンターから引き剝はがしたのだった。カウンターのそこかしこに、焦こげ痕あとがついたような気がする……。


    「ご、ごめん、焔ほむら……」


    「そ、それは正義の押し売りってもんだぞ京子……」


    　なんか、思ったより騒がしい昼食になってしまったが、ちゃんとリサーの日本案内になってるかな、大丈夫かな……。と、リサーのほうをちらりと見ると……。


    「フクースナ美味しい……」


    　普通に美お味いしそうに寿司を食っていた。思ったより、満足してもらえてるようだ。なら、いいか……。


    



    　そして、その夜。神社の境内には、露店が大量に並んでいた。リサーは、すっかりご機嫌になっていた。ガーディアンズのみんなも、そこらで射的を楽しんだり、ヨーヨー釣りを楽しんだりと夏祭りを満喫しているようだ。


    　くたびれた俺が縁石に座って休んでいると、リサーが隣にそっと座り囁ささやいてきた。


    「ホムラ……お疲れ」


    「なんか、普通に観光案内するより五倍くらい疲れた気分だ……」


    「でも今日……楽しかった。ユカタ、涼しい。スシ、美味しかった。日本のガーディアンズのみんなとも友だちになれた」


    「……そうか。よかったな、日本を満喫できて。もうすぐ花火も始まるぞ」


    「ホムラのおかげ。ありがと」


    　そうやって楽しそうに語るリサーはすっかり十五歳の女の子で、楽しそうな女の子が可愛かわいいというのはどこの国の子でも変わらないんだな、と俺は思った。


    「でもハナビは……オリンピックで見たから、あんまりいい思い出ない」


    　ああ、そうか。この子、オリンピックの開会式でやってた花火と、オリンピックでダメだった記憶が繫つながっちまうのか。


    「オリンピック、残念だったな」


    「あの時は……お客さん多すぎて……写真撮られすぎた……」


    「写真？　お前写真嫌いとは聞いたけど、そこまで影響するのかよ」


    「……ホムラ。ホムラは、炎上したくないけど、カグツチでがんばると聞いた。なんで？」


    「……なんでかな」


    　俺は、考えてから言った。


    「それはずっと考えてるけど……なんでだろな。理由の一つとしては……逃げてるだけじゃだめだと思ってるんだろうな」


    「……逃げてるだけじゃだめ……？」


    　リサーは、自分の過去を振り返っているのか、しばらく思案してから言った。


    「確かに……ヤー私は写真が嫌い。昔に、色々あったから……。でも、スケートしてたら、みんな褒ほめてくれた。だから写真撮られるのはつらいけど、少しなら我慢してがんばった」


    「だろ？　人生、つらいことを越えるから……いいこともあるんだ。それにさ……つらい時は見方を変えてみるんだよ。お前がいい思い出のない花火だって、別の場所で見たら違うかもしれない。例たとえば……こう考えてみるのはどうだ？　お前は日本に住む普通の十五歳の女の子で、今日は好きな男の子と一緒に花火を見に来た……なんてな」


    「す、好きな男の子っ!?」


    　リサーは、見るからに動揺して言った。


    「あ、た、例えな！　例え！　別に俺じゃなくていいんだよ！」


    　その時、ひゅるると風を切るような音が上空で鳴った。


    「お、始まったかな？」


    　それから、音が消えたかと思うと数瞬後、ぱーん、と大きな花が開いた。


    「おー、綺き麗れいだ綺麗だ。どうだ、リサー？　綺麗じゃないか？」


    「うん……クラスィーヴィ綺麗……」


    　リサーが、潤うるんだ目で俺を見つめる。こうして見ると、本当に十人並みじゃ効かないぐらい、リサーは整った顔をしてるんだなと思う。なんだか、俺もドキドキしてきて……。


    　と、その時だった。いつの間にか桃もも香かちゃんが俺たちの前に来て、顔を覗のぞき込んでいた。


    「あ、あのー……」


    「あ、ああ！　なんだ？」


    「師匠とリサーちゃんに……みょろきーさんがみんなで写真撮りませんか、って言ってるんですけど……だめですよね、リサーちゃんがいるから……」


    「写真？　それは……」


    　俺はリサーのほうを見る。だが、リサーは意外にも、コクリ、と頷うなずいたのだった。


    「……少しなら、平気。記念になるなら。一枚だけ……逃げないでやってみる」


    



    　みょろきーが手を伸ばし、その先にスマホを構える。


    「はーい、それじゃあ撮るみょろよー。はい、みょーろ」


    　そして、みょろきーの合図に合わせて、俺たちは一つに固まる。グループ自撮りだと、ぐっと個々の距離が縮まるのだ。なんだか、これだけ可愛かわいい女の子に囲まれてると、周りの目が気になってしまうな……。


    　ピロリン♪　という音と共に、シャッターが切られた。


    「……ふう」


    　息を止めていたようだったリサーが、ほっとしたように肩を落とす。


    「わー、ありがとうございます、リサーちゃん！」


    「……おい、リサー、大丈夫か？」


    「うん……一枚だけなら……」


    　まあ、写真も撮れたし、なんだかんだ今回の日本観光は大成功だったな……。と、俺が満足したその瞬間。こちらを指差して何か話している通行人のガヤガヤ声が聞こえてきた。その中から、女子グループの一人が話しかけてくる。


    「すいませーん、リサー・ファトクーリンさんですよねー。よかったら、一緒に写真撮ってもらっていいですかー？」


    　そんなことを言ってくる。俺はリサーに問いかける。


    「おい、断ってもいいんだぞ」


    「い、一枚平気だったから……まだ……平気……」


    　そして、その女子グループと一緒に入ったリサーが、ぎこちなく笑い──。


    



    『ピロリン♪』


    



    　また、携帯電話らしい風ふ情ぜいのないシャッター音が切られる。だが、ガヤガヤは静まるどころか、また大きくなってきた。


    「おい、あれリサーちゃんじゃねえの？　今、写真撮ってたぜ」


    「うそ、本物じゃん。来日してたんだ。あ、24日間テレビか」


    「写メっとこうぜ」


    　そして、俺たちに許可を取るまでもなく、通行人の一人が携帯を向けて──。


    



    『ピロリン♪』


    



    「っ！」


    　無感情な機械音が響き渡った。


    「おいっ、お前ら！　勝手に写真撮ってんじゃねえよ！」


    　俺は立ち上がって抗議する。


    「ひゃっ、サーセンしたー」「写真ＮＧだってー」「なんだよケチくせーな」


    　あまり悪びれずに通行人たちは去っていく。しかし、今度はまた違う方向から「カシャ」、とシャッター音が聞こえてきた。


    「えー、スケート選手のリサーちゃんが来てるの？」


    「あ、みんな撮ってるなら俺もー」


    　そこから、雪崩なだれのようにシャッターの切られる音がちらほらする。焚たかれるフラッシュが、俺たちの目を眩くらませる。


    「くそっ、撮るなって───っ！　見世物じゃねえんだぞっ！」


    　俺は、手をぶんぶん振り払い、やっとのことでそいつらを追い払う。


    「ふう……。まったく、野暮な連中が最近増えたよな。なあリサー……え？」


    　隣を見た俺は、リサーの様子がおかしいことに気が付いた。


    「……お、おい、どうしたんだ、リサー？」


    「っ、はっ……はあっ……」


    　リサーは息を荒らげて、苦しそうにしている。そして、背中をさすったりするような暇ひまさえなく、そのまま気絶するように倒れ込んでしまった。


    「おい、リサー！　リサー！」


    　俺が抱き起こすと、リサーは顔がん面めん蒼そう白はくになっていた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　近くの病院でリサーを診断してもらった後、俺たちは一緒に研究所に帰ってきた。幸いなことに、リサーの症状は肉体的にはまったく問題なかった。精神的な問題で、何かのトラウマが起動してしまったのだろう……と言われ、そのままこちらで引き取ったのだ。


    「……どうですか、リサーの様子」


    　多た津づ島しまさんに、リサーを研究所内にある宿泊室まで運んでもらっていた。


    「今は、落ち着いてらっしゃるみたいですね」


    　八や雲くも先輩も若干心配そうな顔をしている。


    「……申し訳ないわね。特に体調は問題ないっていうから一時的なものらしいんだけど……まさかこうなるとは思ってなくて」


    「うう……ごめん……あたしたちが、無理矢理押しかけて大人数になっちゃったから、目立っちゃったんだ……」


    「いいえ……リサーちゃん写真が苦手って知ってたのに止めなかったわたしのせいです……」


    「ううん……そもそもみょろきーが尾行を提案したからみょろ……」


    　みんなも申し訳なさそうに萎縮している。


    「それにしても……あいつ、写真撮られるのが嫌いだって言ってたけど、まさかここまでとは」


    　しかし、なんでそこまで写真にトラウマがあるのだろうか。リサーは、スヴァローグでは『怒り』によって自分の写真を食べ尽くそうとしていると語っていた。それらのことに、関連性はあるのだろうか……？


    



    　と、考えていたその時だった。


    『ウオオオオオオオ』


    「なっ、なんだ!?」


    　研究所の片隅に置いてあったスヴァローグが、突然大きな声で咆ほう吼こうし始めた。


    　八や雲くも先輩が、スヴァローグの身体からだからケーブルのようなものを引っこ抜く。


    「……どうやらワカサギ釣りの糸に魚が引っかかったみたいね」


    「魚……？」


    「国内で、ハッキングによる新たな写真流出事件が発生したらしいわ」


    　八雲先輩がスヴァローグに接続されていたケーブルを、淡々とＰＣに差し替える。それからいくつかのデータを入力するような動作の後……八雲先輩がこちらに身体を向けた。


    「手口も流出した経緯も先日のものと完全に一致。間違いないわ、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムよ。そして、ハッキングを行った端末の場所が逆探知できたわ。場所は……ええと、地図によると……アパートがあるみたいね。ここにきっと一連の騒動の犯人がいるはずよ。まあ、今日はもう遅いから、明日にでも行ってくれるかしら？」


    「……解わかりました。行こう、焔ほむら！　悪いやつをやっつけに！」


    　京きよう子こが燃えている。


    「あ……でも、リサーちゃんは……」


    　心配そうな声を桃もも香かちゃんが上げたその時……。


    「ヤ、ヤー私も……行く……」


    　研究所の扉にもたれかかるように、リサーが入り口のところまで来ていた。どこかふらふらしたままで。


    「おい、リサー！　無理するなって！」


    「でも……」


    　俺は、リサーを押しとどめる。


    「明日はまず、とりあえず様子を見に行くだけにするから。インフレームも使わない。だからお前はひとまず休んでろって」


    「う、うん……」


    　そして翌日の昼。俺たちは準備を整え、その住所に向かうことにしたのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺たち三人が指定された住所に向かってみると、そこには確かに小さなアパートがあった。というか、木造で非常にボロいアパートだ。たぶん家賃五万円もしないだろ、ここ……。それを見て桃香ちゃんが、感心したようにつぶやく。


    「くそお……随分いい家に住んでますね」


    「えっ!?　どんな基準!?」


    「それより近寄って様子を見てみようよ！」


    　京きよう子こが、猪ちよ突とつ猛もう進しんの勢いで家に近寄っていく。


    「お、おいおい、もっと慎重に行けって……！」


    　そんな会話を小声で交わしながら、俺たちは忍び足で近くに寄って、アパートにかけられている表札を見てみた。データが確かなら、流出事件の犯人はここの二○二号室の住人らしい。


    『露つゆ草くさ朱あけ美み』


    「名義は女の人か……一人暮らししてるのかな？」


    　その時、みょろきーが少し驚いたような声を出した。


    「……うわっ、なにみょろ、これ！」


    　見ると、郵便受けに突っ込んだままの郵便物が大量に放置してあった。


    「死んでるみょろ！」


    「決めつけが早計だよ！　ここにしばらく戻ってないだけ、って線もあるだろ……。って、桃もも香かちゃんはそっちで何してるんだ？」


    　桃香ちゃんが、そばにあった電気料金メーターを覗のぞき込んでいる。


    「居留守かどうかのチェックですよ。こんな真夏日なら、まず電気メーターを見れば、中に人がいるかだいたい解わかります。わたしがガスの集金や国営放送から身を隠すために覚えた知恵です」


    「へえ……」


    　すごい冷静に語ってるけど……切ない貧乏の知恵だな……。


    「わたしの見立てによると……中にいますね、やっこさん。しばらく、身を隠して様子を見ましょう」


    



    　それから、そばの電信柱の陰で待つこと三十分。


    　やはり中に潜んでいたのだろう、ドアを開ける音と共に、アパートの中から一人の艶つやっぽいお姉さんが出てきた。ブロンドの長い巻き毛がアダルティな雰囲気を醸かもし出していて、いかにも敏腕ＯＬという感じだ。やや高めの身長に、紺色のスーツから覗くシルエットは細身なものではあったが、それでもスーツに押し込めた胸部が豊満なことは遠目でも解った。そして、手には奇妙なくらい大きな鞄かばんを持っている。


    「……あの人なのか？　どこ行くんだ……また何か画像を流出させに？　どうやって？」


    「解らないけど……尾行して確かめよう！」


    「お、おい、早まるなよ、京子。お前だと近づきすぎて接触しかねないからな」


    　ということで、俺たちは対象にバレないように背後から、尾行してみる。


    



    「……バーに入った」


    　それから俺たちは三十分ほどかけて繁華街を歩き、お姉さんを尾行したのだが……その犯人かもしれないお姉さんが入っていったのは、どう見ても場末のバーだった。通りから地下に続く階段がすっと伸びていて、その先に扉が見える。


    「どうする……高校生があんなとこ入ったら、不自然極まりないぞ。なあ京きよう子こ」


    「あ、ああいうところってたいてい悪いやつがいて、たぶんみんなゴーゴーとか踊ってるから、焔ほむらが不良からあの人を守って、仲良くなるとかは……？」


    「お前の盛り場の認識って何時代の話だよ！」


    「仕方ないみょろね……もう尾行は諦あきらめて、直接話を聞くしかないみょろね。それじゃあ……ナンパ目的のチャラい男、って感じで行くのはどうみょろ？　あのお姉さんも、若い男がナンパしてきたってなったら、たぶん悪い気はしないはずみょろ」


    「へえ……若い男がナンパ。誰が？」


    「誰って……ここに男は一人しかいないみょろ？　高校生っぽさがバレないようにその辺で分厚いコートでも買って着込んで行くみょろ」


    「が、がんばってくださいね、師匠！」


    　そんなわけで、自然に貧乏くじを引くのはいつも俺なのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺は緊張していた。


    　なにがって、例のお姉さんナンパ作戦にだ。


    　俺はなにぶん純情な高校生なので、バーなんて入ったことはない。


    　しかも、下へ手たすれば入店拒否すらされる可能性がある。ていうか、こんな真夏にトレンチコートを着込んでるとかいう、どこからどう見ても不審者丸出しの格好になってしまったし……。


    　俺は地下に続く階段を下り、その先にあるバーの扉をそっと開いて中を覗のぞいてみる。


    　すると、カウンター席に先ほどの露つゆ草くささんとかいう女の人が座っているのが見えた。どうやら他に客はいなそうだ。店員さんが、その人に話しかけている。


    「朱あけ美みちゃん、いいのかい、今日も昼間からそんなに飲んで……」


    「いいの。私の人生、もう真っ暗なんだもの」


    「寂しさに負けたのかい……？」


    「いいえ……世間に負けたわ……」


    　ず、随分やさぐれた感じの会話してるな……さすが場末のバーだ。


    　露草さんは、もうウイスキーでへべれけに酔っ払っているようだった。俺は様子を見ながら中に入り、最初は少し離れたカウンター席に座る。


    「あ、いらっしゃ……」


    　俺の姿を見た店員が、怪け訝げんな顔をした。


    「……お客さん、本当に成年？」


    「え、ええ……一年の半分はボルネオで森林伐ばつ採さいの指示をする仕事をしておりまして……帰ってきてからしばらくは暑いくらいでないと落ち着かないのですわ……ガッハ……ガハ……」


    「………………」


    　めっちゃ怪しまれている……。一方、露つゆ草くささんを見ると、ちらっ、とこちらを見ているような気配はあった。が、またすぐに顔を伏せて酒を飲み始める。


    　店員が話しかけてくる。


    「ご注文は？」


    「ミ、ミルクを……」


    「……まあミルクならいいけど……」


    



    　そんなわけで、バーの隅でそんなに美お味いしくもないミルクを飲み始めて十分。どうも気まずい……というか、酒も飲まずにこいつ何しに来たって感じなんだろう。店員はさっきからこちらをじろじろ見てくる。仕方がないので、俺は意を決して彼女に近づいて話しかけた。


    「……あ、あまり飲むと、身体からだに悪いですよ」


    　声が上ずってなかったか、少し不安に駆られる。


    「あら、可愛かわいい子じゃない。ナンパ？」


    　露草さんは、意外にも面白そうにくすりと笑って、俺に対応した。


    「なっ……！　え、いや、そ、そんなんじゃ」


    　あ、これでは作戦失敗してしまう。俺は、ない経験でがんばって続ける。


    「い、いえ、そう、ナンパです……」


    「……ボルネオってのは？」


    「じょ、冗談ですよ」


    「あらあ、じゃあナンパのためにわざわざ噓うそついて、そんなコートまで着てきたの？　ますます可愛い子ね、うふふ」


    　そして、露草さんは人差し指の先で、俺の頭をつん、と突つく。間近に顔を寄せながら。


    「こんなとこ、子供が来る場所じゃないわよ。い・け・な・い・子」


    　そこで俺は改めて、露草さんの顔を見てみた。高校生の身分だと、こんなに化粧をしっかりしている顔に近づくのなんて初めてだ。水商売系の人って、こういう感じなんだろうか。なんだか、そのアダルトな雰囲気だけでくらくらしそうになる。飲んだくれのオーラも、逆に色気を発することがあるということを俺は初めて知った。大きな胸の谷間が見下ろせそうで、心臓の鼓動が速くなる。


    「昼間からこんなとこで飲んだくれてる女なら、簡単にヤラせてくれそうって思った？」


    「なっ、え、それは……」


    「……はい。これ、注いで。お願い」


    　露つゆ草くささんが、ウイスキーのボトルとグラスを差し出してくるので、俺はお酌をする。


    「ど、どうぞ……」


    「昼間っからこんなところで飲んだくれてるなんて、むしろヤバい女だと思わなかったの？」


    「い、いえ……」


    「なんで？」


    「その、お姉さん綺き麗れいなんで……き、気が付いたら、後をついてきてました」


    　それを聞いて、露草さんはまた大笑いした。


    「あっはっは。言うわねえ。そうだ、君可愛かわいいから、いいこと教えてあげる。実はお姉さんねえ、悪の組織の一員なのよ」


    「悪の……？」


    「そう。みんなにね、インターネットを、嫌いにさせて回ってるの」


    　……間違いない。ビンゴだ。当たってしまった。


    「ど、どうやってやるんですか、そんなの」


    「ううん、そうねえ……ねえ、内緒話があるんだけど、ちょっと耳を寄せて」


    　露草さんは艶なまめかしい手つきで俺を抱き寄せ、首に腕を回す。香水の匂いと、顔に当たる柔らかいおっぱいの感触に理性が吹き飛びそうだ。露草さんは俺の耳元でこう囁ささやいた。


    「彼氏・彼女持ちの嫌いなやつとかいない？　お姉さんの力があれば、社会的に抹殺することが余裕でできるわよ。お姉さんはね、携帯にあるイケない写真を、流出させることができるのよ」


    「りゅ、流出！　な、なんで、そんなことが」


    「できるのよ、私たち、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの力ならね」


    　俺は、精一杯の誘惑を振り切って、露草さんから身を離す。


    「あ、あの、お姉さん！」


    「なに？」


    「あ、あなたは間違っていると思います」


    「へえ……？」


    「俺だって、ネットの連中が嫌いになりそうな瞬間はたくさんあります。でも……そんなことをしたら、人間としての大事なものを何かなくしてしまうような……気がして」


    「……つれない子ね」


    「……しょ、正直に言います。俺は、あなたと敵対する組織の人間です。だから……もうやめてください、そんな犯罪行為。今なら見逃してあげられます」


    　俺は、後は野となれ山となれの気持ちで言った。


    「ま、そんなところじゃないかと思ったのよね。あなた、『ネットガーディアンズ』？」


    　バレてたのか。ていうか、結構Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの人間にも俺たち知れ渡ってるんだな。


    「……そうです」


    「なら、仕方ないわね」


    　お姉さんは、突然、脇に置いていた大きなボストンバッグを開き、中から取り出した奇妙なヘルメットをかぶる。


    「……え？　あの、それ、一体──」


    「これは電磁波を出して、写真の入っている端末をハッキングする装置」


    　そして、露つゆ草くささんは、自分の来ていた服も脱ぎ始める。ボタンを一個一個外して。


    「うわっ、な、なんでいきなり脱いで！」


    「電磁波の効率を上げるための正式コスチュームになるの」


    「……え？」


    　すると、露草さんが脱ぎ去ったスーツの下には──異様な衣装が着込まれていた。着ていた服を投げるようにしながら、露草さんが立ち上がる。


    「あ──はっは！　よく見なさい！　Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムでの私の名前は、『リベポルンナ』！」


    「っ！」


    　とんでもない格好になっていた。変態か。ボンデージの、まるでＳＭ嬢みたいな格好だ。


    「ど、どうかしてますよっ！　なんです、その格好！」


    「気にしないで。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの技術なら、この格好でも戦闘力は折り紙付きだから」


    　リベポルンナは、仕上げとばかりに、レザーでできた手袋のようなものを両腕にはめながら、右腕をポキポキ鳴らす。そして、その右腕を高く上げると──。


    「リベポルンナー…………スパ───────ク！」


    「うわっ！」


    　リベポルンナの右手の平に埋め込まれていた、宝石のような何かが強く発光する。同時に、キィィィィン、と耳鳴りのような音が響いた。


    「う、うるせっ……、い、今何を……っ！」


    「今、このバーの半径百メートル以内の携帯から、写真を流出させたわ」


    「なっ──！」


    　俺は慌てて自分の携帯を見る。確かに、勝手にデータがどこかに転送されようとしている気配がある。ここは地下なのでかろうじて圏外で助かったが。


    「う、うわわわわー！　く、くそっ！」


    　俺は慌ててスマホの電源を切る。


    「あ──はっは……忘れてたわ、ここ自体は地下だったわね。ま、今のでこの付近の携帯から数十枚程度は流出したから別に構わないけれど」


    「く、くそっ、もう警察に突き出してや──」


    　そして、俺がリボポルンナを押さえ付けようとした瞬間、露つゆ草くささん改めリベポルンナの右手が素早く動き──逆に俺の首根っ子を摑つかみ、そのまま壁に押し付けた。


    「がはっ！」


    　とんでもない力だ。俺は思いきり壁に叩たたきつけられる。


    「あーらあら。ゴ・ウ・イ・ン。いけないわねえ、力尽くは」


    　背中に強い痛みが走る。カグツチを装甲してない状態だとさすがに堪こたえる。


    「ぐっ……お、おい、店員が見てるぞ！　いいのか……！」


    「知ってるわよ。あいつもＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの人間だもの。おい、敷しき島しま！　こいつは、私一人で対応するから、あんたは入り口を塞ふさいでなさい」


    「……了解です、リベポルンナさん」


    　そして、店員はすごすごと入り口の前に立ちはだかる。リベポルンナの手が、ますます強く俺の首に食い込んでくる。


    「く、くそっ……！　戦闘になるんだったら、事前にカグツチ装甲してくりゃよかった……！」


    　壁に押し付けられたまま、俺の足が宙に浮いていく。


    「ジ・エンドね。あの世でインターネットの終しゆう焉えんを見守ってなさい」


    　その瞬間だった。


    「おりゃああああああああっ！」


    「がはあああああああっ！」


    　いきなりバーの扉が蹴けり飛ばされて、立っていた見張りの男を吹き飛ばした。


    　それと同時に──店内に見知ったみんなが雪な崩だれ込んできた。


    「焔ほむらっ！」「焔っち！」「師匠！」


    　扉に挟まれて、見張りの男は気絶したようだ。だが、リベポルンナは動じず、三人をきっと見据える。その異様なコスチュームに、三人が尻込みする。


    「こっ、こいつ、普通じゃないみょろ！」


    「っか……さすがに、ひ、ひとめで解わかるだろ……」


    「あーら、あなたたち動かないで。ちょっとでも動いたらこの子の首をへし折るわよ」


    「ほっ……焔！」


    　京きよう子こをはじめ、三人もそう言われたら動けないようだった。


    　というか、さすがに俺の呼吸もつらくなってきた。く、くそ……意識が遠のく……どうすればいいんだ……。


    「ホムラ────っ！」


    　そこに、俺たちの間に滑り込むように、いや、文字通り滑り込みながら、あいつが現れた。


    　バーの中に、スヴァローグを纏まとったリサーが飛び込んできてくれたのだ。


    「ヤ──ッ！」


    「ぐっ……！」


    　入り口から入ってきたスヴァローグはそのままリベポルンナに体当たりする。リベポルンナは反対側の壁に思いきり叩たたきつけられ、俺の身体からだはやっと解き放たれた。


    「けほっ、けほっ……た、助かったぞ、リサー！」


    　俺は起き上がって礼を言う。だが、吹き飛ばしたリベポルンナのほうもまったくダメージは食らっていないようで、すぐに起き上がる。


    「ちっ……邪魔が入ったわね……装甲したインフレームまでやってくるとは……」


    　そして、リベポルンナは俺たちを見渡す。


    「……というか、気が付けばここにいるの、女の子ばかりね」


    「それがどうかしたのかよ」


    「女の子になら、あたしの味わった死ぬよりつらい地獄のことを解わかってもらえるかなって」


    「死ぬよりつらい地獄……？」


    「そうね。そもそもなんで、あたしが昼間から酒を飲むようになったか、そしてＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムに入ったか、きっかけを話してあげるわよ。──あなたたち、リベンジポルノって言葉を知ってる？」


    「リベンジポルノ？　か、かっこよさそうな必殺技……！」


    　京きよう子こが何か勘違いしているようだった。


    「……違うって。例えば、いかがわしい行為に及んでいるところを撮影していた男女が仲悪くなって別れた時、どっちかが腹いせにその写真や動画をネットにアップすることだ」


    　別れた相手にリベンジするために、ポルノをばらまく、ということ。


    　俺は童貞なので、どういう心理でそういうものを撮影するのか、よく解らないが……。


    「そう。私はそのリベンジポルノの被害者だった。しかも、この世で最も写真が『流出してはいけない』類たぐいのリベンジポルノ被害者だった」


    「……どういうことだ」


    「フフ……毛が、ね」


    「毛？」


    　リベポルンナは目を伏せる。


    「酔っ払ってる勢いで言うけど……濃いのよ」


    「はい。……はい？」


    　俺は耳を疑ったが、リベポルンナは本気のようで、わなわなと震ふるえてから、突然叫んで、バーにあるグラス棚に水平チョップをぶち込んで叩き割った。


    「下の毛が濃いことの何が悪いのよバカヤロ────！」


    「うわっ！」


    　ガシャンガシャン、バリンバリンとグラスも皿も片っ端から粉々になっていく。


    「世界中の顔も知らない連中にヌード写真を見られた結果、私につけられたあだ名はなんだか、あなたたち解わかる!?　『アマゾネス』よ！　『アマゾネス』！　どこの……どこの戦闘部族だっていうのよ────────っ！　私の苦しみ、解る!?」


    「い、いや、解るかって言われたって……」


    　あまりの剣幕に俺が戸惑った瞬間だった。


    「ヤ、ヤー私は解る……！」


    「どうした？　リサー」


    　なぜか、リサーだけが神妙な顔をして頷うなずいた。リベポルンナは続ける。


    「だから、消えない写真が流出してしまった私の人生には二択しかなかったの。負け犬のまま自殺するか、世界に復ふく讐しゆうするか。そこに現れたのが、あの人──ダークサイター様だったの」


    　また、ダークサイターとかいう……Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの首しゆ魁かいか。


    　リベポルンナはなおも続けた。


    「あの日……別れた彼氏に写真を流出させられ、『アマゾネス』の汚名を受けたあたしがヤケ酒で泥酔し、ゴミ捨て場で寝てた時……ダークサイター様がやってきてこう言ってくれたの。君の事情は知っている。どうだ。世界を壊す気はないか。世界中をリベンジポルノ状態にしてやらないかってね！　そして、あたしはリベポルンナに変身するためのパーツをもらった……」


    　リベポルンナは頭部の仮面を指差す。


    「この頭部から発信される電磁波は携帯に干渉し、そこに入っている写真データを全世界にばらまくことができるのよ！　今までのはほんの肩慣らし。あたしの『世界リベンジポルノ化計画』は間もなく最終段階に進む……その範囲を全世界に広げてね！　世界がリベンジポルノの闇やみに焼かれるのを、せいぜい指を咥くわえて見てなさい！　あ────っはっは！」


    　そんな高笑いをしながら、リベポルンナはじわじわと後退していき……。


    「あっはははは！　じゃ───あね───！」


    「あっ！　逃げた！」


    　奥の扉を開いて、脱だつ兎との勢いで駆け出していった。


    「くっ……俺たちは誰も装甲してない！　リサー、頼む！　あいつを追いかけてくれ！」


    　スヴァローグの速さなら追いつけるはずだ。と思って俺が呼びかけるが──リサーは、狐につままれたような顔をしていた。そのまま、とさ、と膝ひざをついてしまう。


    「む、無理……」


    　リサーの足は動かない。


    「お、おい。どうしたんだよ！　逃げられちまうぞ！　リサー！」


    　リサーはかくん、と膝ひざをついた。


    「……無理……ヤー私は、あの人と戦えない……だって……気持ち解わかる……」


    「……リサー？」


    　リサーは、唇くちびるを強く嚙かんで俯うつむく。


    　俺たちはそれ以上誰も喋しやべらず、リベポルンナのいなくなったバーに、涙を堪こらえながら肩を震ふるわせるリサーの声だけが残った。
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    　その晩、八や雲くも重工研究所の宿泊室の一室で、俺は八雲先輩と向かい合って座っていた。


    　ベッドの上、二人きり。先輩の髪からは、洗い立てのシャンプーのいい香りがする。


    「ふふふ……匂さき坂さかくん、シャワー浴びてきたわよ」


    「そうみたいですね」


    「……電気、消す？」


    「消します。先輩がいなくなったら」


    「今夜は、寝かさないわよ……」


    「もう寝ます！　ふざけてるでしょう！　ねえ！」


    　そこで、八雲先輩はベッドからすっくと立ち上がった。


    「……よく解ったわね。せっかく匂坂くんが研究所に泊まるんだから寝しなまでからかわないとと思って」


    「小学生か！　あんたは！」


    　さて、俺がなぜ家に帰らず研究所の宿泊室に泊まることになっているかというと。


    　八雲先輩の「これからまたリベポルンナの居場所を見つけて緊急発進があるかもしれないから、ネットガーディアンズのみんなにはこれからしばらく交代でガレージに寝泊まりして待機してもらうわ」という指示によるものだった。


    「だけど……俺、気になるんです。さっき、リサーがリベポルンナに攻撃できなかったの……一体なんでなのか。しかも、随分リベポルンナに共感してるような口ぶりで」


    「そうねえ……実は私、心当たりはある……っていうか、ほぼ答えを知っているのだけど。スヴァローグの設計や分析をしている身だもの」


    「えっ！　それは、どういう……」


    「教えてあげない」


    「なんでだよもう！」


    　俺がふてくされると八雲先輩は、少し視線を落とした。


    「だって……そういうトラウマって、自分から話せるぐらいにならなきゃ解決できない問題だと思うから」


    「トラウマ……？」


    　リサーのトラウマがやっぱり関係あるのか。


    「ま、炎上人間の匂さき坂さかくんなら、きっとあの子のトラウマもいずれ解きほぐしてくれるでしょう。楽しみにしてるわね」


    「……俺、そんな期待されるような人間とは思えないんですけど」


    「いいえ。どんなに否定されても、私はあなたのことをヒーローだと思っているから。ネトゲで例えると、廃課金者レベルだと！」


    「それ賞賛なのか解わかりません！　ってか……俺はヒーローじゃないって言ってるのに……」


    「ま、機会があったら救ってきなさいな、女の子一人。じゃあねー、私はネトゲに戻るわ」


    　そして、八や雲くも先輩は部屋を出ていった。


    「…………出ていったか」


    　と思ったらひょいと戻ってきた。


    「あ、ちなみに今晩自慰行為をするようなら、連絡をくれたらたぶん九十パーセントぐらいは死ねって言うけど、気が向いたら十パーセントぐらい見に来てあげるわよ」


    「いりません！　帰ってください！」


    



    　その晩、俺は寝入るまでずっと考えていた。リサーのトラウマとは一体何なのか。そして、八雲先輩が言っていた俺が彼女のためにしてやれることとは何なのか。だが、ぐるぐる考えても結局はろくな考えも浮かばず、俺はもう早めに寝てしまうことにした。


    「まあ……………………いいか」


    　たぶん、それからまたしばらくたったころ。


    　俺は、不思議な違和感によって目覚めた。


    「…………ん？」


    　俺の腹部に、とすん、という重量感があった。


    「……うわあああっ！」


    　薄目を開けた俺はびっくりした。


    「ホムラ……起きてる？」


    　いつの間にか、泣きそうな顔をしたリサーが目の前にいた。衣服は──ほとんど薄布一枚のパジャマだったが──妙にはだけていて、だいぶ年下なのにこの色気はヤバい。ロシア人少女って妖精なのか……って場合じゃない！


    「リサー！　なななななな、なにをっ！」


    「イズヴェニーチェごめんなさい……今日は…………リベポルンナを逃がして……」


    「あ、ああ……しゃあないよな、足が動かなかったんだろ？　きっと神社で倒れた時の影響がまだ……」


    　それからまたしばらくリサーは黙って、意を決したように話しだす。


    「ううん……あれは違う…………ヤー私はリベポルンナが……自分と同じトラウマを持ってる人って解わかったから……倒せなかった……」


    　トラウマ。八や雲くも先輩が言っていたやつだろうか。俺は、リサーを傷付けないように言葉を選びながら言った。


    「……なあ。もし言いたくないなら言わなくてもいい。でも、もし話してもらえるなら……そのことについて、詳くわしく話してもらえないか？　俺に……何か力になれることがあったら力になるからさ」


    「うん……話す……」


    　そして、リサーは少し言い淀よどんでから、静かに口を開いた。


    「……ヤー私はね……子供の頃から、世界中の人たちに……裸を……弄もてあそばれてきたの……」


    「はっ？」


    　俺は耳を疑った。裸を……せ、世界中に……!?　一体どうしたらそんな過去が……!?


    「だから、リベポルンナの言ってること、解るって、思って……」


    　そう言いながら、リサーはもうボロボロ泣いていた。俺は、指でその涙を拭ぬぐってやる。


    「な、なあ、リサー。世界中に弄ばれたって、どういうことだ？　それもっと詳しく教えてくれないか？」


    「……うん。解った……ええと、ホムラはこういうの知ってる？」


    　そして、リサーは大きく息を吸い込むと。


    　俺を指差して、非常にバカにしたような顔を見せた。


    



    「ヌード写真かと思ったか！　残念だったな！　俺だよ！」


    



    　時間が、少し止まる。


    「……は？　……な、なんだよ、今のいきなり！　……いや、待てよ」


    　俺は、脳をフル回転させて考える。


    　そして、脳が記憶を結線し、今の光景が一つの画像ファイルに辿たどり着き──その瞬間。


    「あ、ああああああっ！」


    　俺は、思わず声を上げてしまっていた。


    　ネット界隈には、裸の赤ん坊が指差してこちらを見下す『まさしく外道』という煽あおり画像がある。かれこれ──もう、十数年も前から。


    「お前、あの赤ちゃんが成長した姿なのか！」


    「……そう……」


    　なんてことだ。そう考えれば、確かに面影がある。そして芋いも蔓づる式に疑問が解けていく。


    　スヴァローグの動力にしていた写真を、リサーが絶対に見せなかったのはなぜか。


    　普通に、スケート選手としての写真だと思っていた。だけど、リサーの写真で最も世界中に広まっていて今も貼られ続けているのは……本人がスヴァローグに食べ尽くさせたかったのは、自分が赤ん坊時代の裸の写真だったのだ。


    「ホムラは……自分が子供の時の裸の写真が、汚い言葉と一緒になって、十数年間ずっと見られ続けて、貼られ続ける気持ち、解わかる？　それは……すごく、つらい」


    　そして、リサーの瞳からは、涙がぽろぽろと零こぼれ続ける。


    「世界中の人たちが、毎日ヤー私の裸を見てる……ヤーは…………ヤーの裸は、フリー素材じゃない！」


    　それは、リサーの魂の叫びだった。


    「だから……ネットを消せるなら、それもいいかなって…………リベポルンナの言ってたことに共感して……一度写真が流出したら、死ぬか……復ふく讐しゆうするしかないって……」


    　俺は、迷い続けるリサーの涙を指で拭ぬぐいながら言ってやる。その道を、少しでも照らすことができないかと精一杯考えながら。


    「……そうだな。ネット時代ってのは、残酷だよな。そういう意味じゃ、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの野望が叶かなったとしても完全にお前の悩みは消えないよ。一度ネットに流通した画像は、どうがんばったって消えないんだ。ネットワークが消えたとしても……無数のパソコンに広がっちまってるからな」


    　それはまるで、絶対に消えない刺青タトウーを身体からだに入れられるみたいだ。


    　罪人ですらないのに、そういうものが永遠に残り続ける。


    　では、もしネット上に消えない刺青が残ってしまった場合、俺たちはどうやって生きていけばいいのだろうか？


    　俺は、少し考えてから──言った。


    「リサー」


    「うん……」


    「お前、赤ん坊の頃から成長してないのか？」


    「なっ……!?」


    　リサーは、自分の身体を見渡し、ぺたぺた触る。


    「そんな……だって、色々、大きくなったし、おっぱいだって……」


    「ば、ばか、目の前でそんなとこ触るな……？　でも、な？　成長してるだろ？　だったらお前、過去の自分に負けるなよ。リサー・ファトクーリンはそんな弱い女じゃねえだろ。強気で俺に突っかかってきて、俺と真っ正面から戦って、勝った女だろ。確かに、画像が流出した『過去』は消すことができない。消すことはできないけど……『今』のほうを濃くすることはできる。ネット上に消えない刺青タトウーが残ってしまった人間は……今をまっとうに生きる。たぶんそれしかないんだ。今を生きることだけが、過去を薄めることができるんだ」


    　絶望的な事実にも思える。ネットに刺青が残ってしまった人間は、それが一つのハンディキャップになることは間違いない。でも……それを薄めていくことは、絶対にできるんだ。諦あきらめさえしなければ。


    「お前はリベポルンナと違うって信じてる。だから、どんな時でも自じ暴ぼう自じ棄きになったらダメだ」


    「……うん……ホムラ……ありがと……」


    　それから……リサーは、俺の胸に頭を乗せて動かなかった。
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    「……ん」


    　朝か。俺は、目覚める。確か、昨日は夜中にリサーがこの仮眠室に来て、それから──どうなったんだっけ。


    「……ドーブラエ・ウートラおはよう、ホムラ」


    　リサーが、俺の顔を見ながら、俺の上で頰ほお杖づえをついていた。


    「……結局一晩ここにいたのか」


    「うん」


    　なんだか、その顔は妙に晴れ晴れとしている。


    「それより、ホムラ。今日は付き合って？　ヤー私の練習。見てるだけでいいから」


    「練習って、何の」


    　リサーは、その単語を嬉うれしそうに言った。


    「……カターニエ・ナカニカーフスケート！」


    



    　俺とリサーは、地球上を北に向かってカグツチとスヴァローグで飛行していた。


    「なあ、リサー。どこまで行くんだよ！」


    「……ホムラに、ヤー私の故郷を見せる」


    「故郷？」


    　それからしばらく飛行した俺たちが降り立ったのは、一面雪と氷に包まれた世界だった。


    「おお……カグツチを着けてても、なんか寒い気がするな」


    「ここが、ヤー私の故郷ロシアにある……ツンドラ。永久凍土、一年中氷に包まれている場所」


    「だからここでスケートの練習をしたりしてるってわけか。万年氷ってのも便利なもんだな」


    「うん。ねえ、見てて見てて、ホムラ」


    　久しぶりに氷の上に来て元気なのか、スヴァローグがはしゃいでくるくる回る。


    「何を見てりゃいいんだ？」


    「ヤー私が、オリンピックで成功させることができなかった三回転半。ホムラが見てて。今度は……決めるから」


    「……よし、解わかった。見ててやる。頑張れよ」


    　スヴァローグは、俺の目の前で、一つお辞儀をすると、軽やかに演技を始める。インフレームの中に入っていても、その美しさは解る。くるくると回って、川を流れる木の葉のように流れる。その軽やかさは、確かに世界で勝負するだけのものがあると思う。こうやって間近で見ていても惚ほれ惚れしてしまう。


    「どんな感じ？」


    「……うん、すごく綺き麗れいだと思うぜ」


    　それは色なんてついてないような、透明なダンスだった。余計な不純物が何一つ混ざっていない演技だ。


    「……次、飛ぶ」


    　そして、タイミングを図って、リサーは飛ぶ。


    「アジーン１・ドヴァー２……トリー３！」


    　その瞬間。世界から重力が消え失せた。スヴァローグは軽やかに空気と同化し──三回転半回って、着地を決めた。


    「よしっ！」


    　俺はガッツポーズをする。


    「リサー、できたじゃねえか！」


    「えへへ……本当は、生身の身体からだで飛ばなきゃだけど」


    　滑り終わったスヴァローグはゆっくりと息を整える。


    　その時、カグツチに八や雲くも先輩から通話がかかってきた。


    『あー、匂さき坂さかくん。リサーちゃん。聞こえる？』


    「……はい」


    『カグツチとスヴァローグ、使ってる？』


    「……無断で使ってます、すいません」


    『ふうん、駆け落ち……まあいいわ。そんなことより、リベポルンナの居場所が解ったのよ』


    「え、マジすか、どこに……」


    『それが……非常にまずいわ。なんでかって、発見したのが、「あなたたちの内蔵レーダー」が探知したのがきっかけだから』


    「……内蔵レーダー？」


    『リベポルンナの現在位置、あなたたちのいる場所から東に三十メートル……いえ、十メートル……あ』


    「十メートル？　そんな無茶な……あ」


    　八や雲くも先輩と俺の『あ』はたぶん同じものを見ての言葉だっただろう。


    　俺が顔を上げると──リベポルンナが俺の目の前にいた。
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    　リベポルンナは飛び上がるようにして驚いた。


    「きゃああ！　あ、あなたたち、どうしてここの居場所が！　こ、この肌色の多い格好で一番いると思われそうにない場所……永久凍土にわざわざ来たのに！」


    「お、俺たちの技術力だっ……！」


    　完全に偶然だった、なんてかっこ悪くて言えないので、俺は強がってみせた。


    「リベポルンナ、今度はやっつける！」


    「く、くそっ、こしゃくな連中ね……舐なめきってたわ。こ、こうなれば……実力でねじ伏せるまでよっ！」


    「……は？」


    　リベポルンナが腰を低く構え──。背中から何かを取り出す。それは、一本の鞭むちだった。その鞭を素早く振り回す。


    「リベポルンナ・ウィップラ────ッシュ！」


    「うわっ、ひっ！」


    「きゃっ、わっ！」


    　なんてことない攻撃のように一見見えるが、その一撃の重さは疑いようがないものだった。鞭の一打ちごとに、地面の氷が大きく抉えぐれていく。俺は、それらの攻撃を紙一重でかわしながら尋ねる。


    「リ、リベポルンナ、いや、露つゆ草くささん、最後に聞きます！」


    「あぁ？　なによ」


    「……本当にやめる気はないんですか、リベンジポルノ化計画！　リサーは、今を大事に生きることを決めました！　あなたも……」


    「……ないわ！　ふざけないで！　あなたたちどうせ十代でしょ！　私が二十代になってまでこんなことやってる重みを考えなさい！」


    　そんなこと言われると、重いし何も言えない。


    「ダークサイター様は、あたしの人生にもう一度意味を与えてくれた。私は、ダークサイター様に人生の全てを捧げたの！」


    「なら、本気で戦うまでだ……っ！　リサー、戦えるか？」


    「う、うん……でも、こんな急に戦うとは思ってなかったから……リベポルンナと戦う覚悟がまだ……できてないかも……」


    「でも、それじゃ……」


    　と、そこまで話しかけて。


    　あ。そうか。八や雲くも先輩の言ってたことの意味が、やっと解わかったような気がする。


    　炎上人間の俺にだけできる、リサーのトラウマの解決方法が──あった。


    　思いついてしまった。


    「……リサー、俺は何をつぶやいても炎上する男だ。だから、怖くて怖くて、試してなかったことがある。一応加工してはあるけど、お前のために、これからそれを実行しようと思う」


    「……え？　ホムラ、何を言ってるの？」


    　──俺の携帯には、こないだ、みょろきーが持っていたゴリラと何十パーセントかだけ混ぜるアプリによって撮影された、俺の写真が入っていた。


    　俺が怖くて、ネット上で今までしていなかったこと。


    　リサーのためにしようと思うこと。それは──。


    　自分の『写真』を、ネット上にアップすることだった。


    「いっけえええええええええ！」


    　俺は自分の写真を、ツウィートに乗せて──ネット上にアップロードした。
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    『これ、ぼくです（写真添付）』


    



    　……果たして、どうなるのだろうか……。


    　と案ずる間もなく、俺の写真は早速ネット界隈の片隅で拾われたようだった。


    『こいつの写真、クソワロタｗ』


    『不細工ｗ　ちょっとゴリラっぽいなｗ』


    『いいフリー素材見つけたｗ』


    『なんだろう、なんかいじりたくなる顔してるんだよな』


    『みんなで協力してこの顔をＴＩＭＥ誌の表紙にしようぜ！』


    『さっそく壁紙作ってみたｗ』


    「がはっ」


    　俺のメンタルに、思い切りボウガンが突き刺さる程度のダメージがあったのを感じる。さすがに容姿をけなされるのは初めてだからな。っていうか……。


    「お、俺は……俺はフリー素材じゃねえええええ！」


    　だが、時既に遅し。


    　俺の写真はあっという間に使いこみがバレた市議会議員や、耳が聞こえないふりをしていた作曲家などと並べられる。雑な感じに、細かいところも調整されず、俺の写真は面白おかしくコラージュの道具にされる。


    　これを俗に、『雑コラ』という。


    「ぐっ……！　やっぱこうなったか……！」


    「ホ、ホムラ！　なんで自分から写真を！」


    「理由か……？　それはな、リサー……お前と同じ消えない刺青タトウーを、俺も背負いたくなったんだ。お前一人じゃつらい荷物を……俺も背負ってやる」


    「っ……！　ホムラ……！」


    「そしたら、もう一人で悩まなくて済むだろ？　だから……」


    　俺は、今の行為で獲得したフレイムを確認する。８０００フレイム。なんとか一発だけ、狙ねらった技が撃てるぐらいのフレイムが充じゆう塡てんされたことを確認する。


    「俺があいつを足止めしてみる。その隙に……あいつに止とどめを刺してくれ」


    　リサーは、少しだけ精神統一するように呼吸を整えた後。


    「わかった……ホムラと一緒に背負う……。ヤー私はもう……逃げない！」


    　強い決意を込めて言った。


    　そして、俺はリベポルンナに向き直る。


    「ねえ、あなたたち、今何を話してたの？」


    「……時々ぞっとするよな。俺はあんたみたいな連中と戦うたびに自分を切り売りしていく。この身を燃やして燃やして燃やし尽くして、最後には誰か骨は拾ってくれるのかな。俺は別にヒーローじゃない。みんなに嫌われながら、自分の周りのものだけを守る、そんなちっぽけな男だ」


    「一体、何を……」


    「カグツチ・セットオン・ファイアアアアアアア！」


    　俺は両腕を前に構えて──８０００フレイムを消費する技を放つ。


    「インフレイム・スタァァァン！」


    　そう叫ぶと共に、カグツチの両中指から電極コードが伸び、リベポルンナに接着する。


    「な、何をする気……」


    　俺はそのコードから、高圧電流を流した。


    「おりゃああああ！」


    「うあああああああっ！　か、身体からだが痺しびれるうっ！」


    　リベポルンナの動きが止まる。だが、今の攻撃は、俺自身にも多少のダメージが来る。がっくりと膝ひざをついて、俺はリサーに向かって叫ぶ。


    「今だっ！　怯ひるんだぞ！　止めを刺せ！　リサー！」


    「……了解。リベポルンナ。思いっきり……ターニツダンスの時間！」


    　リサーの表情に微かすかな笑みが生まれ──


    「行くよ、スヴァ！」


    　スヴァローグは跳躍し──両手で、無数のサムネイルを広げる。


    「天に集いし数多あまたの画像。我が胸に収まれ……パヴァラーチヴァチ・ヴラシェーニェ捻り回転！」


    　スヴァローグの背が弓のようにしなり、その画像全てが、スヴァローグの身体からだに貼り付いていく。


    「スヴァローグ──」


    　そして、痺しびれているリベポルンナに向かって、身体を捻ひねりながらスヴァローグが跳躍する。それはまるで、先ほど見せてくれた三回転半を飛ぶ姿のようだった。


    「トリイイイイイイイトリプルウウ、ピノオオオオオオオクキィィック！」


    「ぎゃあああああああ！」


    　回転の威力を加えたキックが、リベポルンナに直撃する。その身体は、思いきり氷に激突し、十数メートルはあろうかという高さまで氷の破片が跳ね上がった。ぱらぱらと散らばる氷の塵ちりが収まると──そこには、リベポルンナが倒れていた。
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    「やった……倒したんだな、リサー！」


    　と、俺が立ち上がろうとした瞬間、右みぎ膝ひざに違和感があった。歩きだそうとした瞬間に右膝を思いきり強く押さえられた感覚だ。カクン、と大きくカグツチが傾く。


    「な、なんだ……？」


    　俺が疑問に思っていると、通信回線からそれに答える八や雲くも先輩の声が聞こえてきた。


    『匂さき坂さかくん……伝えづらいことなんだけど……カグツチｍｋマーク５は機動性を重視したため、防御力、特に耐寒機能を大幅にダウンさせてあるの』


    「ってことは……」


    『今のカグツチは半分凍りかけてる状態なのよ……』


    「おいおいっ！」


    　そのまま、俺はどしゃり、と倒れ込んだ。


    「ホムラっ！」


    　リサーが近寄ってきて俺を抱かかえ起こす。


    「ホムラ、なんで自分から痛いことした……写真は、消えない刺青タトウーなのに……」


    「お前を支援できたろ」


    「バカ……。でも、どうしよう……カグツチ、凍ってる……ヤー私一人で担げるかな……てか、あとどれくらい凍らないで保つのか……」


    【ハローワールド。サポートＡＩのリシです。大変寒い状況ですが、カグツチはあと三十分は耐えられます。何か無茶をしなければ】


    「八雲先輩……三十分って言うんですけど」


    『ええ、把握してるわよ、大丈夫。もうプロメテウスとアフロディーテとダ・ヴィンチを応援に呼んであるから。というかリサーちゃん、ちょっとスヴァローグも温度がヤバくなってきたから、一旦帰ってきて。匂坂くんは、リベポルンナが逃げないように見張りだけしといて。そいつも合わせて後で回収するわ』


    「……了解です」


    「……はい……ホムラ。無事に帰って！」


    　そして、スヴァローグは飛び立ち、日本に帰っていった。


    「……京きよう子こたちが助けに来るまで、氷の世界にひとりぼっちか」


    　だいぶ孤独感が……あ、待てよ。孤独でもないのか。


    　俺は、まだかろうじて動く身体からだでふらふらとリベポルンナの近くに歩み寄っていく。


    「おい。意識あるか。あんたもついでに回収して帰るんだから逃げるなよ」


    　そう宣言したのだが、俺を見るリベポルンナの顔がゆっくりと──笑顔に変わっていった。


    「……ああ、ダークサイター、様。来て、いただけたのですね」


    「え、何言って──」


    　その瞬間、背後に凄すさまじい殺気を感じて、俺は身み震ぶるいと共に振り返った。


    「……なん、だ……お前」


    　俺の目の前に、インフレームらしき大きなものが一体、屹きつ立りつしていた。あちこちが焦こげたり変色したりしており、随分年季が入った装甲のようだ。その下半身にかけて太くぶ厚い装甲が広がっており、その様はまるで──あたかも雪原に佇たたずむ、黄褐色の聖樹のようだった。その装甲は、俺の質問に重厚な声で答えた。


    「Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム首しゆ魁かい、ダークサイター。そして──インフレーム『レーヴァテイン』」


    「レーヴァテイン……？」


    「どうだ、匂さき坂さか焔ほむら。前にも誘ったが──私と組んでネット世界を壊さないか」


    「前にも誘った、だと──？　そんなこと言われても、お前とは初対面……」


    「おっと、すまなかったな。前に誘った時は──こういう姿だった」


    　するとレーヴァテインの顔面が、観音開きのように開いた。


    「あっ……お前、あの時公園でっ……！」


    　それは、以前八や雲くも重工の合宿先に向かう途中の公園で『私と一緒にネット世界を壊さないか』と勧誘してきた、ダイヤルアップおじさんだった。


    「お前がダークサイター……だったのか」


    「そうだ。増長したネット民は自分たちの尻しつ尾ぽを囓かじり始めたネズミだ。自分たちで自分たちの首を締めて、わざわざ生きづらい社会を作っている。不特定多数の『食いログ』の評価で、気に入らない店を潰つぶす。それが、正しい世界だと思うか？　こんなものは暴力に満ちあふれた世界と同じだ。だから、リセットしてやる。ダイヤルアップ時代に戻してやるんだ」


    　なるほど。一見まともに思える理屈だ。だけど──。


    「……ざけんじゃねえよ……」


    「ぬ……？」


    　俺は腹から叫ぶ。


    「今が昔より劣ってるなんて、勝手なオッサンの妄想で決めつけてんじゃねえよ！　昔のインターネットがよかったよかったって言うけどな、それはてめえがいいとこしか思い出してねえからじゃねえのかよ！　俺はまだ高校生だけど……人間なんていつだって自分を美化するもんなんだよ！　てめえみたいなやつのことをなあ……」


    　精一杯指を伸ばして突き付ける。


    「懐かい古こ厨ちゆう、って言うんじゃねえのか！」


    「か、かいこちゅう……だと？」


    「ネットは、ただの道具だ。ネットを使うのは人だ。ネットが腐ってるってんだったら、お前が腐りやがったんだ！　リサーみたいに、今を強く生きていこうとしてるやつだっているんだ！」


    　そして俺は、最後の力を振り絞って、レーヴァテインに飛びかかっていく。


    「なんと、攻撃までしてくる余力があるとは。正直驚いたぞ。だが──身に降る火の粉は払っておこうか──来い、さとり世代」


    　そして、レーヴァテインは両手を大きく広げて、俺を受け止めるようなポーズを取る。なんで、防御態勢を取らないんだ？　いや──構うか。このままパンチを振り抜いて、あいつの顔面に──。


    「むざむざ当てさせると思ったか？」


    「なに……？」


    　レーヴァテインの下腹部に設置されていたライトが光り、その輝きがどんどん増していく。そしてその輝き度どが目を開けていられないほどになった時──。


    「先行者アンテイシペーターァァァァ！」


    　膨大な光量のビームが一気に射出され、俺の身体からだを包んだ。


    「ぐああああああああっ！」


    　そのまま俺はどさり、と倒れた。全身に痺しびれが走る。閃せん光こうに焼かれてカグツチの回路が完全に逝いったのか、指一本動かせなくなった。


    「う、動けねえ……」


    「我々の技術を貴様らに奪われるわけにもいかんからな。この女は回収していくぞ」


    「まっ、待て……！」


    　そして、リベポルンナを抱きかかえたダークサイターは、一瞬だけこちらに振り向いた。


    「……お前にこの女が救えたのか？」


    「……え？」


    「なんだか、お前を見ていると若い頃の私を思い出すな。私もかつて、世界を救おうとしたことがあった。だが……無理だった。その結果、一番救いたかったものを失うことになった」


    「ふざけんな……お前と俺が似てるなんてあるわけないだろが……」


    「貴様もいつか気付く。綺き麗れい事ごとだけでは、救えない魂があるんだ。ヒーローの限界に気付く」


    「うるせえ……俺は……俺はヒーローなんかじゃねえ」


    「……ほう？」


    「俺は……ただの炎上人間だ！　ヒーローなんかじゃないから誰かを救うために行動したりしねえ！　俺は……目の前にある守りたいものを守ってるだけだ！」


    「なるほど、その目は──父親によく似ているな」


    　その言葉に、ぞくりとした。


    「……父親？」


    「私の右目の傷をつけた男のことだ」


    「……へ？」


    「また会おう、さとり世代」


    　そして、ダークサイターはリベポルンナを抱かかえ飛び立っていった。そして──。


    「ま、待っ……くそっ」


    　俺は、自分の無力さに打ち拉ひしがれる。手も足も出せずに、ビーム一発で返り討ちにされた。


    「あああああああああああああ！　あああああああああああああ！」


    　力の限り咆ほう吼こうする。そうやって、十分ぐらい経たった後だろうか。


    「ほ、焔ほむらっ！」


    　俺の声を聞きつけたのか、遠くから京きよう子このプロメテウスが駆けよってきた。


    「ど、どうしたの、焔？　あれ、リベポルンナは？」


    「ダークサイターに、持って帰られた。俺は──手も足も出なかった」


    「……えっ！　焔、戦ってたの!?」


    「ああ、また会う時があったら……そん時は……あの懐かい古こ厨ちゆうだけは、俺がぶっ倒す」
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    　それから、時間は流れ。早くもリサーが帰国する日になった。俺は、帰国するリサーを見送るために、空港に呼び出されていた。なぜか、俺一人で。


    　空港につくとなぜかリサーはもう不機嫌そうだった。


    「……もっと早く見送りに来なさい、ドゥラークばか」


    「……ちゃんと言いつけ通り三十分前に来ただろうが。ってか、昨日の24日間テレビでのお前の演技、見たぞ。最高の演技だったな。やればできるんじゃねえか」


    「……当たり前。もうこれからは、写真を撮られることにもビクビクしないから無敵になった」


    「はは、違いねえな。次のオリンピック、期待してるぞ。あ、そうだ」


    　俺はごそごそと鞄かばんを探る。


    「……？」


    「みんなから、おみやげだ」


    　一枚の写真を、俺は差し出す。


    「……っ！　これっ！」


    「記念写真だ。あの日、縁日で撮ったやつをプリントアウトしたんだ」


    「ハラショー素晴らしい……」


    　メールでただ添付するんじゃなくてさ。こういうのも、たまにはいいだろ？


    「うん……嬉うれしい。みんなと、友だちになれてよかった」


    



    　それから空港から飛行機搭乗ゲートへ向かう道の途中で。


    「……ホムラ」


    「……なんだよ」


    「この荷物、ティーあなたが持って」


    「……お姫様か、お前」


    　仕方なく、持ってやる。その大部分が、二人で歩いた時に買ってやったものだ。


    「……だいたい、今から荷物持つったって、こっからせいぜい二十メートルぐらいの……」


    　その瞬間、リサーが俺の腕に絡みついてきた。


    「……ヤー私から離れないで」


    「え？」


    「……お願い、今だけ」


    　そのまま、リサーは俺の腕をきゅっと抱き込んで、離そうとしない。


    「帰りたくない……だから」


    「リサー。なん……」


    　言葉は最後まで紡つむがれなかった。


    　頰ほおに温かな感触。


    「……これが、最後のスゥヴェニールィおみやげ」


    　そして、俺から一歩離れると、リサーはとびきりの笑顔を見せた。


    「……スパスィーバありがとう」


    「……ああ」


    



    　最後に、飛行機に乗り込む搭乗口のところで。もう一度だけ、リサーは大声で俺に呼びかけた。


    「ホムラっ！」


    「……なんだよ！」


    「そのうちまた、ヤー私は、ヤポーニヤ日本に帰ってくるから！　そしたら……みんなでまたお寿司屋さんに連れてって！」


    「……はは」


    「ダスヴィダーニャじやあね！」


    　そして、最後に氷河期だって終わりそうなくらい眩まぶしい微ほほ笑えみを見せると、リサー・ファトクーリンは、飛行機に乗り込んでいったのだった。


    



    　そんなわけで。


    　夏が終わった今も、俺の机の上には、一枚の写真が飾ってある。


    『写真』の概念は変わった。今の時代、『画像』になった写真はいくらでも複製できて、ネットに拡散されていく。


    　それでも、この写真に写っている思い出だけは、コピーされたり量産されたりしない。世界にたった一つのものなのだ。

  


  
    　　幕　間　prepare for the heaven's net １／３


    



    



    　たまに、Tweeterツウイーターでの『homura_16』の前のアカウントを思い出すことがある。


    　例えば、転生回数が一ひと桁けた台の時のアカウント名と、ユーザー名一覧はこうだ。


    



    　homura_sakisaka（ホムラサキ坂）


    　homura_2nd（ホムラ・セカンド）


    　homun_the_third（ホムン・ザ・サード）


    　homucchi_4u（ホムッチ・フォー・ユー）


    　homuzou555（ホム蔵ファイズ）


    　homurock（ホムロック）


    　homushiti7（ほむ七セブン）


    　sukidesu_homu8（好きです！　ほむ八）


    　homun9rusu（ホムン９ルス）


    



    　……紙に書いてちょっと書き出してみても、かなりダサいと自分でも思う。


    「……ダメだこりゃ」


    　ちなみに、どのアカウントも一か月以内に過剰炎上して放棄しているのだった。


    　そうやって、俺が自宅の居間でテーブルにつき、頭を抱かかえていると。


    「……よっ」


    　俺の顔を覗のぞきこむ顔。気が付いたら、叔父さんが入ってきていた。


    「……不審者だ。警察呼びますよ」


    「そーりゃな───いよ────も──────ほーむら─────」


    　相変わらず、芸人みたいなリアクションだ。そして、叔父さんは歯を見せてきりっとサムズアップする。


    「様子見にきたぜ。保護者としてな」


    「……はいはい」


    　かつて叔父さん夫婦に養ってもらっていた俺は、大きな炎上をきっかけに今年から実家で妹と二人暮らしを始めた。その時の条件が──こうして、しょっちゅう叔父さんが様子を見に来るのを認める、ということなのだった。


    「変わらず元気にしてますよ。今は友だちの家に遊びに行ってるけど、奈な美みも」


    「つ───れな───いな─────」


    　だだっ子かよ。


    「……なあ、何度だって言うけどさ。いつだってうちに帰ってきていいんだぞ？」


    　確かに、何度となく聞いた言葉だ。


    「でも、叔父さん夫婦に迷惑をかけると悪いから」


    「お前の事情は解わかってる。解ってるからこうやって、ちょくちょく様子を見に来ることで許可を出したんだが……やっぱなあ」


    　叔父さんは、身をくねらせながら俺に抱きついてくる。


    「兄さんの息子は、俺の息子と一緒みたいなもんじゃーん？　迷惑かけろよー。うちは子供もいないしさ、大丈夫だってー」


    「ありがたいですけど……大丈夫なうちはもうちょっと。この家に愛着もありますし」


    　相変わらず意固地な俺に、今回も叔父さんは匙さじを投げた。


    「……焔ほむら。お前は、人に頼るのが下手すぎるぞ」


    「たまに言われます」


    「だいたい俺たちは助け合って……そうだ焔。ちょっとアカウント使わせろ！」


    　叔父さんは、思い出したようにどたどたとデスクトップパソコンの前に陣取った。


    「……もしかして、またですか」


    「イエエエエス！　わけ解らないこと言って低評価をつけてるAnazonアナゾンレビューに『参考になりましたか？』[image: ]『いいえ』を押すだけの簡単な仕事おおお！」


    　こういうどうかしていることを言う叔父さんは何者なのか。


    　──小説家なのだ。そういう職業柄、俺の『炎上』にも理解があったし、わりと自由に言うことを聞いてくれるのは助かっている。ただ、奇行癖へきだけは勘弁してほしいというか……「作画がすごい」という理由だけでとあるプリキ○ア（キュア・サ○シャイン）の変身シーンだけを二日間リピートで見せられた時はさすがに殺意が湧いたものだ。


    　叔父さんは、どれだけ自分の本が叩たたかれているか自慢げにAnazonアナゾンのレビューを見せてくる。


    「ほーら、好き勝手言ってるだろこいつら！　なあ！　好き勝手叩くってことは、俺が逆に叩き返して悪い道理はないだろう？　焦しよう土どだ！　焦土にしてやる！　戦争だ！」


    「純粋に大人げないですよ。だいたいその人たちもある意味お客さんじゃないんですか」


    「うるさい！　文章を一旦発表するってことはなあ、あらゆる批判の対象に晒さらされるってことなんだ。プロアマ関係なくな。だから俺は的外れな批評には全力で嚙かみつきにいく！　当然の権利として！」


    「……わざわざ敵を増やして何が楽しいんだか」


    「いやー、俺ね、つねづね思うんだけど、文豪って呼ばれる連中がネット時代に生きてたら全員すげえ炎上してたと思うんだよな」


    「まさか。教科書に載るような人たちが」


    「いーや！　あいつらがろくな人間だった試しのほうが少ない！　文豪の時代にTweeterツウイーターがあったと仮定してみろ！　石いし川かわ啄たく木ぼくは妻子いるのに風俗日記をローマ字でアップして炎上するし、太だ宰ざい治おさむとかたぶん最強の炎上男だぜ！　ほんとたぶん毎日炎上する、あいつ」


    　叔父さんは相変わらず強引な仮説を立てる。


    「まあ、そんな感じで叩き叩かれて文化は進んできたんだ。かつてのテキストサイターから作家になった連中だって山ほどいるしな。いやー、あの時代はよかった。面白いテキストサイトがたくさんあった。『シンメトリック』の管理人やってた伝説のテキストサイター、Ａ太郎さんとか今何やってんのかなー。最後の更新泣けたなー。当時のオフ会行っときゃよかったなー」


    「テキストサイト……」


    　……そうだ。テキストサイトで思い出した。


    　俺は、ダークサイターの言ってたことが気になっていたんだ。


    「叔父さん、親父のことについて聞きたいんだけど」


    「なんだ？」


    「その……親父って、誰かに傷をつけるような仕事に就ついてたことあるのかな？」


    「……ん？」


    　俺が物心ついてから、親父が亡くなるまで、俺はずっと親父はささやかな輸入雑貨店を営んでいると思っていた。のだが。


    「……お前からしたら、兄さんはなんの仕事してたと思ってんの？」


    「輸入雑貨屋さんじゃないの？」


    「兄さんはな、刑事やってたんだ。お前が生まれる前は」


    「刑事!?」


    　あまりにも意外な答えに俺は驚く。


    「まあ、正義感は強かった。けど……融通の利きかない人でもあったな」


    「へえ……」


    「ま、色々あったんだ、当時は。いつか話すよ。たぶん」


    　なんとなく。俺は俺の知らない時代に、ほんの少しだけ思いを馳せた。


    　ダークサイターが言うように、昔のほうがいいなんて思うはずがない。それでも、俺は色々な人の助けを借りながら、自分の道を自分で歩いてきたことに価値を見いだしているのだ。


    　たまには──それぐらい想像してもいいだろう。


    　果てしない、荒野のようなインターネット世界。そこにもし俺みたいな炎上人間がいたら、何を開拓したのか──。


    「なあ焔ほむら、お前いつか小説書けよ。炎上する才能ってのは、小説家にとっちゃある意味得え難がたい武器の一つだぞ」


    「書きませんよ。書いたこともないし、書く予定もない」

  


  
    　　


    


    第二話　フィアーズ・オブ・デスブロッガ Inflame case : DEATH BLOG


    



    



    　──ここに、一つのブログがある。


    



    　インターネット界隈（特にヘビーユーザー間）において、このブログの知名度はとんでもなく高い。


    　といってもこのブログ、記事の内容が抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうするくらい面白かったり、書いている人間が超カリスマだったり、デザインに目を見張るものがあるわけでもなかった。


    　では、なぜそのブログはそこまで人口に膾かい炙しやしているのか？


    　それは、このブログに纏まつわる『ある一つの噂うわさ』によるものだった。


    　曰いわく。


    　このブログに名前を書かれた人間は、必ず不幸になる。


    　基本的には日常を綴つづっているだけなのだが、ブログ主が応援しているというスポーツ選手は怪け我がをし、会ったというアイドルは人気凋ちよう落らくし、テレビで見たという政治家は汚職で逮捕される、エトセトラエトセトラ。


    　もちろん、単なる都市伝説に過ぎない。


    　都市伝説だが、面白おかしい都市伝説ならば事実よりも信じられて広まりやすいのがこのご時世だった。


    　そしていつからかそのブログは、本来のブログタイトルとは違うこんな名前で呼ばれるようになっていた。


    



    『デスブログ』。


    



    　だけど俺は知っている。


    　このブログに纏まつわる真実の物語を。


    　少女の決意と覚悟の物語を。


    



    　人間なんて見たいものしか見ないし、真実なんて知ってしまえばいつだって些さ細さいなものなのだが──俺にはそれを伝える義務があると信じて、この物語を語ろうと思う。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　八月も終わりに差し掛かろうとしていた残暑の頃。


    　俺は、去りゆく季節を惜しむように夏期休暇を満喫していた。


    



    「あ～、こわかったね～、ゴビラ」


    　俺と一緒に映画館から出てきたクラスメイトの小こ塚づか春はる菜なさんが、胸を撫なで下ろしながらそんな感想をつぶやく。


    「ああ、なんてったって今週の興行収入ランキング一位だもんな！」


    　その隣にいる俗っぽい男子生徒は、同じく俺の友人の青あお羽ば俊とし樹き。


    　この日、俺は数少ないクラスメイトの友人二人と映画を観に来ていた。


    　ちなみに観に来たのは『ゴビラ』という怪獣映画だった。日本で有名な怪獣映画を、ハリウッドでリメイクしたものだ。


    「わたし食べられちゃうかと思ったよ～。匂さき坂さかくんはどうだった？」


    「基本的には面白かったけど、俺はストーリーがちょっと納得できなかったなあ。終盤、地球防衛隊が両国国技館の地下から出てくるところなんて伏線が何もなかったしさ。青羽、あそこどう思った？」


    「そうだなあ、俺はよく解わからなかったけど、この映画は今週の興行収入一位だと思ったぜ！」


    「いや違うだろ、興行収入とか関係ないだろ。お前はどう思ったか聞いてるんだよ」


    「うわ、匂坂お前……細かいとこ拘こだわるタイプなんだな……」


    「え、そ、そうなのか!?」


    　小こ塚づかさんも、青あお羽ばに調子を合わせる。


    「そうだよ～、匂さき坂さかくん、俊とし樹きくんと喧けん嘩かしちゃだめだよ～」


    「い、いや、喧嘩ってか、俺はただ解釈について話がしたかっただけで……そ、そうだ、途中のゴビラが砂浜で産卵しながら涙を流すシーン！　あれ反戦メッセージだと俺は解釈したんだけど……違うかな？」


    「そんな深いこと考えながら映画なんて観るかよ！　結局映画で観たいのなんて爆発ドカーン！　とか女優のオッパイでけえ！　とかだけだろが！」


    「ね～、ディプカリオかっこよかったね～」


    「…………うう……そうなのか……？　俺が間違ってるのか…………？」


    　なんだかつらみが増して俺は頭を抱かかえ込んでしまう。


    



    　……と、その時だった。


    　少し離れた場所から俺たちに向かって誰かが近づいてくる。背格好から少女のように見えるが、深めに被かぶった帽子とサングラスに阻はばまれて顔が見えないので誰かは判別できない。


    　正体不明の少女はそのまま早足で歩いてくると、俺たちの目の前でぴたりと足を止めた。


    「……だ、誰ですか？」


    　俺がそう言うと、目の前の人物は気分を損そこねたのか、微かすかに口元を歪ゆがめてからサングラスを投げるように外した。


    「焔ほむらっち！　これからちょっと付き合ってほしいみょろ！」


    　強く睨にらみを利かせた、不機嫌そうだけど整った顔。そして、オンリーワンな語尾。


    　ネットガーディアンズの一員として俺と共に戦う、インフレーム『アフロディーテ』の装着者、猫ねこ宮みや由ゆ希きことみょろきーだった。


    「あ、みょろきーかよ。何？　八や雲くも先輩からの呼び出し？」


    「ううん、八雲先輩は関係なし。今日は純粋にみょろきーからのお願いだみょろ」


    　みょろきーは腰に手を当てて偉そうに背を反そらす。それはあまり人にお願いする態度には見えなかった。


    「ていうか、いきなりそんなこと言われたって、こっちにも都合があるって。この二人を見ろよ。俺はこの二人と遊んでるの」


    　俺はみょろきーに見えるように二人を指差す。青羽は顎あごをカタカタと震ふるわせていた。


    「お、お、おい、匂坂、この、この人、いや、お方は」


    　あ、こいつアイドルのみょろきーファンなんだっけ……。


    「ちょ、ちょっとした知り合いの猫宮さん」


    「ふふふふふふざけんな！　こないだっから、八雲先輩からの呼び出しといい、なんでお前ばっかが！」


    　今にも摑つかみかからんばかりの剣幕で、青あお羽ばが責め立ててくる。


    　──と、そんな俺を見かねたのか、みょろきーが、俺の腕にぴと、とくっついてきた。


    「……は？」


    　そして、みょろきーはにまあ、と初対面の二人によそゆきの笑顔を見せると、こう宣言した。


    



    「すいませーん、急用があって、彼氏ちょっと借りていきまーす」


    



    「な、なに言うんだよ急に……！」


    　その発言に、俺は戸惑う。


    「なっ！　な……なあっ……！」


    　青羽は口をあんぐり開けて呆ぼう然ぜんとしている。ていうか、小こ塚づかさんもいるのになんてこと言うんだよ！　小塚さんが今の発言を聞いて、なんて思うか……！


    「こ、小塚さん、これは……」


    「あ、そうなんですか～。解わかりました～」


    　小塚さんはにこにこと何でもないように対応している。……あれ？　なにこれ？　つらいぞ？


    　一方、青羽はもう、開けたままの口から何も言葉を発せないようだった。


    「じゃ、焔ほむらっち、行くみょろよ」


    「そんな……」


    　そして傷心状態のまま、みょろきーに引き摺ずられるように、俺はどこかに引っ張られていったのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「で……どこに行くんだよ」


    　半なかば無理矢理タクシーに押し込まれた俺は、ふてくされたようにみょろきーに尋たずねる。


    「何、焔っちまだ傷ついてるみょろ？　もっと可愛かわいい可愛いみょろきーちゃんと一緒なことを楽しめばいいのに」


    「楽しめないっつーの！　てか、どこに向かってるのか答えろって」


    「とある事務所に向かってるところみょろ」


    　その発言に俺は違和感を覚える。


    「事務所？　って……今日は研究所じゃないのか？」


    「……事務所」


    　そして、どこかの建物の前でタクシーが止まる。


    「すいませーん、支払いはこのタクシーチケットで」


    　料金が確定するやいなや、みょろきーは回数券みたいなものをちぎって運転手に渡す。値段に関わりなくタクシー料金の代わりになるという、芸能人ご用よう達たしといわれるタクシーチケットだ。


    「……てか、ここ」


    　タクシーを降りたところで俺にもやっと建物の看板が見えた。


    



    『サンベルトプロダクション』


    



    「これって、みょろきーが所属してる芸能事務所じゃないのか？」


    「だから、事務所って言ったみょろ」


    　芸能事務所に来るのなんて、生まれて初めてだ。当たり前だけど。


    「にしてもでかいビルだなあ……儲もうかってんだな」


    「さ、行くみょろ」


    　中に入ろうとすると、みょろきーにくっついていけば大丈夫かと思ったのに、秒速で門番の人に止められる。


    「すみません、お約束はおありでしょうか？」


    「……え？」


    　セキュリティが想像以上にしっかりしている。まあ……芸能人だとストーカーとか多そうだから当たり前か……。


    「猫ねこ宮みやの付き添いで一人、追加パスお願いみょろ」


    　みょろきーがパスのようなものを見せる。


    「付き添いですね。解わかりました、こちらの書類にサインと連絡先をお願いできますか……入館証をお渡ししますので」


    　そして俺は首からぶら下げる式の入館証をもらった。『ゲストパス』と大きく書かれてるあたりが、若干かっこ悪い。


    　中では、すれ違う人全員が、有名人やモデルみたいな感じだった。


    「綺き麗れいな人がいっぱいいるなー。うお、今の人ＣＭで見たことある！」


    「くだらないことで鼻の下伸ばしてないで、こっちだみょろ」


    「ん？」


    　みょろきーに促うながされたその部屋には、案内プレートにこう書いてあった。


    『第一撮影スタジオ』。


    　なるほど、最近はＣＭとかもちょっとしたものならこういうところで撮ってしまったり、リハーサルに使ったりするのだろう。おそらく。


    「……で、俺にここでどうしろっていうんだよ」


    「焔ほむらっちに会って話を聞いてほしい子がいるみょろ」


    「話を？」


    　そして、みょろきーは遠慮することもなく『第一撮影スタジオ』と書かれた部屋につかつかと入っていく。


    「って、あ、ちょ、ちょっと待って……」


    



    　中に入ると、ちょうど本番の始まる直前のようだった。


    「ちょうど、ＣＭの撮影中だから、ちょっと見ていくといいみょろ」


    　スタジオの真ん中では、俺でも顔と名前が一致するほど有名な女優がヨーグルトを持って踊っている。こんな感じのＣＭだ。


    「おいしいヨーグルト、カエル印のヨーグルト♪　食べたらみんな、カエル跳び♪」


    　その周りを、いかにも売れないアイドル風の子たち数人がバックダンサーのつもりか、ぴょんぴょん跳ねている。どう見ても……うさぎ跳びで。


    「「カエルぴょんぴょん、みぴょんぴょーん」」


    　バックダンサー全員が顔だけ出したカエルの着ぐるみを着ていた。真ん中の女優とは明らかに違う扱い。いや、ていうかやっぱ、カエル跳びじゃなくてうさぎ跳びなのが気になるんだけど。カエル跳びなら四つん這ばいだろ。コンセプトから見直さないと……。


    　と、その時だった。


    「あー、みょろちゃんだー！」


    　バックダンサーの一人が、こちらに向かって駆けてくる。そのバックダンサーはそのままみょろきーに飛びつくと──いとおしそうにみょろきーに頰ほおずりした。


    「わーい、みょろちゃんみょろちゃん！　来てくれてありがとおー」


    「わ、ちょ、ちょっと……」


    　ディレクターらしきサングラスの男が叫んだ。


    「おい、まだカットかかってないだろうが！　何やってんだ！　モブの分際でよぉ！」


    「あっ、はわ、ごめんなさーい！」


    「カット！　はい、じゃあもう一回最初から行くよ、テイク28！」


    　うわー、テイク28ってなんだ。リハも入れたら二十八回以上もあんなことやってるのか。なんか見てると頭がどうにかなってしまいそうだ。


    　そして、三十分ほどの後、ＣＭ撮影は無事に終わった。


    「うーん、まあまあよかったみょろね。あそこをバミることでケツカッチンでも押さえをオミットして半分をオフったみょろね。まあ……あのミスはありえないみょろけど」


    　そんなことを言われても、素しろ人うとには何がなんだかよく解わからないのだが。


    「それじゃあ、紹介する人を呼んでくるから、ちょっとここの応接室で待っててみょろ」


    「え、マジで！　あの女優さん紹介してくれるのか!?」


    　いやあ、参ったなあ、どうしようかな……。あの人の最新主演映画よかったな……感想言わなきゃ……なんてドキドキしながら五分ほど待っていると、みょろきーが誰かを連れてきた。


    　カエルの着ぐるみを頭だけ脱いだ、汗だくの少女を。


    「えーと、みょろきーちゃん、どっちー？　こっちー？」


    　鈴を転がすような甘く高い声。さっき、有名女優の周りでうさぎ跳びしてたバックダンサーの一人だ。


    「あ、あなたがみょろきーちゃんのお友だちですか？　こんにちはー」


    「あ、どうも。友だち……かな」


    「ということで焔ほむらっち、これが会わせたい子みょろ」


    「……へ？」


    　女の子は改めてこちらに挨あい拶さつする。


    「はじめまして、売れないけど一応アイドルの伽とぎ原はら七なな海みです。ななみんって呼んでくださいー」


    　想定の展開とちょっと違ったので、若干拍子抜けしてしまった。でも、まあ、それでもさすがアイドルというかなんというか。一般人より数段は可愛かわいい。
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    　丸くて大きな目は魅力的だし、茶色いロングヘアーの一部を軽く三つ編みにしていて、いいアクセントになっている。それに何より、雰囲気も肉体も全体的にふわふわしていて、お花畑からそのまま採集してきました、というようなメルヘンっぽい女の子だった。


    「ど、どうも。匂さき坂さか焔ほむらっていいます。いや～、アイドルさんですか……さすがに可愛かわいいですね」


    　思わず、だいぶ失礼なことを口走ってしまう。


    「って、あ、すいません、なんか変なこと言っちゃって……」


    「あは、いいんですよ。どうもありがとうございます」


    　お、性格もいい子っぽいぞ。みょろきーと全然違うな。と俺が感心していると。


    「……可愛いだけじゃ売れないみょろ」


    「……え？」


    　みょろきーが、ちょっと不満げな感じだ。


    「それより焔っち！　みょろきーと接する時と、たーいーどーがーちーがーう！」


    「あいたたたたた！　何すんだよ」


    　俺はなぜか、みょろきーに怒ったように頰ほおを引っ張られる。


    　ななみんは、そんな俺たちを見てさも微ほほ笑えましい、というようにニコニコ笑っていた。


    「あは、なんだかお二人仲いいんですねー。こんなみょろちゃん見るの初めてで、新鮮です」


    「……そうなんですか。みょろきーとは会った時からこんな感じですけどね」


    　その時、ななみんの後ろから生き真ま面じ目めそうなスーツの男性が現れた。


    「伽とぎ原はら～、どこに……」


    　見た感じ、二十代後半から三十代前半くらいか。黒縁眼鏡めがねと、丁てい寧ねいに分け目をつけた黒髪からは誠実そうな印象を受ける。


    　その青年男性は、俺のことを見つけると、ぽんと手を叩たたいた。


    「あ、ええと、あなたが、伽原のことでご相談に乗っていただけるという！」


    　男性は、胸ポケットに手を入れ名刺を取り出すと、直角に近い角度で腰を曲げながら、こちらにそれを手渡してきた。


    「どうも初めまして。私、サンベルトプロダクションで伽原七なな海みのマネージャーを務めさせていただいている、御み友とも慎しん二じと申します」


    「あ、わざわざご丁寧にどうも。匂坂焔といいます。すいません、高校生なんで名刺とか持ってなくって……」


    「あ、いえいえ、構いませんよ」


    　この御友さんというマネージャー、こちらが高校生だということを明かしても腰の低さがまったく変わらない。そういうところは好印象だ。


    「このたびは、八や雲くも重工のインターネット部長であるとおっしゃられる匂坂様が、八雲重工を代表して伽原の件の相談に乗っていただけるということで、本当にありがたく思います」


    「……は？　インターネット部長？」


    　みょろきーが、小声で補足してくる。


    「そういうことになっているみょろ。ただの高校生じゃ会ってくれないと思ったみょろ」


    　ていうか、やっぱ話を聞いてほしいってだけじゃなくてなんか裏があるんじゃないか。若干騙だまされた感じがしないでもないが……。


    「そ、それで相談ってどういうことなんでしょうか……」


    　まあ、とりあえず聞いてみることにした。ていうか、みょろきーも事前に概要くらいは教えておいてくれよ……。


    「はい、恐縮です。まずは、こちらのブログを見ていただきたいのですが」


    　御み友ともさんは自分のバッグからノートＰＣを取り出すと、その画面を開いて、俺に向けてそっと差し出してきた。


    「……ブログ、ですね」


    　タイトルは、『こんにちは、ななみんです。』というシンプルなものだった。しかし、どこかでほのかに聞き覚えのあるブログタイトルな気がするんだけど……。


    「ええ。伽とぎ原はらのブログです。実は……伽原自身の知名度よりこのブログの知名度のほうが高いくらいなのです」


    「ブログが……？　一体、なんで」


    「実はこのブログ、世間ではある別の呼ばれ方をしておりまして」


    　そして、御友さんがページをスクロールすると……なんてことない内容なのに、コメント欄には数百のコメントがついている。


    



    『いつまでデスブログ続けてんだよ、タコが！』


    『先日はあんたがブログで書いたせいで斎藤選手が靱じん帯たい断裂して今季絶望になったのよ！』


    『今日の祭りの会場はここと聞いてやってきましたｗ』


    



    「これは……」


    「そう。このブログ、世間ではこう呼ばれているのです。『デスブログ』、と……」


    「……あっ！」


    　これがそうだったのか。インターネットまわりで非常に知名度の高いやつ。


    『デスブログ』。このブログに名前が書かれた有名人やものには必ず不幸が起きるという、そういう都市伝説だ。ここ一年くらい前から話題になり、まとめサイトなんかも見たことがある。


    　ただ、目の前の女の子とそれが結びついたのはこの瞬間のことだった。


    「でも、俺がちらっとまとめとか見た限り、だいたいが言いがかりみたいにも見えましたけど……」


    「ええ、ですがそれで伽とぎ原はらは精神的に参っておりまして……しかし、うちの社長の方針で、所属アイドルはブログを書くのが義務化されておりまして、ブログをやめさせるわけにもいかないのです」


    「それはそれは……」


    　ななみんも、表情を押し殺して厳おごそかに訴える。


    「あの、みんなが……みんなが言うんです。わたしは疫やく病びよう神がみだって。生きてちゃいけないって……それが……わたし、つらくて……」


    　そこで耐えきれずにぽろぽろと涙が零こぼれる。


    　その姿を見て、俺の中でも沸ふつ々ふつと怒りが湧いてくる。


    「ななみん。一秒でも耳を傾けちゃだめだ」


    「え……？」


    「ネットにいるその手の人間は、楽しく遊べるおもちゃが欲しいだけだ。だから……こんな……インターネットの連中が言うことなんかに……」


    　俺は頭を押さえる。


    「……焔ほむらっち？　どうしたみょろ？」


    「いや……なんでもない」


    　ダークサイターに会ってからだ。時々よくない思考が脳裏を過よぎる。


    　この世界に、守るべき価値なんてない。むしろ壊すべきだという思考。でもしばらく待っていたら、その黒い思考の霧は晴れていった。


    「……ふう。だいたいデスブログなんて、デマカセだったとしたって、言こと霊だまっつってみんなにそう言われてたら、冗談がほんとになっちまうことだってあるんだよ。現代の安あ倍べの晴せい明めいか平たいら将まさ門かどかって話だよ。ふざけろ」


    「あ、あの、匂さき坂さかさん……」


    　怒りを剝むき出しにして喋しやべる俺に心配そうな表情を見せるななみんに、俺は改めて笑顔を向けて告げる。


    「解わかった。俺にできることがあるか解らないけど……ってか、役に立てるか自信ないけど、問題解決のためにやれるだけのことはやってみるよ」


    「ほっ、ほんとですか！」


    　ななみんの表情が、ぱあっと輝いた。


    　その顔を見て、よかったと思う。


    「わあ、さすが、焔っちならそう言ってくれると思ったみょろよ！」


    　みょろきーもわざとらしげに抱きついてくる。


    　……まあ、俺にできることがあるのか？　とは少し悩むが。


    　誰よりもインターネットで人に傷付けられることの痛みを知っている俺だからこそ、インターネットで中傷に悩む目の前の少女の力になってあげたい。その気持ちに噓うそ偽りはなかった。


    「あっ、ありがとうございます！　ほんとうに、ありがとうございます！」


    　ななみんも、丁てい寧ねいに何度も頭を下げてお礼を言ってくれた。


    



    「それでは匂さき坂さか様、よろしくお願いいたします。しばらく、この件についての対応は匂坂様に一任いたしますので。私は他の担当タレントもおりますし、つきっきりというわけにもいきませんが……どうぞよろしくお願いします……」


    「あ、お帰りですか？」


    「はい、少々所用で……では、失礼いたします」


    　マネージャーの御み友ともさんが、慇いん懃ぎんに頭を下げて部屋から出ていった。その後ろ姿を見ながら俺はつぶやく。


    「……いい人だな。あんなに腰の低い人初めて見た」


    「はい！　御友さんはこんな売れない私のことをいつも気にかけてくれて。本当に頼りにしてるマネージャーさんなんです」


    　マネージャーとの信頼関係か。いいもんだな。


    「それで焔ほむらっち、どうするつもりみょろ」


    「……ま、要はデスブログなんかないって証明してやりゃいいんだろ」


    「まあ、そうみょろけど」


    「ななみんは、いつもと変わらずブログを更新してりゃいいさ。その代わり、俺たちがブログに書かれた人間なりのボディガードをする。それで、しばらく何も起きなきゃ、呪のろいも解けて、証明終了ってことさ」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　八や雲くも重工の研究所に来た俺は、ネットガーディアンズのみんなに声をかけた。


    「……ということなんだ。協力してくれるか？」


    「みょろきーからも、お願いするみょろ」


    　この話を聞いて、一番燃えたのは京きよう子こだった。


    「よぉーし、正義の証明だね！　あたし、がんばる!!」


    　追つい随ずいするのは、桃もも香かちゃん。


    「わ、わたしも力になれることがあるんでしたら……」


    　一方、八雲先輩が顎あごに手を当てて考え込みながら言う。


    「デスブログねえ……これってＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが絡んでるのかしら……？」


    「そういう問題じゃなくて、力になってあげましょうよ」


    「……まあ、匂さき坂さかくんがやる気になってることだしインフレームは使ってもいいけど」


    　そして、八や雲くも先輩はじろじろ俺を見てくる。


    「いつの間に何でも屋になったのかしら……。私の指示はそんなに聞かないのに……。可愛かわいい女の子に頼まれると、何でも引き受けるってこと？　それとも下心があるのかしら？　前々から匂坂くんは性欲魔人のセクシャルモンスターだと勘づいてはいたけど……もうすでにゴッド・オブ・セクシャルの領域にまで達しているというの……？」


    「変なこと言わないでくださいよ……でもまあ、決まりですね！　じゃあ早速ブログチェックだ……今日はななみん、ブログでなんの話題を出したのかな？」


    　そして俺は、研究所にあるパソコンでネットサーフィンを開始する。


    　ななみんのブログの最新記事は、こんな感じだった。


    



    『すごいお知らせです！


    たくさんのスターが集まる新作映画に私も出ることが決まり、ジャパン・プレミアに招待していただきました！


    あの大スターさんたちとお会いできるかも？　と考えると、むしょうに興奮しちゃいます！


    はじめてお会いする方ともきちんとご挨あい拶さつできるといいなー。レッツ・ゴー・トゥ・ムービーシアター！　それではつぎのブログでまたお会いしましょう！』


    



    　俺は、ちょっと肩の力が抜ける。


    「たくさんのスターが集まる映画の試写会って……また、警備が大変そうなもんブログに書いてくれたな……！」


    　まあ、俺がブログは気を遣わずに書けと言ったのだから仕方がない。


    「でも、これ本当に何か起きるみょろか？」


    「まあ……何も起きなかったら起きなかったで問題なく証明終了なんだ。デスブログなんて噓うそっぱちだって証明してやろう。みんな！　はりきってボディガードするぞ！」


    「「「お──！」」」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　そして、試写会当日。


    　俺たちはその試写会が行われる、数百人収容できる大きな映画館に集っていたのだが……。


    「あ、あの、どうしてこんなことになってるんですかっ……」


    　ななみんが、焦あせっていた。


    「匂坂さんは八雲重工さんの人だって聞いたから、もしかしたらカグツチも来るかなってちょっとは思ってましたけど、こんなにインフレームが集まるなんて……」


    「えっへっへ、気にしないでいいみょろ。みょろきーちゃんのコネ、すごいでしょ」


    　ちなみに、みょろきーだけは生身でななみんに対応しているが、それ以外のインフレームは全出動。ななみんの周りを、カグツチ、プロメテウス、ダ・ヴィンチの三体で取り囲んでいる。ななみんが映画館に入るなり、周囲の目がぎょっとしていた光景をまだ覚えている。


    「しかし、ななみんもアイドルっぽい格好するとやっぱそれなりに見栄えするみょろねー」


    「ううん、みょろちゃんには敵かなわないよー」


    　確かに、二人とも露出度の高いドレスで、見ているだけでドキドキしてしまう。ななみんの胸元なんか今にも見えそうな……。その時、カグツチの内部から声が聞こえる。


    【ハローワールド！　あなたのＡＩ、リシさんです。ユーザー匂さき坂さか様、海綿体の充血の兆きざしを確認。微妙に周りにバレにくいように、腰回りの直径だけ広げておきますね】


    　インフレームにこんな機能あるのか……ってか、恥ずかしいな。


    【……匂坂様の特定部位、計測完了。……ふっ】


    「今鼻で笑わなかったか!?」


    【ご安心ください、内容はリシだけのトップシークレットにしておきますので。それにしても……匂坂様も元気な男の子なんですね……ふふ……うふふ……】


    　ほんと、なんだこのＡＩ……。


    　しかし、だ。インフレームが一度に三体。やはり単なるアイドル周りの警護にしては、大おお仰ぎようにしすぎたかもしれない。が……俺も依頼された以上はなんとかしてやりたいのだ。


    「ていうかあの、今日匂坂さんは来ないんですか……？　せめてご挨あい拶さつだけでも……」


    　一応、ななみんサイドからすると、カグツチの中身は俺ではないことになっている。俺はカグツチ内部のボイスチェンジ機能を使い、別人という設定でここに来ている。


    「焔ほむらっちは、すぐゲリピーが止まらなくなる癖くせがあるみょろ。今日もずっとトイレに入ってるに違いないみょろよ」


    　……くっ、みょろきーのやつ、反論できないと思って勝手なこと言いやがって……。


    　ダ・ヴィンチに入った桃もも香かちゃんが興味津々で周りを見渡す。


    「それにしてもすごいキャストですねー。有名な俳優さんいっぱいですよ！　ななみんさん、一体何役で出演されたんですか？」


    「あ、はい！　わたしは、映画が始まってから三分くらいのところでダンプカーに撥はねられて死ぬ役です！」


    「完全な端は役やくじゃねえか！」


    　やっぱり無名アイドル一人に大仰になりすぎたか……いや、違う。目的はななみんを守ることではなく、ななみんがブログに書いた人間を守ることなのだ。そのためには──『たくさんのスター』あたりのキーワードの無事を守っていかないとならないだろう。会場全体に目を光らせておかなければ。


    　俺は、装甲しているみんなに指示を出す。


    「じゃあ、インフレーム実働隊のみんなは事前の打ち合わせ通りの場所に、分散して待機」


    「うん、わかった！」


    　それにしても、といった感じに桃もも香かちゃんが不安そうに言う。


    「でも、本当なんですかね、デスブログって……わたし、ちょっとだけ怖いんですけど……」


    「本当でも噓うそでも関係ない！　あたしたちは弱い人を助ける。それだけだよ！」


    　京きよう子こが拳こぶしに力を込める。その気概やよし。後はから回りしなければいいんだけどな。


    



    　……ということで劇場の前方サイドでは、カグツチとプロメテウスがセットになって、舞台袖にスタンバる。後方の入り口はダ・ヴィンチが侵入者に備えて固める。完璧なフォーメーション。舞台挨あい拶さつの本番開始まで、あと十五分だ。


    　俺はやや暇ひまを持て余して、京子に話しかける。


    「でも、ボディガードって基本的には暇な仕事だよなあ。なあ京子……京子？」


    「け、警備……警備……あたしが……全責任が……」


    　どうやら、京子は緊張でガチガチになっているようだった。


    「……お、おい、京子、あんまり思い詰めすぎるなって……お、俺もいるんだから、あんまり重大に考えないで……」


    「な、何かあったら……ど、どうすればいいんだろう……責任を……ハラキリを……」


    　俺は理解した。京子のやつ、あんまり警備員に向いてない。メンタルが。


    　その時、俺の視界の隅を何かの影が横切った。


    「なんだっ!?」


    　俺が振り向くと、小さなハエが飛んでいた。


    「……なんだ、ハエか……」


    　俺が安心したのも束の間。隣から、絶叫する声が聞こえてきた。


    「うわああああ！　出たああああああ！　ジャスティス・エア・キャノオオオンンン！」


    「……え？　京子……ぶふあああああ！」


    　京子が、右腕を前に向け空気砲をぶっ放した。その勢いで劇場のサイドの壁に掛かっていたカーテンが外れ、客席にばさあ、と降りかかる。


    「きゃ───っ！　なにごと────っ！」


    　会場のそこらじゅうから悲鳴が聞こえる。


    「な、な、な、なにやってんだ、京子───っ！」


    「ご、ご無礼！」


    「なんだその謝り方！　くそっ、カーテンだけ戻してくるからな！」


    　そして、さらに五分後。


    「……ふう……なんとかただのハプニングってことで会場も納得してくれて落ち着いてくれたようだな……とりあえず舞台挨あい拶さつ開始前でよかったよ」


    「ご、ご無礼……」


    「っていうか、うちらがいることで問題起こしてるじゃねえか！　気をつけねえとな……」


    　その時、映画館が一気に暗くなる。


    「お、開演か？」


    　そういえば、なんの映画の試写会なのか聞いてなかった。俺は、アナウンスに耳を澄ます。


    「本日は、新作映画『ゴビラ　静岡でお茶摘つむだよ』試写会にお越しいただきありがとうございました」


    「おっ、ゴビラ、日本版も作ったのか！」


    　そういえば、ハリウッド版に対抗して、日本版も作っているという噂うわさを聞いたことがあった。


    　正直、警備を放棄してちょっと観たい。舞台挨拶が始まるというアナウンスの後、まず髭ひげモジャで体たい軀くの大きな監督が出てきて会場の人に挨拶をした。ななみんは……舞台挨拶には上げてもらえずに、観客席の隅で大人しく座っていた。まあ、そうだよな。


    「どうもみなさんこんにちは。監督の山やま田だコナ夫おです。このたびは、ゴビラの新作を上映できることを大変喜ばしく思います。ハリウッド版に対抗して日本版だ、ジャパン・プレミアだ、とか言ってますがね、実はこの映画、日本でしか公開されないのです！　なにしろバジェットが十分の一ですからね！　ガハハ！　しかし、金がなければ頭を使う！　ということで私どもは今回、この映画に新しい試みを用意しました！」


    　そして、監督が指を鳴らすとスクリーンにＵＲＬとアカウント名らしきものが表示される。


    「みなさん、映画が始まったらこのアカウントに向かってツウィートを投稿してください。するとそのコメントがスクリーンに流れます。そう、この映画はなんと、劇場のお客さんと双方向で繫つながるつぶやき対応型映画なのです！　どうぞ、映画館内と思わず、映画を観ながらじゃんじゃんツウィートしてくださいね！　あ、イラストも投稿できますよ！」


    　なるほど、画面にコメントが流れる動画サイトはあるけど、それを劇場映画でやるのか。確かにちょっと新しいかもしれない。


    「今日はありがたいことに、八や雲くも重工のインフレームのみなさんも警備員として来てくださってるみたいですが、なんだったら今回ばかりは警備を忘れて、上映中にコメント投稿とかもしていいですからね！　ガハハ！」


    　そんなきさくなジョークに会場がどっと沸く。


    「……え？」


    　俺は耳を疑い、聞き直してしまう。


    「……いいんですか？」


    「もちろんもちろん、ウェルカムよー！」


    　なんて幸運だ。俺も参加しよう。警備を忘れて、わくわくして参加しよう。


    



    　そして映画の上映が始まる。ストーリーは、いつものゴビラらしい……というかハリウッド版よりずっと雑なものだった。だがなるほど、映画の上映中にコメントが絶え間なく流れていて、ツッコミを入れられるという意味ではなかなか居い心ごこ地ちがいい。まあ、映画自体にはあまり集中できないんだけどな……。さて。


    　映画が始まってから三十分後ぐらい。


    　俺は言われた通り、試しに一つコメントをしてみることにした。Tweeterツウイーターはカグツチから常にログインしているので、バレる心配もなく安心だ。


    　まずコメントしたくなったのは、巨大怪獣であるゴビラがお風呂に入りたいと考えた末に、琵び琶わ湖こを放射能で温めようとするシーンだ。うっかり琵琶湖を温めすぎて蒸発させてしまうというオチが強烈だったので、俺も好意的なコメントを書き込ませてもらった。


    



    『うけるｗ　琵琶湖がｗ　びわっこ（びわっと）蒸発ｗ』


    



    　場を和なごませるシャレも効いた、俺としては十分に好意的なコメントだ。これで、映画の雰囲気もますます楽しくなることだろう……と思いきや、次々に不穏なコメントが流れてきた。


    『なんか俺、今のシーンでムカついたんだけど。なんでだろう』


    『わかる。なんか、一個すげぇ寒いコメントが流れてきた時に、流れ変わったよな』


    『楽しく観てたのが台無しにされた。カレー食ってる前でうんこされた気分』


    『琵琶湖……そういえば俺は琵琶湖のゴミ問題をさっき思い出した』


    　あれ……？　なんか、空気がおかしいぞ……？　話題がすっかり映画じゃなくコメントの話になってるぞ……？


    　俺は、空気をなごませるためさらにコメントを追加する。


    『まあまあみなさん、映画を楽しみましょう^^』


    　その瞬間、一人の青年が実際に立ち上がって大声で叫んだ。


    「お前が楽しめなくしてるんだろうが！」


    　俺は、コメントで応戦する。


    『お、落ち着いて座ってください。上映中ですよ』


    「うるせえ、黙れ！」


    「そうだ、お前、もうコメントするな！」


    「帰れー！　帰れー！」


    　あっという間に上映中にもかかわらず、映画館は罵ば倒とうと誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようが飛び交うカオスな状態になってしまった。気が付けばポップコーンを投げ合ったりといったことも始まっている。


    　俺の見える距離で、監督ががっくりと肩を落とし、四つん這ばいになっていた。


    「そんな……私の双方向映画の試みは失敗に終わったというのか……なんで……なんで……」


    　そして、監督がきっ、と顔を上げる。


    「あの『うけるｗ　琵び琶わ湖こがｗ』とかコメントしてたやつめ！　絶対に許さない！」


    　俺が責められるのかよ！


    　そんなカオスな会場で、みょろきーが大声で叫び、俺に指示を飛ばす。


    「カグツチ！　喧けん嘩かのあおりで固いものとかが飛んできて怪け我がしないように、ななみんをガードするみょろよ！」


    「お、おう！」


    　みょろきーの指示に従って、俺はななみんの警護に向かう。ななみんの席は、後方寄りの右側だ。


    「おーい、ななみん、君を守りに……うわっ！」


    「あ、カグツチさん……ひゃっ！」


    　勢いあまって、俺はななみんに激突して押し倒してしまう。


    「い、いてて……大丈夫……」


    　フレイムがしっかり充じゆう塡てんされてる状態なら、不慮の事故で人を傷付けることがないようにカグツチは姿勢制御されるはずだが……。うん、ちゃんと柔らかいところに手をついてるし大丈夫…………柔らかい？


    「う、ううう…………」


    　俺が押し倒した目の前でななみんは泣きそうな表情になっている。


    「え……？」


    　俺が自分の手を見ると、その手はななみんのおっぱいにダイレクトタッチ。カグツチの手の平越しに、ななみんの胸部の柔らかい感触が伝わってきていた。


    「ひゃああああああああああ!?　ご、ごめんっ!?」


    　俺は慌てて飛び起きるが。


    「な、な、な、ななみんになにするみょろか、この色情魔ああああ！」


    　みょろきーが、ポップコーン、コーラ、あらゆるものを俺に向けて投げつけてきていた。


    「あ、いてて、いや、カグツチだからそんなに痛くないけど心が、ってかみょろきーがカオス状態に荷担してどうするんだよバカっ！」


    　その瞬間だった。


    



    『イラスト、支援ですっ！』


    



    　会場に流れる罵ば倒とうコメントに混じって突然、非常に美び麗れいな一枚のイラストが流れてきた。そのタッチは見覚えがある。ダ・ヴィンチが投稿したものに違いない。


    「え、今のイラストよかったぞ……！」


    「あっ、そうだ！　それより映画だよ！　映画観なきゃ！」


    　どうやらそのイラストには、気分を鎮しずめる効果があったようだ。会場はまた一瞬ざわめき、次第に落ち着いていった。


    「な、なんとか鎮まったのか……？」


    「……ふいー。よかったです。本気を出して描きました」


    　通信回線越しに、桃もも香かちゃんの声が聞こえてきた。


    「桃香ちゃん、サンキュー！　助かったよ！　あれならたぶんギリで盛り上がりのうちだ！」


    「いえいえ！　これで、このまま終われば何事もなかったってことで、デスブログの非実在が証明されますね！」


    



    　そして──数十分が経過し、映画は何事もなく終了した。なお、映画のオチはゴビラが太平洋に帰ろうと思ったら間違えて下げ呂ろ温泉に帰ってしまい、やっと温泉に入れたことで恍こう惚こつとした表情を浮かべるという、本当にくだらないものだった。


    「やった────────！　ミッションコンプリートだ！　正義が勝ったー！」


    　京きよう子こは大喜びしている。


    　お客さんがぞろぞろ帰っていくのを尻目に、疲労困こん憊ぱいの俺がぺたんとへたり込んでいると、ななみんが走り寄ってきた。


    「あ、ありがとうございました、カグツチさん！」


    「なんのこれしき……」


    「いいえ、ほんとうにみなさんのおかげです！　わたし、クッキー焼いてきたんです！　インフレームのみなさんで、後で食べてくださいね！　本当に、ありがとうございました！」


    　何度も何度も、ななみんは感謝の頭を下げる。ああ、いい子だな……。


    「でも、なんか俺たちが逆に迷惑かけてたような気も……」


    「いえ、カグツチさんたちがいてくれたから、悪いやつが入ってこなかったんです！　さっき御み友ともさんから連絡があって、実はこのへんを怪しい連中がうろうろしてたそうですよ」


    「え、そうだったのか!?」


    　なら、ここに警護に来たかいが本当にあった。


    　ああ、よかった。俺たちはついにデスブログの呪のろいを解くことに成功したのだ。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺たちは、何かをやりきったような心持ちになって、意気揚々と研究所に戻った。帰るなり、八や雲くも先輩に大声で自慢する。


    「やりました！　インフレーム隊、ただいま帰りました！　試写会を無事に終わらせました！　怪しい連中を映画館内に入れさせませんでしたー！」


    　ところが、研究所内では、八雲先輩が浮かない顔をしていた。


    「どうしたんです、八雲先輩。俺たち、ジャパンプレミアで何事も起こさせないことに成功したんですよ」


    「……そう。無駄足だったわね。ちょうど今、デスブログがまたやらかしたってまとめサイトが騒いでるところよ」


    「……えっ!?」


    　その言葉を聞いて、俺はびっくりする。


    「だ、だって！　別に、映画館では何も起きてないですよ!?　いや、多少はありましたけど、事件性のあるようなものは……」


    「確かに映画館では問題は起きてないわ。でもその解釈が、見当外れだったのよ。もう一度、七なな海みちゃんのブログの記事をよく見てみて」


    「ななみんのブログ記事って……」


    　もう一度見る。このような文面だった。


    



    『すごいお知らせです！


    たくさんのスターが集まる新作映画に私も出ることが決まり、


    ジャパン・プレミアに招待していただきました！


    あの大スターさんたちとお会いできるかも？　と考えると、


    むしょうに興奮しちゃいます！


    はじめてお会いする方ともきちんとご挨あい拶さつできるといいなー。


    レッツ・ゴー・トゥ・ムービーシアター！　それでは


    つぎのブログでまたお会いしましょう！』


    



    「これが、なんだって言うんですか」


    「縦読みだったって言うのよ。一文字目だけを拾って読んでみて」


    「……え？」


    　俺は、もう一度そのブログの行頭の文字だけ拾って、縦に読んでみる。


    



    『す　た　ジ　あ　む　は　レ　つ』


    



    「なっ──！」


    「その予言の通り、今日の夕方、サッカー競技場で、ガス管が破裂する事故があったわ……幸い死者は出なかったけど、軽い怪け我が人が何人か出たわね」


    　怪我人まで出たことで、まとめサイト系がほれ見たことかとばかり、一斉にななみんをぶっ叩たたいていた。


    「予言っていうか、無理矢理縦読みするからだろうが！」


    　コメント欄も、さすがに喧けん々けん囂ごう々ごうだ。


    『うーん、これはさすがに無理があるのでは？』


    『いや、大事なのは確かにこれが予言されていたということ。デスブログは、ありまぁす！』


    『やっぱり疫病神だな。ブログやめろよ、カス！』


    「……ひどい」


    　だが確かにコメント欄の言う通り、現実に事故は起きてしまった。


    　こんなの都市伝説だとは思っていても、自信がなくなってくる。


    　やはり、デスブログは本当にあるのだろうか？


    　と、俺が落ち込んでいると──八や雲くも先輩の顔が少し真ま面じ目めモードに変わっていた。


    「それより匂さき坂さかくん、ネットガーディアンズとしてもこの件は本腰入れていきましょう」


    「……え？　どういうことです？」


    「競技場のガス管破裂事件だけど……その直前に、奇妙な人型機械を見たっていう証言があったのよ。確証は持てないけれど──この一件、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの関与している可能性が高いと私は見ているわ」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺とみょろきーは芸能事務所に行って、ななみんと御み友ともさんに平謝りをしていた。


    「すみませんっ！　警備にインフレーム部隊まで出したのに、事故が起きてしまって……まさか、映画館じゃなくてスタジアムが標的だったなんて思わず……」


    　ところが、マネージャーの御友さんは、平謝りに平謝りで返してくれた。


    「いいえ、こちらこそ申し訳ありません……。伽とぎ原はらはまた凹へこんでいます。彼女のメンタルを守ることができなくて……私はマネージャー失格ですね」


    　そして、御友さんは自じ嘲ちよう気味に笑う。こんなにいい人なんだから、罪の意識を感じなくてもいいのに……本当に申し訳ないな。


    「いえ、御友さんは悪くないですよ。大口叩いたのに何もできなかった俺が悪いんです」


    「いえいえ、本当にマネージャーの私がもっと強ければ……」


    　俺と御友さんの謝り合戦が始まってしまう。だが──一番この場で申し訳なさそうな顔をしているのは、彼女だった。


    「あ、あの……わ、わたしのせいですっ！　お二人とも、謝らないでくださいっ……！」


    　ななみんは膝ひざに手を当てたまま、ぽろぽろと涙を零こぼす。


    「あ、謝られると余計……つらくなるだけなので……！」


    「あ……すいません……いや、すいませんって言っちゃいけないのか……すいません」


    　どうやったって謝罪の言葉が出てきてしまう。そんな俺たちを見かねたのか……みょろきーが静かにすっくと立ち上がった。


    「……解わかったみょろ」


    「みょろきー？」


    「ななみん。ブログに書く内容を指定するみょろ。次は、みょろきーのことをネタにブログを書くといいみょろ」


    　みょろきーは、毅然とした表情でななみんに告げた。


    「っ……！　みょろちゃんっ!?　そんなことしちゃだめだよ！　あぶないよ！」


    「ううん。ななみんの誤解を解くためなら当然……っていうか、ななみんはデスブロガーなんかじゃないみょろ。もっと、みんなを幸せにするアイドルのはずみょろ」


    「でも、わたしは……」


    「それに、みょろきーはななみんに……借りがあるみょろから」


    　そう言うみょろきーの決意は非常に固いようだった。……ていうか、こんなに他人のために動くみょろきーを、俺は初めて見た気がする。そこまでみょろきーが感じているという『借り』……一体、何なんだろうか。


    「でもみょろちゃん……？　もしみょろちゃんが怪け我がしたら……わたし……」


    「みょろきーなら自分の身は自分で守れるし。それに、万が一に備えてボディガードもつけるから平気みょろよ」


    　へー。ボディガードをつけるなんて、さすがアイドルはセキュリティにも金をかけるんだなあ……。なんて、腕を後ろで組みながら呑のん気きに構えていると、みょろきーは俺のほうを向いて言った。


    「ということで焔ほむらっち。しばらく、みょろきーの専属ボディガードよろしくみょろ」


    「……へ？」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　その晩、俺はみょろきーに連れられて、ある一軒の家の前に立ち竦すくんでいた。


    「……ここが、みょろきーの家だみょろ」


    「へえ……」


    　そこは郊外にある、立派な一軒家だった。庭の花壇なんかも、よく手入れされている。


    「で、でも、本当にここに泊まっていいのかよ」


    「なに言ってるみょろ、夜中に不審者に襲おそわれても平気なように焔ほむらっちにはいてもらうみょろよ。カグツチも持ってきたみょろ？」


    「……あ、ああ……あるけど……」


    　俺の手には、一つのスーツケースが握られている。この中には、カグツチｍｋマーク５が入っている。最近開発された、いつでもどこでも装甲できる、持ち運び可能型インフレームだ。


    「じゃあ、焔っち、もう泊まり確定だから、妹さんにしっかり連絡しておいてみょろね」


    「わ、解わかった……」


    　俺は少しドキドキしながら、奈な美みのいる自宅に泊まる旨むねの電話を済ませ、みょろきー家の門をくぐった。


    



    「……ただいまー！」


    「お、お邪魔します……」


    　そう言いながら、俺たちは家に入る。


    　……その時、俺は不思議な感覚を覚えた。


    　なんだか敷居をまたいだ瞬間に、みょろきーの警戒オーラが一段下がった気がする。


    「おい、みょろきー、今なんか……」


    「どうしたの？」


    　そんな違和感の正体を突き止める間もなく、ぱたぱたとスリッパを鳴らし、廊下から人の良さそうなお母さんが出迎えてくれた。みょろきーによく似ているが、大人の色気がぷんぷんしている。ていうかみょろきーの母親ってことは、三十歳は絶対超えているのだろうが、二十代ぐらいにしか見えない。下へ手たすればこないだ会ったリベポルンナの人より若々しく見えるのだが……。


    「あらー、あなたが匂さき坂さかさんね。どうも、初めまして。由ゆ希きの母です。匂坂さん、お話はいつも聞いておりますよ。いつもいつも由希がお世話になっております」


    　みょろきーのお母さんは、丁てい寧ねいに頭を下げてくる。


    「いえ……俺は何も。てか、家でそんな俺の話とかしてるんですか」


    　続く暴露に、みょろきーは必死に手足をバタバタさせて取り繕う。


    「マ、ママ！　そういうのは内緒だって言ったでしょ！」


    　なんだか、そんな風に焦あせるみょろきーの発言を聞くのは珍しかった。……というか。さっき警戒オーラが下がってから気になってたことなんだが。俺はみょろきーに尋ねる。


    「……なあみょろきー。家の中ではみょろってつけないのか？」


    「え？　なんで家にいるのに、口くち癖ぐせ作らなきゃいけないの」


    「あの口くち癖ぐせ、作ってたのかよ!?」


    「そりゃ、どこの誰が自然に『みょろ』なんてクレイジーな口癖になるのよ」


    　俺は開いた口が塞ふさがらない。そりゃまあ……そうだが……クレイジーまで言うか。


    「……さすがに解わかってやってるわよ。わたしは、家の外ではアイドルみょろきーを演じてる。でも……ここにいるわたしは、ただの由ゆ希きだから。世界でたった一つ、安らげる場所なの」


    　そして、みょろきーは自然な笑顔で笑った。その顔を、俺はいいなと思った。


    「……へえ」


    「……なによ、焔ほむらっち」


    「いや、なんだかギャップがあって、可愛かわいいなって思って」


    「っ！」


    　俺から思わず出た言葉に、みょろきーは頰ほおを赤らめて顔を背そむけてしまう。


    「さ、さあっ！　それより、焔っちに部屋を案内するわ。今、パパは出張中でいないからその部屋を使って」


    「……ああ、ありがとう」


    　そして、みょろきーはすたすたと部屋の出口に向かい、出る間際に渋い顔をして言う。


    「……寝静まった頃に夜よ這ばいとかしたら許さないから」


    「しねえよ！　お前性格は変わってないな！」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「うふふ」


    　晩ご飯のカレーをごちそうになりながら、俺を見守るみょろきーのお母さんがやたらと嬉うれしそうな顔をしている。


    「……お母さん、どうしたの。焔っちをそんなにじろじろ見つめて」


    「ううん、あたしね、やっぱり男の子がほしかったなーって思って」


    「つーん、悪かったですね、わたし女の子に生まれてきて」


    　みょろきーが不機嫌そうにカレーをぱくぱく口に運ぶ。そんな中……お母さんが突然こんなことを言った。


    「ねえ、匂さき坂さかさん、由希と入籍とかしてくれるご予定ないのかしら？」


    「ぶ───っ！」


    「ぶ───っ！」


    　俺とみょろきーは、同時にカレーを吹き出した。


    「お、お、お母さんっ！　そんなのない全然ないまったくない永遠に未来永えい劫ごう金こん輪りん際ざい臨りん兵ぴよう闘とう者しや皆かい陣じん列れつ在ざい前ぜんありえないからっ！」


    「そ、そうです！　俺はただのボディガードで……」


    「あらそうなの、残念ねえ。しどろもどろの二人も、すっごく仲良く見えるんだけど」


    「そ、それは……」


    　そこで、お母さんが手をぽん、と叩たたいて提案する。


    「あ、そうだ記念写真撮りましょう、記念写真。由ゆ希き、好きでしょ記念写真撮るの」


    「な、なんの記念……」


    「そりゃもちろん、由希が初めて男の子を家に連れてきた記念よ」


    　その発言を聞いて、俺は少しニヤリとする。


    「へえ……初めてなんだ。思ったより純情だったんだな、みょろきー」


    「う、うるさいっ！」


    　そんな会話に、お母さんが残念そうに言う。


    「あら……じゃあ撮らないのね？　残念だわー」


    　だが……みょろきーは小さな声で返した。


    「と、撮らないとは言ってない」


    「……へ？」


    　そんな感じで、数分後。なぜか俺はみょろきーと一緒にさんざん写真まで撮らされる流れになったのだった。なぜか羽は織おり袴はかまとかまで持ち出されて異様な写真を撮らされそうだったので、それは丁重に辞退した。


    



    「……しっかし、なんか変な流れだよな」


    　カレーでぱんぱんになった腹をさすり、俺はみょろきーのお父さんの部屋でのんびり寝転がりながら考える。


    「みょろきー、俺のことなんだと思ってるのかな？」


    　やっぱり、召使い的存在なのだろうな──あの相談が真っ先にあったことも。でもまあ、一緒に戦う仲間の力になれるならいいか。俺はタブレットで、更新されたばかりのななみんのブログを見る。今回は、一字一句事前に確認してあった内容だ。


    



    『大切なお友だちみょろちゃんについて。


    



    私の大好きな、アイドルの猫ねこ宮みや由希ちゃんことみょろちゃんは一番大切なお友だちです。


    



    私は、どうかみょろちゃんが幸せになりますようにと今日も祈っています。』


    



    　これだけの短い文だし行間も空けたから、今度は縦読みもできないだろう。これでデスブログの呪のろいがかかるとしたら、確実にみょろきーだけだ。それにしても……なんていうか。これだけで十分に友だちを思う気持ちが伝わってくる、いいブログだと思う。


    　だから、俺は思う。このブログをデスブログなんて呼ばせちゃいけない。絶対に、みょろきーの身の安全を守らなくちゃな。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが関わってる可能性も高くなったことだし……。


    　そんなことを考えていたその時だった。


    「きゃあっ！」


    　風呂場のほうから、悲鳴が聞こえてきた。


    「!?」


    　Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが襲ってきたのか!?　こうしてはいられない。俺は、慌てて部屋を飛び出した。ぱたぱたと廊下を走る中、お母さんに会ったので尋ねる。


    「お、お母さん、みょろきーは！」


    「ああ、お風呂場にいますよ」


    　その言葉の意味を、俺は深く考えない。


    「大丈夫か！　みょろきー！」


    　俺は、思いきり風呂場の扉を開け……。


    「……へ？」


    　めちゃめちゃベタな展開でミステイクをやらかしたことに気がついた。
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    　お風呂場にいる、ということは入浴中、ということで。みょろきーは、風呂場に飛び込んできた蟬せみを逃がそうと、窓を開けて奮闘しているところだった。もちろん、全裸で。


    「…………え？」


    「え……せ、蟬？」


    「うん、お風呂場に、蟬が入ってきたから……って……！」


    　次の瞬間、タオルで身を隠し、みょろきーは大声を上げながら、シャンプーのボトルを俺に向かって全力投球してきた。


    「きゃ──────っ！　焔ほむらっちのこのド変態──────っ！」


    「うぼあぁ！」


    　それが顔面にクリーンヒットして、俺はあたふたしながら、這はいずるように風呂場を後にしたのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……最悪だ」


    　ひりひり痛む顔面を押さえながら、俺は後悔する。少し軽けい率そつだった。さっきのみょろきーの裸体が、脳裏に焼きついて……って、忘れなきゃいかんだろ！


    　そんな風に反省していると、コンコン、と俺がいる部屋のドアを叩たたく音が聞こえた。


    「ねえ、焔っち……？」


    　ドア越しに、みょろきーが話しかけてきたので、俺は言葉を返す。


    「え……みょろきーか？　そ、その……さっきは、悪かった、風呂に入って」


    「べ、別にいいよ……わたしだって、悲鳴上げちゃったんだから……」


    　なんとなく、本気で怒られてはいないようだった。よかった。


    「……わたし、やっぱりななみんのこと好きだから……あの子は悪くないって証明したいの。だから、そのために最善策だって思うから、焔っちにボディガードをやってもらってる」


    「解わかるよ。ななみん……良い子だもんな」


    「うん。わたしがまだアイドルをやっていられるのは、ななみんのおかげなんだ」


    　ドア越しでも、そうやって語るみょろきーの弾む声から、心底嬉うれしそうな顔をしているということが伝わってきた。


    「あと……今回の件を手伝ってくれる焔っちにも、その……か、感謝してるんだからね。あ、ありがとう……それを言いにきただけっ」


    　少し早口で、照れ隠しするようにまとめる。俺はこんなみょろきーも新鮮でいいな、と思った。


    「いや、こっちこそ、頼ってくれて悪い気はしなかったし。しばらくは頑張るよ、ボディガードも」


    「……うん。じゃあね。おやすみ」


    「ああ。おやすみ」


    　そして、ぱたぱたという足音がして、みょろきーの気配がドアの前からなくなる。


    「……ふう」


    　俺は一息つく。


    「それにしても、デスブログとか誰が言い出したんだろうな……」


    　まあ、デマなのだと思うが。みょろきーの身がまだ無事なのがその証拠だ。今までのことだって、悪い偶然が積み重なっただけなのだろう。と、考えていると──。


    「きゃあああああ！」


    「っ!?」


    　さっき、風呂場から聞こえてきたのと同じような、みょろきーの悲鳴が聞こえてきた。


    「……今度はなんだ？」


    　ゴキブリが出たとか、その辺だろうか？　今度も間違いだったら、そろそろ嫌われるかもしれない。でも──。


    「みょろきー！　大丈夫か！」


    　俺は覚悟を決めると、カグツチ装甲用スーツケースを持って部屋を飛び出した。


    　そして、そのままさっき悲鳴が聞こえた部屋に入っていくと──。


    「な、なんだ、お前……」


    　俺の目に飛び込んできたのは、『本物』のヤバい光景だった。


    「た、たす……けて……」


    　ベッドに寝ているみょろきーの上からのしかかっていたのは。両手に大きな爪を持つずんぐりむっくりの赤い怪物──いや、赤い機械だった。その機械が、みょろきーの首を締めている。


    「な、な、な、なんだ、お前っ！」


    　俺は、スーツケースを足元に置いて、カグツチ装甲ペダルを足で思いきり強く踏み込む。


    「おおおおおおおおおおっ！」


    　スーツケースが変形し、身体からだを這はい上がり貼り付いてくる。


    　着装完了までおよそ五秒。俺は流れるようにカグツチを装甲し、右腕でパンチを思いっきり振り抜いた。ゴワアン、と鈍い音を響かせながら赤い機械がみょろきーの上から吹き飛ぶ。


    「け、けほ……あ、ありがとう焔ほむらっち……」


    　不意を突かれたのか、首を締められていたみょろきーも呼吸を整えると、その赤い機械に向かって思いきり叫ぶ。


    「ほ、ほらみなさい！　や、やっぱり、デスブログなんてインチキで、全部あんたのせいだったのね！」


    　俺も、そいつに問いかける。


    「お前、どう見てもＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの一員だよな……？」


    　Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム以外に、誰がこんなもの作るっていうんだ。さっき殴った時の感触からも、完全な機械ではなく、中に誰かが入っていそうな感覚はあった。


    　しかし、それにしてもその赤い機械のずんぐりむっくりで胴長の全身姿──。


    「か、かっこわりいな……」


    　まるでベーゴマみたいな造形だ。その時ばかりは、俺のインフレームがカグツチでよかったと思った。


    　……なんてことを考えている隙すきに、その赤い機械は無言でくるりと向きを変え──。


    「あっ、逃げた！」


    　窓から一目散に逃走していた。


    「ま、待てっ！」


    　追おうとしたが、やつはあまりに速い逃げ足で去っていく。


    　ひたすら追いかけてもよかったのだが、それよりはみょろきーが心配だ。


    「くそ、逃げ足の速いやつめ……ってか、みょろきー！　大丈夫か！」


    　俺は再び部屋に戻り、カグツチの装甲を解除すると、みょろきーの様子を見る。


    「た、大したことないでしょ、たぶん……」


    「大したことって、お前……」


    　厳密に言えば大丈夫ではなかった。


    　みょろきーの額からは、一筋の血が流れていた。
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    　次の日、芸能ニュースは一斉にみょろきーが怪け我がをしたことを報道した。生出演の仕事が入っていたので、隠しきれなかったのだ。


    　そして、当然のようにデスブログの記述も発見され──面白おかしく、時にはおどろおどろしげに報道された。それは、一般ニュースやスポーツ新聞でさえも。それによって流入したネットユーザーもまた、当たり前のようにデスブログをネタにする。


    『また、デスブログ発動！』


    『俺のみょろきーちゃんになんてことしてくれんだ、ボケ！』


    『きっと、みょろきーちゃんもいきなりデスブログに名前書かれて嫌がってるだろうなー』


    『同僚に迷惑かけんな、このクズ！』


    　それを見ながら俺の腹に淀よどんだ思いがまた溜たまっていく。


    「……こいつら……」


    　やはり、世界は悪意に満ちあふれているとしか思えない。


    「落ち着け……落ち着くんだ」


    



    　俺とみょろきーはサンベルトプロダクションに行くと、まず頭に絆ばん創そう膏こうを貼ったみょろきーがすぐにななみんに謝った。もう、これでこうやって謝るのも二回目になってしまう。俺もさすがに、自分の無能さに嫌気がさしてきた。


    「ななみん、ごめんみょろ……！　こんなことになって……」


    　俺もみょろきーに頭を並べて謝る。


    「俺もごめん、ボディガードなんて言いつつ、何もできなくて……」


    　ちなみに、カグツチのことを話すわけにもいかないし、ましてや赤い機械と戦ったとも言えないので、世間的には『みょろきーが寝てたら枕元に目覚まし時計が落ちてきた』のが怪け我がの原因ということになっている。ますます強まるデスブログの呪のろい、ってな感じに。


    「仕方がありませんよ。謝らないでください匂さき坂さかさん、全部偶然の出来事なんですから……」


    　御み友ともさんが優しい口調で俺をなだめてくれる。その心遣いがまた、心苦しい。


    　そして、今回も役立たずのボディガードだった俺は、さすがにななみんに多少は罵ののしられたり、期待外れだったような顔をされると思っていた。


    　だが。そんな素振りは一切見せず、ななみんは、真っ先にみょろきーと俺の身体からだの心配をしたのだった。


    「みょろちゃんごめんね、やっぱりケガしたんだ………………わたしのデスブログのせいで…………匂坂さんまでケガしなくて不幸中の幸いです……」


    「ち、違うみょろ！　これは……みょろきーがみょろきーのことをブログに書けって言ったから……だから……その……」


    　赤い機械に襲われたせいだ、と言えたらどんなに楽か。


    「ううんみょろちゃん、違わないよ。そもそも、わたしのブログがデスブログって呼ばれ始めたのが全部いけないんだよ……」


    「そんなこと……」


    「ううん。それでね。わたし、考えたんだ。芸能活動をやってる限り、ブログは書かなきゃいけない。でも、御友さんはじめお世話になった人がいっぱいいるこの事務所を移籍することも考えられない。だから──私、アイドルを引退しようって」


    　その瞬間、みょろきーが激高した。


    「ななみん！　ふざけるなみょろ！　何言ってるみょろ！」


    「あは……みょろちゃん、わたし、なんか折れちゃったんだ……」


    　ななみんの意気が落ちていくのと反比例して、みょろきーの語調はますます強くなっていく。


    「ななみんは、みょろきーがどれだけななみんのためにと思って色々やってきたか、知らないみょろ！　バカ！　アホ！　アンポンタン！　まぬけ！」


    「ううん、知ってるよ。知ってるから感謝して、もう迷惑かけられないって思ってるんだよ……わたしにだって、つらかったり嫌だったりする気持ちはあるの！　デスブログって言われるのは嫌だけど……みょろちゃんに迷惑をかけるのはもっと嫌なの！」


    　ななみんも、今まで俺に見せたことのない勢いで叫んだ。静寂のあとに、張り詰めた空気だけが残る。完全に……喧けん嘩かになってしまった。みょろきーは肩をわなわな震ふるわせてから、唇くちびるを強く引き結び、言い放った。


    「だったら、知らない！　もう、ななみんとは絶交みょろ！　アイドルじゃないななみんなんか、知らないみょろ！　もう好きにするといいみょろ！」


    「おい、みょろきー！」


    　そして、みょろきーは、扉を蹴けり飛ばすようにしながら、部屋から出ていった。俺は、ななみんと御み友ともさん、三人で部屋に取り残される。


    「あは……わたし、やっちゃった……みょろちゃんと喧嘩……」


    　ななみんは、その後もしばらく落ち込んでいた。


    「元気だせよ伽とぎ原はら。な？　引退会見の準備はこっちでするから……」


    　御友さんが、ななみんの肩を抱きながら言う。


    「はい……ありがとうございます、御友さん……」


    　っていうか、ちょっとフォローしたほうがいいのかな……。俺は、凹へこんでるななみんに声をかけた。


    「あ、あのさ。みょろきーの言うことはあんまり真に受けないで……あの子は結構感情的な子だから……」


    「……ありがとうございます……でも、大丈夫です……みょろちゃんのことはたぶん、わたしが一番わかってますから……」


    　ななみんは、スマホを取り出し、何かの映像を見始めた。


    「……それは？」


    「昔の番組の……録画映像ですよ。あは……懐かしいですねえ……」


    「昔の番組……？」


    　俺の角度からははっきりとは見えなかったが、アイドルをひな壇に集めるようなテレビ番組らしいということがぼんやりと解わかった。


    「あの頃から『一緒に売れてほしかった』、ってみょろちゃんは言うんですけど、やっぱり、無理なものは無理だったんです……」


    　そう寂しそうにななみんは語った。
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    　事務所の部屋を出て早足で歩くみょろきーを俺は追いかけていた。


    「おい……みょろきー」


    　だが、返事はない。


    「おい、話を聞けよ！」


    　俺は、頑かたくなに無視を続けるみょろきーの前につかつかと回り込んでその肩を揺さぶる。


    「……なに」


    　みょろきーは俺の目を見ないまま小さくつぶやいた。


    「さっきの態度、ちょっと感情的になりすぎじゃないのか」


    「……知らない」


    「でも、ななみん本気で落ち込んでたぞ」


    「……一人にして」


    「おい！　みょろきー！」


    　語尾を取り繕つくろうことすら忘れて冷たく言い放つと、みょろきーはまた早足で俺の前から去っていった。


    



    　研究所に帰ってきた俺は、ネットガーディアンズのみんなに事の顚てん末まつを話した。


    「なるほどね……」


    　すべてを聞き終わった後、八や雲くも先輩が頷うなずく。


    　京きよう子こが、ぼそりとつぶやく。


    「あたしは……みょろきーちゃんが謝ったほうがいいと思う」


    　京子は、遠い日の思い出をなぞるように語り続ける。


    「あたしは……昔、仲の良い友だちを失ったんだ」


    　ああ、その話は前に聞いたことがある。京子が正義に拘こだわるようになったきっかけの、久く米めちゃんとかいう子の話だ。


    「世の中には、一回なくしたら取り返しがつかなくなるものだってあるんだ。だから、絶対に投げ出しちゃだめなんだよ！」


    　そして、京子はきっと前を見据えて立ち上がると。


    「あたし、みょろきーちゃんをつかまえて説得してくる！」


    　熱血直情を絵に描いたような表情で、研究所を飛び出していった。


    「……相変わらず、熱いやつだな」


    　俺個人はそのことを好ましく思うのだが。一方、桃もも香かちゃんはその話だけで落ち込んでしまったようだった。


    「でも絶交まで言うなんて……みょろきーさん……本当は、ななみんさんのことなんてどうでもいいんでしょうか……」


    「ううん、そんなことないわ。ここに一本のビデオテープがあるのだけど」


    　八や雲くも先輩が、ビデオテープを取り出す。


    「なんですか、それ。ていうか今どきビデオテープなんかよくありましたね」


    「これを見れば解わかるわ。あの二人が、仲悪くなんかないってこと」
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    　俺たちは、そのビデオを見た。


    　それは、三年前にテレビで放送された番組。新人アイドルの登竜門、的な番組だった。その絵え面づらから、さっきななみんがスマホで眺めていたものと同じだと、容易に解った。


    



    「あっ……あの……ね、ねこみゃです……みゃゆき……って呼んでください」


    　アイドルになったばかりの、みょろきーがそこにはいた。いや。驚いたことに、当時のみょろきーは『みょろきー』ではなかった。『みやゆきちゃん』として愛称を定めていたのだ。


    「おいおい、嚙かんでるんやないでーｗ　君、名前もう一回言ってみ？」


    　お笑い芸人が、無神経な感じで、みょろきーのことをいじる。だが──今なら皮肉の一つでも返しそうなみょろきーの姿はなく、凹へこんでしまったのか、明らかに首の角度が下に向かっていってしまう。


    　この時の彼女には、ミスをした時にアドリブでかわす余裕もないのだ。


    「あにょっ……みょ……みょ……きーです」


    「えー、君、名前、みゃ……あぶるるるる（舌を震ふるわせる）、ちゃんなの？　嚙むなや！　ｗ」


    　芸人の発言で、会場は爆笑に包まれる。彼女一人を残して。だが──その瞬間だった。


    



    「嚙んでるんじゃないですよ」


    



    　凜りんとした声が、会場に通った。


    「……え？」


    「彼女、仲間うちではみょろきーちゃんって言うんです。ねー」


    　そのななみんの呼びかけに、みょろきーが顔を上げる。


    「な、ななみん……？」


    　新人の頃のみょろきーをフォローしたのは、ななみんだった。


    　それから、ななみんのアドバイスによって、みょろきーは語尾に『みょろ』をつけて喋しやべるようになり、会場の空気がまた温かくなっていく。今や、この場の主役はみょろきーなのは明らかで。


    　それこそまさに、一人のアイドルが登竜門を登り始めた瞬間だった。


    「……こんなことがあったのか」


    「ええ。だから、由ゆ希きちゃんは七なな海みちゃんにずっと恩を感じていて、一緒にアイドルを続けていたい、って思ってたようね。でも……七海ちゃんだけがアイドルとして鳴かず飛ばずで、デスブロガーとして変な風にだけ有名になる。そのことに苛いら立だちを覚えていたのかもしれないわね」


    「……そうか」


    　だったら、なおさらちゃんと話し合わなきゃ、と思うのだが……。その時、ノートパソコンを見ていた桃もも香かちゃんがこんなことを言った。


    「あれ……？　師匠、なんだかななみんさんが会見？　やるみたいですよ」


    「会見……？」


    「今から、ネットで中継するみたいです」
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    　それは、コメントが流れる形式の動画サイト。そこでななみんが何か生中継をするらしかった。放送開始前から、コメント欄は大荒れとなっている。


    『なんかデスブログのやつが生配信やるってｗ』


    『そんなに注目されたいのかよ。デス生ｗ』


    『公開呪のろい中継ｗ』


    『俺のみょろきーちゃんを傷つけた疫やく病びよう神がみ、絶対許さない』


    　ネット上での論調は、概おおむねそんな感じのものだった。


    　引退会見ってやつだろうか。でも……俺は非常によくない予感を感じていた。有り体に言えば、胸騒ぎがする。


    　そして、生配信が始まった。誰かに用意されたらしきマイクとカメラの前で。


    「みなさん、こんにちは。デスブログでお馴な染じみの伽とぎ原はら七海です……」


    　この場所……あの芸能事務所ビルの屋上だろうか？　背後に見える景色に少し見覚えがある。


    「あの、今日事務所に帰ったら、なんだか、ここで会見の場を用意してくれてるって手紙が届いていたので、この会見を開くことができました……」


    　その発言に俺は違和感を覚える。会見の場を……用意したという手紙？　しかも、あのセキュリティのしっかりした芸能事務所の屋上に？　おかしい。段取りができすぎている。そんな俺の違和感をよそに、コメント群が一斉に、ななみんを囃はやし立てる。


    『よっ、待ってました、殺人者！』


    『今日はどんな呪のろいをかけるんだ？　大災害系とかヤバいのはやめてくれよ』


    『日本政府転覆予言キボンヌ。もはや政府転覆しかない！』


    　誰もかれも、無責任なことばかりを言う。そいつらに、ななみんは冷や水を浴びせるように、こんなことを言った。


    「そのお手紙にあったアドバイスの通り……この生配信で……これからわたしは、責任を取って、みなさんに最後のお別れをしたいと思います……」


    『え、最後のお別れって？』


    『自分自身に呪いかけるのか？』


    『ていうか、そこどこ？　高層ビルの上のほうっぽいけど……』


    「まず謝らせてください。生まれてきて……ごめんなさい。ごめんね……みょろちゃん」


    　ぽろぽろと、下を向いてななみんは涙を零こぼし続ける。


    「……まずいぞ」


    　追い詰められた人間の思考回路。そこにさらに追い討ちをかける、何者かの意志と無慈悲なネットユーザー。


    　この先の展開なんて、そんなもの予想できたはずなのに。


    「くっ──」


    「匂さき坂さかくん！　カグツチのスーツケースよ！」


    「はい！」


    　どうか間に合ってくれと願いながら、俺は八や雲くも先輩が滑らせてくるスーツケースに足を合わせ、一気にその腹を踏み込む。足元を中心に、カグツチの蒼あおい装甲が身を包んでいき──時間にして、およそ五秒後。


    「よっしゃああ！」


    　俺は、カグツチを完全装着していた。そして、すぐに研究所を飛び出し、加速ジェットを芸能事務所に向かってフルスロットルで噴射する。


    「間に合えっ……！　頼む……！」


    　と同時に、生配信の中継をブラウザから起動する。


    　ちょうど……遺言を言い終わったななみんが立ち上がり、屋上の縁に向かってゆっくり歩いていくところだった。彼女は画面の中で小さくなっていき──。


    『え……これ、ガチ？　自殺配信？』


    『ちょｗ　これは祭りｗ』


    『すげえもん見ちゃってるなー。やれやれー』


    　俺はビルの谷間を飛びながら絶叫する。


    「なんの責任もないコメント書くんじゃねええお前らああああ！」


    　こいつらは、言葉が人を殺すことを知らないんだ。


    　子どもが虫で遊びながら殺してしまうように、殺すんだ。


    　殺して、悪びれもせず……いや、死んだ直後はほんの少しの感傷で冥福を祈った後、次の標的に移るんだろう。


    「この、殺人鬼どもがっ……！」


    　脳裏に、ダークサイターの声が聞こえる。


    『こいつらに……こんな人間どもに救う価値があると思っているのか？』


    「解わからねえ、解らねえけど！」


    　人間の本質が『これ』なら。雲と戦っているようなものなのかもしれない。


    　やりきれない思いでいっぱいになる。


    　だけど……雑念を振り払い、俺は怒りに身を任せて、芸能事務所へ向かう。全速力。


    　前方にビルが見えてくると、ちょうど──ななみんが、その身を乗り出そうとしているところが見えた。


    「くそおおおおおおおおおおおおお！」


    　このままのスピードであそこに到達するには、フレイムが足りない。ななみんが地面に落ちるより速く。ブーストをかけるためにもう一度炎上しなければいけない。


    　そして、俺のカグツチ内ウインドウにあるものは、例の『生配信』中継。


    　その時、カグツチ内に通信音声が聞こえてきた。


    『焔ほむらっ！』


    「その声は……京きよう子こか!?」


    『今、みょろきーちゃんを見つけて、一緒に芸能事務所に向かってるけど、間に合わないかも！　焔は!?』


    「俺も全速力だけど──まだブーストをかけなきゃ──でもどうすりゃ──」


    『焔っち、聞こえる？　とっておきのななみん情報を教えるみょろ！　みょろきーちゃんが言うままにその動画配信サイトにこのコメントを送信するみょろ！』


    　そして、みょろきーから一つのメッセージが送られてきた。これをコピペするのは容易だが──。


    「でも、こんなの炎上するかな──」


    『いいから、書き込むみょろ！』


    　迷ってる暇ひまはない。なんでもいい。とにかく、ブーストをかけるんだ！


    「くそっ、間に合えええええ、炎上おおおおおおお！」


    　俺は、生配信中継にコメントを書き込んだ。


    



    『ななみんのへそちらエロい』


    



    　送信。


    『緊迫の場面で糞くそみたいな見み方かたしてるんじゃねえよ！』


    『時と状況考えてものを書き込め！』


    『事実だけど、言うな！　この不ふ謹きん慎しん厨ちゆうが！』


    『不謹慎厨だあああああああ』


    　どっちが不謹慎だよ！　と思いながらもなんとか炎上したようだ。その結果、獲得フレイムは──。


    「２０００！」


    　そのフレイム全部を消費して。俺はカグツチのジェット噴射に、ブーストをかける。


    「おりゃあああああああああ！」


    　ななみんの姿が、屋上から落ちてくる。


    　あと十メートル、九、八、七、六、間に合え──。


    　そして俺はそのまま、空中でななみんを受け止める。


    「きゃっ！」


    「……ま、間に合ったあああ！」


    　ななみんを受け止めた俺は、スピードをゆるめて、地上にゆっくりと着地する。


    　生配信のコメントには、いつものようにカグツチを賞賛する言葉が並んでいた。


    『おおおおお！　さすがカグツチ！』


    『やっぱ、俺らのヒーローだな！　男の中の男！』


    『不謹慎厨の不快発言を搔かき消すレスキュー！』


    　相変わらず、俺への発言とギャップが酷ひどくて、胃が痛くなる。


    　ていうか……今はななみんが無事だったか確かめないと。


    「あ、あれ……？　わたし、生きてる？」


    　ななみんはゆっくりと目を開いた。


    「馬鹿野郎！　命を粗末にするんじゃねえ！」


    「カグツチさん……」


    　ななみんは泣き出す。


    「でもわたし……もうつらいです……みんなに嫌われて……疫やく病びよう神がみって言われて……なんで生きなきゃいけないんですか？」


    　その質問に対しては──『カグツチ』じゃなくて『匂さき坂さか焔ほむら』が答えた。


    「俺だって罵ば倒とうされて生きることがつらいなんて、なんべんだって思ってるよ。だけど──」


    「だけど？」


    「とりあえず、生きて考えるんだ。生きてなきゃ考えられない。そう思って……俺はどんなに炎上しても生きてきた。だから……質問するくらいだったらまず生きろ。それに……ななみんには友だちもいるんだろ？　一人じゃなければ……生きていける」


    　どん底の時の俺にとって、奈な美みが生きる希望になってくれたように。


    「うん……お友だち……でも、みょろちゃんは絶交って……」


    「ななみ──ん！」


    「……え？」


    　その時、遠くからそいつの声が聞こえてきた。息せき切って走ってきたみょろきー。少し後から、京きよう子こがやってくる。


    「はあ……はあ……」


    「おう、お疲れだったな、京子。ナイスアシストサンキュー！」


    「……うん！」


    　俺は、京子と思い切りハイタッチを決めた。


    「それにしても、あの配信セット用意した奴、許せない！　すぐ片付けてくるね！」


    　京子はさーっとビル内に入っていく。セキュリティになんて言うんだろう……。


    　一方、みょろきーは、ななみんに近寄り──ななみんを思いっきり抱きしめた。


    「わあっ！　みょ、みょろちゃん……」


    「ななみんの、バカっ……！　なにしようとしてるみょろ！　ほんとに絶交なんて、するわけないみょろっ……！」


    「ご……ごめんなさああああい！」


    　二人は、号ごう泣きゆうして抱き合う。まあ、なんとか丸く収まってよかったな。


    「もう……デスブログなんて気にしちゃだめみょろよ……」


    「うう……でも……わたし、そんなつもりじゃなくても…………気が付いたらそう書いちゃってるんだもん…………無意識なんだから、やっぱり疫やく病びよう神がみなんだよ……」


    「え……？」


    　その瞬間。俺の脳裏に、その言葉がなぜか強く引っかかった。


    　何か重要なことを見落としているような、そんな悪寒がする。


    「おい伽とぎ原はら！　大丈夫か！」


    　遅れて、マネージャーの御み友ともさんが駆け寄ってきた。


    「ごめんなさい、御友さん、わたし……」


    「……いいんだ。一回帰って休もう。な」


    　御友さんは、ななみんの肩を抱いて去っていく。


    　そして、この場にみょろきーと俺が取り残された。


    「これで、しばらくはななみんも大丈夫かな……でも、デスブログの件、何一つ解決しなかったみょろね……」


    「……いや。まだ終わってない」


    「え？　焔ほむらっち、一体何を……」


    「みょろきー、場合によっては、これからまた力を貸してくれ。俺はちょっと、調べてみたいことがある」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　その晩。サンベルトプロダクションの会議室を借りて、とある人物を待っていた。


    　この一連の流れの、全ての元凶であると思われる人物を。


    　そして、しばらく待っていると、扉がゆっくりと開いて……その人物が入ってきた。


    　その人物とは──。


    



    「さ、匂さき坂さか様……一体なんでしょうか、七なな海みのことで相談したいことというのは──」


    



    　俺が呼び出したのは、ななみんのマネージャー。御み友とも慎しん二じだった。


    「何って……尋問だよ。この一連のデスブログ騒動、犯人はあんただったんだな。御友慎二」


    「な、何を急におっしゃるんですか、匂坂様……」


    「本当にくだらねえ。デスブログなんて、ネタが割れりゃ手品以下の代しろ物ものじゃねえか。──今まで怪け我がしたりした芸能人も、あんたがやったんだろ？」


    「……なんのことだか、私にはさっぱり──」


    「俺たちがカグツチを使って映画館で警護してた時、あんたはまずいと思った。これじゃあ、工作が上う手まくいかない。なにせインフレーム三体の警備だもんな。そして、あんたはついに手品以下の強引な手段に出たんだ。それがあのスタジアム破裂だ」


    「さ、匂坂様。いくらあなたでも、証拠のないことをくどくどと……」


    「だから、手品以下だって言ってるだろ。あんたはあの時、事件が起こった後──それに合うように、『ブログの内容のほうを改かい竄ざん』したんだ」


    　その瞬間、やつの目つきが変わった。光る眼鏡の奥に目が見えなくなる。


    「……ほう」


    「いくらアイドルのブログっていったって、全部を一字一句覚えてるファンなんていないだろうからな。これから自分が起こす事件の予定に合わせて、ブログ改行位置をこっそりすり替える。あとは、自分からまとめサイトにタレ込んで終わりさ。証拠はこれだ」


    　俺は、二枚のプリントアウトした紙を見せる。


    「まず、こっちが俺が最初に見た時の、ななみんの記事。ブラウザに残ってたキャッシュだ」


    



    『すごいお知らせです！


    たくさんのスターが集まる新作映画に私も出ることが決まり、ジャパン・プレミアに招待していただきました！


    あの大スターさんたちとお会いできるかも？　と考えると、むしょうに興奮しちゃいます！


    はじめてお会いする方ともきちんとご挨あい拶さつできるといいなー。レッツ・ゴー・トゥ・ムービーシアター！　それではつぎのブログでまたお会いしましょう！』


    



    「それからこっちが、ガス管の破裂した後のななみんのブログ記事」


    



    『すごいお知らせです！


    たくさんのスターが集まる新作映画に私も出ることが決まり、


    ジャパン・プレミアに招待していただきました！


    あの大スターさんたちとお会いできるかも？　と考えると、


    むしょうに興奮しちゃいます！


    はじめてお会いする方ともきちんとご挨拶できるといいなー。


    レッツ・ゴー・トゥ・ムービーシアター！　それでは


    つぎのブログでまたお会いしましょう！』


    



    「……同じでは？」


    「全然違うじゃねえか。改行位置が。あの縦読みは……人為的に作り出したものだろ」


    「く……くく……大当たりだよ」


    　御み友ともは、やっと観念して認めたようだった。


    「よく気が付いたね、たかが高校生だと思って舐なめてたよ」


    「ちょっとした絶望だよな。こんなあからさまな改行工作に誰一人気付かず、面白おかしくデスブログとしてのいじり部分だけみんな許容してたなんて。……いや、たとえ指摘したやつが何人かいても黙殺されたのかもな。世の中、面白おかしいようなことしか広まらないからな。おーい、こいつゲロったからそろそろ出てきていいぞ、ななみん」


    　俺が声をかけると、正面にあった作業机の下に隠れていたななみんが顔を見せた。


    「……み、御友さん、なんで……こんなことしたんですか……」


    「……ふん。こっちにも伝達済みだったか。余計なことを」


    　そのななみんへの口調には、今までの優しさは欠片かけらもない。


    「馬脚を現しやがったな、御友。なんでこんなことした。ななみんはあんたのことだって信頼してたはずだ」


    「……なぜ？　だって、売れないアイドルに価値はないだろ？」


    「まさか」


    「金だよ！　商品にならないなら、商品価値を生み出せばいい。デスブログとしてちやほやされていた間はメディアの取材もあったし……自殺したら、それはそれで追つい悼とうキャンペーンでものを売る気だったのにさあ！」


    　それだけのために、自社のアイドルを……人一人を自殺に追い込もうとしたのか。


    　強い怒りが沸ふつ々ふつと湧いてくる。許せない。


    「お前がしたことは立派な犯罪だ。この証拠は警察に持っていくぞ、御み友とも」


    「……甘いんだよ。僕には……秘密兵器があるからね」


    「なっ……！」


    　御友は素早く隣の部屋に逃げ込む。


    　俺たちが追いかけて部屋に入ると──そこには、赤い寸胴な機械があった。それは……みょろきーの家で、俺が見たものと同じだった。その中から、御友の声がする。


    「この機械の名前は、『デスブロッガ』。デスブログというものが話題になり始めた頃……Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムとかいう連中がくれたんだよ！　それからは工作が楽になったぜええ！」


    「……やっぱりか！」


    　俺は、スーツケースを強く踏んで、カグツチを装甲する。


    「えっ！　さ、匂さき坂さかさんが……カグツチ？　だったの？」


    「ななみん、これは内緒な。それより……いくぜ！　おりゃあああああああああああっ！」


    　俺はデスブロッガに対してカグツチの全力パンチをぶち込む……が、鉄拳は弾かれた。拳こぶしが痺しびれる。


    「か……硬えっ！」


    「それはそうだ。デスブログは人気コンテンツだからね。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムからこれをもらう時、あの憎悪エネルギーを溜ため込めば、カグツチなんか目じゃない、相当な馬力が出るって説明されたよ」


    　くそっ、このネットの闇やみを体現したようなやつめ！


    「よーし、じゃあこっちの番だ。食らえ、デスブロッガ・パ────ンチ！」


    　デスブロッガはおちゃらけた言い方と共にパンチを放ってくる。だが──その拳が放たれた瞬間、俺の余裕は微み塵じんもなくなる。その拳は──目にも見えない速さで繰り出された！


    「くっ！」


    　俺は咄とつ嗟さのところで、そのパンチを手の平に包み込む。だが、とんでもない威力だ。ガードしていても、俺の身体からだは事務所の一室の壁をぶち抜いて、廊下に飛び出してしまった。


    「がはあっ！　くっ、くそっ……こいつ、強え……」


    　カグツチを着けているというのに、今の攻撃一つで全身の骨がズキズキする。軽くヒビぐらい入ったかな……。今のダメージで、俺はしばらく動けそうになかった。


    　だが、デスブロッガは素早い動きで近寄ってきて、追い打ちをかけるように倒れたカグツチの顔面を踏みつけてきた。ギリギリと、頭が割れそうに痛む。


    「がっ、あああああああああ！」


    「くくく……このまま踏みつぶしてあげるよ。幸いにも、芸能事務所はこういう揉もめ事の処理の仕方、慣れてるんだよ……東京湾にでも沈むか……？　ククク」


    「てっ、てめえ、良心は痛まないのかよ……！　ななみんの信頼まで裏切りやがって……！」


    「痛まないよ。だって、これだけのパワーが溜たまってるってことはさ。世間はデスブログを、人の不幸を求めているんだよ」


    　やはりダークサイターの言う通り、この世界はろくなもんじゃないのか。でも……。


    　そして、俺の意識が薄れゆく中──。


    「アブストラクト☆シャボ──ン！」


    「ぐっ!?」


    　廊下の向こうに、突如見慣れたインフレームの姿が見えた。


    「……アフロディーテ！」


    「ぐああ！」


    　ジュウ、という音と共に、デスブロッガの装甲を、強い酸が溶かす。打撃が効かなくても、酸なら効果があるようだった。


    　その機に乗じて、俺はなんとかデスブロッガの踏みつけから抜け出すことができた。


    「くっ……わ、悪い、助かった、アフロディーテ」


    　アフロディーテが、俺の前に立ちはだかる。


    「お礼は後。今はこいつを倒すみょろ」


    　だがデスブロッガの装甲も大したもので、気が付くともう俺たちの側そばに近づいていた。


    「……くっ、なめるな貴様ら……食らえ！　デスデス・ブログラ────ッシュ！」


    　デスブロッガの腕が、まるで分裂したみたいな目にも止まらぬ速さで俺たちに襲いかかる。その重厚なパンチ一撃一撃に、人の不幸を喜ぶネット民の闇やみが込められているのだ。


    「きゃああっ！」「ぐあああああっ！」


    　その破壊力にたまらず、俺たち二人は廊下の端まで吹き飛ばされる。


    「くっ……こいつ、強い！　間違いなく今までの敵で一番強いぞ……」


    「……ふう。やれやれ、仕方ないみょろね。本気でいくみょろ」


    　アフロディーテが、ぱんぱんと埃ほこりを払いながら立ち上がった。


    「お、おい、アフロディーテでどうやってこいつに勝つっていうんだよ！　絶対的な火力はカグツチのほうが……」


    「確かに、アフロディーテ本来の火力だったらカグツチには敵わない。でも、カグツチが前にしたことで、アフロディーテがまだしてないことがあるみょろ」


    「……まさか」


    「そう。マックスペイン炎上」


    　ここで、出す気か。自分の心を極限まで傷付けて、威力を増す必殺技。


    「でも……どうやって」


    「簡単だみょろ。みょろきーは誰よりもファンを大切にしているみょろ」


    「……ああ、確かに、お前のプロ意識はすごいけど……」


    「だから、ファンがいなくなるようなことをつぶやけばいいみょろ」


    　そこでみょろきーは、俺に耳打ちをしてくる。その内容に、俺は目玉が飛び出るほど驚いた。


    「……え？　ええええ!?」


    「どうみょろ？　もっとも、焔ほむらっちがいいって言うならだけどみょろ」


    「ていうかバカ、みょろきー、お前、そんなことしたらアイドルとして……」


    「終わっちゃうかもしれないみょろね」


    　アフロディーテは、まだ事務所の部屋の中で隠れているななみんのほうをちらりと見る。


    「え……みょろちゃん？」


    　その視線に。佇たたずまいに。ななみんも、アフロディーテの中の人物が誰なのか、今はっきりと解わかったようだった。


    「……いいのかよ。どうしてそこまでして──」


    「……だって、ななみんは──七なな海みは、みょろきーの、お友だちだみょろ……！」


    　そうか。こいつもこいつなりに、絶対に守りたいものがあるのか。


    「ああ、もう、知らねえ！　解った！　俺を使うことを許可する！　好きにしろっ！」


    「感謝だみょろっ！」


    　デスブロッガが俺たちにゆっくり近づいてきながら尋ねる。


    「……貴様ら、何をする気だ……」


    「Tweeterツウイーターで、ちょっと交際宣言するだけみょろ」


    「交際……宣言？」


    　そして、みょろきーは、こないだみょろきー家で撮った、俺とのツーショット写真に、コメントを添付して、こんなコメントを投稿した。


    



    myoroky


    『大発表でーす。みょろきーちゃんは、この人とお付き合いしています。これは、彼がうちにお泊まりした時の写真です』


    



    　その瞬間──つぶやきが、とんでもなく苛か烈れつな反応と共に拡散され広がっていく。


    　みょろきーに処女幻想を抱いていた、全てのファンが一斉に牙を剝むく。


    



    『うわああああああああああああああ』


    『失望しました。処女膜を守ることへのプロ意識が足りない』


    『こんな思いをするのなら、鳥や虫に生まれたかった』


    『つらくなって便所で吐いてきたんだけど、ウォシュレットが目に入った。これ、涙かな』


    『みょろきーグッズを、俺は今から全部食べる！　みょろきーは俺の腹の中で永遠に生き続けていくのだ』


    『裏切りやがって、クソアマが！』


    『電車、もうすぐ来るな。飛び込んでしまおう』


    『今からサンベルトプロダクションを爆破しにいく』


    『泣きながらソーセージを首に巻き付けたけど死ねなかった』


    『どうすれば清らかなみょろきーを返してくれるんですか　一億円振り込めばいいんですか』


    『そうだ……僕は今夢を見ているんだ……この夢が覚めたら、みょろきーちゃんは前みたいに笑ってくれるんだ……そうなんだ……』


    『ぼく、赤ちゃんになるです。赤ちゃんになれば、つらいことはもうないんです。まんま、まんま。おっぱい、おっぱい』


    『今から彼氏が発覚した女性アイドルの真ま似ねしまーすｗ　大発表でーす。みょろきーちゃんはこの人とお付き合いしてま──すｗ　ふへ……ふえへへへへへへへへへへ（壊）』


    『おい！　暇ひまな人これから河川敷に集まって頭を使ったスイカ割りの練習しようぜ！　俺いちば───ん！』


    



    「ぐっ……！」


    　それらの反応に、みょろきーは、歯を食いしばって堪たえている。


    　彼女にとっては、大事にしていたファンに手の平を返されることは相当の痛みに間違いない。


    　それでも──彼女にとって何より大切なものは。自分を支え続けてくれた友だちなのだ。


    「今だ！　みょろきー、行けるぞ！　マックスペイン炎上だ─────！」


    「みょろきーのおおおお……マックスペイン炎上っ──！」


    　アフロディーテの背中から、千手観音かと見み紛まがうくらい無数のパイプが出てきた。その全てのパイプの先端に、光が集中する。眩まぶしくて目を開けていられないほどだ。そして、そのままみょろきーはすべての思いを解放するように──。


    「ネオ・アブストラクト・ゆにばーすうううう─────────────！」


    　パイプのレーザーを合一した、極太のレーザー光線を解き放った。


    「ぎゃああああああああああああああっ！」


    　そしてブスブス、と鉄が焦こげる音を立てながらデスブロッガの装甲は剝はがれ落ち、虚うつろな表情になった御み友ともが、その場にゆっくりと崩れ落ちた。


    「……ふう。あとは警察がなんとかしてくれるみょろ」


    　かくして、デスブログ事件は無事、ここに解決を見たのだった。


    



    　その後、アフロディーテの装甲を解除したみょろきーは、改めてななみんと抱き合った。


    「みょろちゃん、みょろちゃんがアフロディーテ……」


    「……ふう。無事だったみょろ、ななみん？」


    「みょろちゃん、ごめんね、ごめんね、わたしのせいで……みょろちゃんはアイドルなのに熱愛宣言までさせて……」


    「ううん、そしたらアイドル路線からアーティスト路線に切り替えればいいだけみょろ」


    　みょろきーは、ななみんに手を差し出す。


    「だから……また、二人で一からがんばるみょろ」


    「うん！」


    　ななみんは、その手を強く握った。


    　なるほど、それなりに考えてはいたんだな。もっとも、強がりなのかもしれないが……守りたいものを守れたのだ。満足なのだろう。みょろきーの顔は、やけに晴れ晴れとしていた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　研究所までの帰り道を、俺とみょろきーは二人で歩いていく。みょろきーは歩道の縁石の上をよろよろと歩きながら、俺の少し先を行く。


    「ま、なんだかんだよかったな。全部丸く収まって」


    「うーん、でも、アイドルから切り替えるにしろ、みょろきーの当面の人気は落ちちゃったから」


    　みょろきーは、ぴょん、と俺の前に回り込むと、俺の顔を上目遣いで見る。


    「焔ほむらっち、責任、取ってくれるみょろ？」


    「責任ってなんだよ」


    「熱愛発覚の責任だから……入籍？　お母さんに紹介は済んでるみょろしねー」


    「なっ──」


    　俺が絶句すると。


    「なーんてね。みゃはは、冗談だみょろー」


    　少女は悪いた戯ずらっぽく舞いながら、また俺の先を行く。そして、最後にもう一度振り返り。


    「焔っち！」


    「なんだよ」


    「これからも……よろしくね！」


    「……そうだな」


    　ダークサイターに抵抗して。


    　ろくでもない世界を守るために、傷付くことに葛かつ藤とうしながらも。


    　俺たちは仲間がいれば、戦える気がするんだ。


    「ななみんにも言ったけどさ。俺はこの世界が時々嫌になることもあるけどさ」


    「……うん」


    「とにかく、生きてかなきゃな」


    　そう。とにかく生きていかなければいけないのだ。


    



    　空を見上げれば、涼やかな秋の風が吹き始めていた。

  


  
    　　幕　間　prepare for the heaven's net ２／３


    



    　熱いシャワーに、頭を浸しながら八や雲くも華か蓮れんは目を閉じる。


    　大きな乳房が水滴を弾く。


    　長い金髪がぴっちりと身体からだに貼り付いて離れない。


    「……ふう」


    　床を叩たたく水音。


    　胸焼けを感じるほどの湯気が呼吸器官を覆う。


    　華蓮はネトゲをしている時間を除けば──いや、それを含めても、一日でこの瞬間が一番好きだった。


    　目を閉じる時、世界には他の誰も存在しない。


    　身体を滑り落ちる温水が、かつて揺よう蕩とうしていた温ぬくもりを想起させる。


    　華蓮には、母に抱きしめられた経験も、[image: ]しかられた経験も、無視されたという経験もなかった。


    



    　シャワーから上がった華蓮は、髪をタオルで拭ふき、ゴムで後ろに結ゆわえながら、何の気なしにテーブルの上に倒してあった写真立てを起こす。


    　今よりだいぶ昔に撮られたらしきその写真には、三人の人物が写っていた。男性二人に挟まれるようにして、金髪の女性が一人。


    　その真ん中に写っている女性が、どうやら私の母親だったらしい。


    　それが、唯一残っている彼女の形見。


    　私の身体からだにはこの女性から受け継いだ血が流れていると考えると、奇妙な感じだ。


    　これがどういう状況で撮られた写真なのかは解わからない。そもそも、写っている人物が誰なのかも完全に定かではない。


    　とりあえず父親は解る。向かって右側に写っている中年の男性が父。当時はまだ、父が八や雲くも重工の社長だった。


    　だが数年前から全権を私に譲渡し、以後は放浪の旅に出た。


    　インフレーム技術も、その時に引き継いだものになる。


    



    　そして、一番身元が不明なのが左に写っている人物。見た感じ……Ｙシャツに黒ズボン、どうみても高校生なのだ。この少年が何者なのか、私はいっさい知らない。


    　それを知るであろう父親とは、もう何年も口をきいていない。


    　それにしても、見るたびにつくづく、なんの共通点も見当たらなさそうな三人だと思う。


    　だが──その三人は、非常に楽しそうに見えた。

  


  [image: ]


  
    　よく知っているはずの父の顔でさえ、こんなに楽しそうなのを見ていると、別人なのではないかと思える。


    



    　華か蓮れんは想像する。


    　その形見を参考に、母の温ぬくもりを、温かい家庭を、孤独でない瞬間を。


    　いつのことだかは解わからないが──この写真が撮られた時の世界を。


    　果たして、ここに残っていた魂は、幸せだったのだろうか、と。


    



    　唯一想像することのできる母の顔が笑顔なのは、華蓮にとって一つの救いではあった。

  


  
    　　第三話　承認国家イーネカディアInflame case : ESTEEM NEEDS


    



    



    　俺は暗くら闇やみに身を隠しながら、明るい室内の光景を、窓から盗み見ていた。


    



    　黒い軍服の女性が、マウスを持った右手を高く掲げている。


    　向かい合っているのは──ダンスホールほどあろうかという大きな部屋に集められた、数十人にも及ぶ青ジャージの群衆だ。その群衆たち一人一人も、右手にマウスを構えている。


    「さあ、では今日も承認のイメージトレーニング、参りますよ。上げて下ろす時にー……クリックしてくださいねえ。はじめ！」


    　そんな開始宣告と共に、軍服の女性は右手を振り下ろし、また上げる反復運動を始めた。


    「いいね！　いいね！　いいね！　いいね！」


    　その掛け声に続いて、数十人の群衆も同じようにマウスを振り下ろす。


    「「「「いいね！　いいね！　いいね！　いいね！」」」」


    「承認！　承認！　承認！　承認！」


    「「「「承認！　承認！　承認！　承認！」」」」


    



    「……あわわわわ」


    　俺は今見た光景を反はん芻すうしながら、窓から身を離し壁に背をつける。


    　ここは南海のとある孤島だ。


    　俺がなぜ、こんなおかしな島にいるのか。


    　この連中は一体、何なのか。


    　すべてのきっかけは、一週間前に遡さかのぼる。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　九月になり、新学期が始まった。


    　いわば、夏休みというパラダイスから一気に現実に引き戻される季節だ。


    　周りの生徒の顔を見ても、その多くから生気が抜けているのが見て取れる。


    　そして、高校生がそう簡単に休みモードから頭を切り替えられるはずもなく、厳しくない先生の授業なんかでは、寝ている人も多く見受けられた。


    　なかでも一番爆睡率が高かったのは日本史の授業だ。


    　なぜかといえば、この先生、明らかに頭のネジが一本外れており、授業を真ま面じ目めに聞けば聞くほどテストで点が取れなくなるという悪い評判が立っていたのだ。


    　例えば、今日の授業はこんな感じだった。


    



    　色白で黒目の大きい、小太りの先生。名前は遣やる尾お学まなぶという。遣尾先生は、左手に人形をはめて、この人形と掛け合いながら授業を進めていく。


    「みんな、こんにちはだお！　遣尾の日本史講座の時間だお！　今日は名付けて、『遣尾と学ぶ大化の改新』をやるお」


    　そして、遣尾先生は黒板にちょんまげを結ゆった武士のイラストを描き、そこに『中なかの大おお兄えの皇おう子じ』と付け加える。飛鳥時代と考えると、明らかに時代が違う。酷ひどいぐらい適当なイラストだ。


    「じゃじゃーん、これが中大兄皇子だお。でもこの人、漢字がちょっと覚えづらいお……普通『えの』で『兄』なんて出てこないお！（泣）　そうだ、平仮名で書くお！」


    　すると、遣尾先生の左手の人形（通称：やらない尾）が動き、遣尾先生にドロップキックを入れる。もちろん、セルフツッコミだとみんな気付いている。


    「高校生にもなって平仮名は恥ずかしいだろ、常識的に考えて……。そういう時には『中でどんどん大きくなるよお兄ちゃん』皇子と覚えればいいんだ」


    「なるほどだお！　ちょっとえっちで覚えやすいお！」


    



    　こんな感じで、くだらなく進む、さほど面白くもない授業を、ほとんどの人間がうつらうつらと聞いている。俺は教室を見渡す。


    　青あお羽ばは、涎よだれまで垂らしてとっくに熟睡中。


    　小こ塚づかさんは、ぽややーんとしていて聞いているのかいないのか判別できない。


    　京きよう子こは、一応真ま面じ目めには聞こうとはしているが、時々首がカクカクと揺れ動いている。


    　……そんな中で、たぶん俺一人だけがささやかな感動を覚えていた。


    　ああ。やはり、学校はいいな。


    　学校の外では『カグツチ』を装着して日々炎上しながら戦う俺だが、一旦学校生活に戻ってしまえば、平凡な高校生として埋没する……埋没できるのだ。


    　歓迎すべき『平凡』の中に！


    　煽あおり合いにも、コメント消し応酬にも、住所本名防衛戦争にも参加しなくていい。


    　自信を持って言える。俺は、普通の高校生なのだ！


    



    　数十分の時を経て、教室にチャイムが鳴り響く。


    「それじゃ、今日の授業はここまでだお。次回の日本史は、『遣やる尾おと学ぶポツダム宣言』をやる予定だお！」


    　だからなんで大化の改新から次の授業で一気に第二次世界大戦まで飛ぶんだよ……。


    「んー……」


    　なんて思いつつも、俺は充実感を感じながら大きく伸びをする。休み時間だ。


    「匂さき坂さかー、いやあ、なんにも聞いてなかったわー、授業。まあ遣尾の授業だしな！」


    　自信満々に青羽が話しかけてくる。自信満々に言うことでもないが。


    「匂坂くん～、俊とし樹きくん～」


    　そこに小塚さんも、まったりした口調で話しかけてきた。


    「ねえ、今度また映画行こうよ～」


    「あ、ああ……」


    　こないだこの二人と映画を見に行ったことを思い出して少し躊ちゆう躇ちよしてしまうが。


    「今度また、ゴビラの日本版もやるんだって～、なんか、すごい斬新な双方向映画って話だよ～。一緒に行こうよ～。それで匂坂くんもTweeterツウイーター始めようよ～」


    「いや、それだけは勘弁してくれ……」


    　……あ、そうだ。俺は一つの提案をする。


    「なあ、これから遊ぶ時、京子も仲間に誘わないか？」


    「え、戌いぬ井いさん？」


    　ずっと気になっていたんだ。同じクラスメイトだというのに、京子と遊んだことはない。


    　京子は、クラスでどこか孤立しがちな傾向がある。俺が誘ってもいいはずだ。


    「わたしは別にいいよ～」


    「僕も大丈夫だけど。女子が増える分にはな！」


    「よし」


    　二人の意思を確認してから、俺は京きよう子こに近づく。京子もちらちらこちらを窺うかがっていたのは見えていたが、突然の俺の訪問に戸惑っているようだ。


    「わ、ど、どうしたの、焔ほむらっ……」


    「京子、あのさ。今度の休み、俺たちと一緒に遊ばないか？」


    「え！　あ、あたしは……」


    　京子は目を逸そらし、もじもじしている。


    「い、いいのかな……」


    　小こ塚づかさんも、近くに寄ってきた。


    「うん～、戌いぬ井いさんもおいでよ～」


    　その誘いに、京子は小さく頷うなずいた。心から嬉うれしそうな笑顔で。


    「う、うん……嬉しい……」


    　そんな京子を見て俺はほっと胸を撫なで下ろす。


    　小学校の頃のトラウマから、新しい友だちを作れずに戦ってきた京子。


    　いつだって強がっていながら誰よりメンタルが弱い京子でも、踏み出す勇気さえあれば、なんとかなるのだ。


    



    　……と、その時、俺のポケットの中で、スマホが震ふるえているのを感じた。


    　取り出してみると、一通のメールが来ていた。差出人は──桃もも香かちゃんだった。


    



    from　卯う月づき桃香


    『こんにちは！　あの、師匠……今日の放課後、相談に乗ってもらえませんか？　師匠の学校の前にある公園で待ってます』


    



    　桃香ちゃんからメールが来ること自体はそんなに珍しくもないが……相談ってなんだろう。


    　少し気になりながら、俺は『了解』と短く返した。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「桃香ちゃん、まだ来てないな」


    　放課後、一人で約束の公園に来た俺は周囲を見渡す……が、桃香ちゃんの姿は見当たらない。こんな平日の午後に公園にいるような人といえば。


    「でーんでーん、むーしむーし、かーたつむりー」


    　砂場のあたりで、奈な美みよりもさらにずっと幼そうな、幼稚園児ぐらいの女の子がしゃがみこんで、砂をいじって遊んでいた。……しかも金髪。外国人なのかな？


    　幼女は、くるり、とこっちを向いて言った。


    「ねえお兄さん、いっしょにあそぼうよ」


    　俺はつっけんどんに返した。


    「お兄さん、今待ち合わせしてるんだ。また今度な」


    　だが、幼女はぱっと立ち上がって俺のほうに向かって歩いてくると、俺の制服ズボンの裾すそを引っ張りだした。


    「なにしてあそぶ？　おままごと？　それともおぱぱごと？　おぱぱごとだって……面白い……くくっ……」


    「だから遊ばないって！」


    　なんて強引な子なんだ。しかも、自分のギャグで笑ってるし……。


    



    「はい、ごはんができましたですよ」


    　俺は、砂でできた団子を嫌々受け取る。


    「……どうも」


    　結局、桃もも香かちゃんが来るまでままごとの相手をしてやることにした。まあ、昔の奈美と遊んでやるようなものだと思えば、暇ひまつぶしにはちょうどいいだろう。


    「えーと、ねえお父さん、赤ちゃんのお名前、なににしようかしら、たいのおかしら」


    「なんでもいいんじゃないのかな、おままごとだし」


    「そうねえ……じゃあ……『かれん』にしましょうね」


    「……華か蓮れんって」


    　その名前は、俺にとって非常に馴な染じみ深すぎるものなのだが。


    「ねえお兄さん……華蓮は、げんきにしてる？」


    「はいはい、元気でちゅよー」


    　俺の知り合いの方もね。


    「そう……それはよかった、カルカッタ…………なんちゃって……くく……」


    　そして、幼女は俺の顔を真っ正面から見つめた。


    「ねえ、お兄さん。華蓮は寂しがり屋だから、なんとかしてあげてね」


    「え……？」


    　その顔は、なんだか意味深な言葉を含んで言うような、慈愛に満ちているような、そんな不思議な表情だった。そういえば、この子どこの子だろう？　俺は、気になって尋たずねてみる。


    「……ねえ君、どこから来たの？　ここの近所？」


    　俺の質問に、幼女は天を指差す。


    「……そら」


    「……………………は？」


    　冗談が過ぎる。


    　そして、幼女は立ち上がって言った。


    「これからお兄さんには、たくさんなんとかしてほしいものがあるんだよ」


    「なんとかって？」


    「……華か蓮れんも……栄えいちゃんのことも……そらから来る、アレのことも」


    「え、ねえ、君、これどういうおままごとの展開？」


    「……てきは……そらからまいおりる、マンドリル……くくっ……」


    　幼女は、口を押さえてさもおかしそうに笑った。……と、その時。


    「師匠～」


    　遠くから桃もも香かちゃんの声が聞こえてきた。振り向くと、桃香ちゃんが俺に向かって駆けてきていた。


    「あ、桃香ちゃん、こっちこっち。今、子供と遊んで……」


    　俺が再び向き直ると、幼女はもうどこかにいなくなっていた。


    「……あれ？」


    　そんな俺を、桃香ちゃんが不審そうに眺める。


    「どうしたんですか？　ぼんやりして……」


    「いや、さっきまでここに小さい金髪の女の子がいたんだけど……あれ？」


    「それより師匠、今日はありがとうございます！　えっと……立ち話もなんだから、そこのファミレスにでも入りませんか……？」


    「あ、ああ……」


    



    　一体、どこ行ったんだろう、さっきの子。


    　何か、子供じゃない人と話してたみたいな、不思議な体験だったな……。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　俺と桃香ちゃんは近くのファミレスに入った。


    「あっ、あの、わたし、ドリンクバーだけでいいです」


    「いいよ。おごるから、気にしないで何か頼んで」


    「えっ……！」


    　桃香ちゃんはメニューをしばらく見た後、おそるおそる指差して言う。


    「じゃ、じゃあこのフォッカチオを……ふ、奮発しすぎですかね……？」


    　税込み百円だった。


    「もうちょっとまともなものでもいいけど……まあいいか」


    　ウェイトレスさんを呼んで、桃もも香かちゃんはフォッカチオとクリームソーダ、俺はチョコパフェを注文する。俺の秘密……というほどでもないが、甘い物は嫌いではないのだ。


    「で、どうしたの、相談って」


    「あ、はい。ええと……あの、わたし！　絶望、してるんです！」


    　桃香ちゃんは、幸せそうに飲んでいたクリームソーダから口を離して言った。


    「……そうか。お金なら、俺もあんまないけど、場合によっては……」


    「い、いえ！　わ、わたしお金はなくてもやっていけますから。それより……イラストのことなんです。あの、わたし……絵が上う手まく描けなくなっちゃったんです……！」


    「絵が描けなくなった……？　でもちょっと前も全然描けてたじゃん。あの双方向映画の試写会で応援イラストとか」


    「なんていうか……ごまかしごまかしなんです。例えば……」


    　桃香ちゃんは、そばにあったナプキンとアンケート記入用のボールペンを手元に引き寄せ、すらすらとその筆を動かし始めた。


    「……すげえな」


    　いつ見ても、惚ほれ惚れするようなペン捌さばきだ。熟練のイラストレーターの筆の運びというのは、それだけで一流選手のスポーツを見ているような感動がある。あっという間に、美麗な人間（成人女性）の絵が完成した。ややアニメタッチではあるが。


    「例えば、さっき来たウェイトレスさんをモデルにしたこの落書きですけど……」


    「え、これ落書きだったのかよ！」


    　上手い人の落書きは、絵心のない俺からしたら完璧なイラストに見える法則。


    「ほら、全然だめですよね。もうわたし、昔みたいに、描けなくなっちゃったんです」


    「いや、十分上手いと思うけど……」


    「いいえ、デッサンの狂いって、裏返してみるとよく解わかるんです……ほら」


    　桃香ちゃんがナプキンを裏返し、絵を透かして見せてくる。確かに、さっきより人間っぽさがなくなった気がするが……。


    「まあ、俺には解んないけど……要するに、スランプってやつなのかな」


    　俺の発言でやっと適切な言葉を見つけたのか、桃香ちゃんは少し嬉うれしそうに頷うなずいた。


    「はい……そう、スランプなんです！」


    「俺からしたらイチローが打率三割きっちまったって悩むレベルに見えるけどな。でも……たぶん、誰にでもあることなんじゃないか？　俺は凡人だからあんまりアドバイスらしいアドバイスはできないけど、そういう時はとにかくがむしゃらに描きまくるか、しばらく休んでみるか、その二択しかないと思うぜ」


    「いえ……実はそれだけじゃなくて、わたしが上う手まく描けなくなっちゃった理由には、インターネット絡みの心当たりもあるんです。だから、インターネットといえば師匠に聞いてほしくて」


    「インターネット絡みの？」


    　俺は少し姿勢を正す。というか、みょろきーにしろ、桃もも香かちゃんにしろ、なんでネット絡みのことで悩むとすぐ俺に相談してくるんだろうか……。変な信頼感だ。ま、確かにできるだけのことはするけど……。


    「それで、どういう？」


    「……絵描きさん仲間がいっぱいいたけど……いなくなっちゃったんです」


    「へ……？」


    「ネットから、人がいなくなっていくんです」


    　その発言に一瞬ドキリとしたが、冷静に考えるとネットならよくありそうな話にも思える。ネットユーザーのサービス退会なんて珍しい話ではない。


    「それも、わたしの絵を『いいね！』ってしてくれた人ばっかりが……だからわたし、最近誰にも『いいね！』してもらえなくなって……」


    「なるほど。『いいね！』してもらえなくなったから、絵に対する自信もなくなったわけか」


    　最近のＳＮＳには、一つの傾向がある。


    　Tweeterツウイーターであれば、気に入った発言には星ふあぼ。その他の日記系にも『いいね！』ボタンに値するものが九割がた、つくようになった。


    　総じて名前は違うのだが、乱暴に言って『承認欲求』を満たしてくれるボタン、『承認装置』と俺は言い換えることにしている。


    　承認装置、それはＳＮＳを続けていくために必要なものだ。


    　なぜって、俺たちが生きるのに、誰にも承認してもらえないのはつらいことだからだ。


    「うーん……でもさ。ネット上から人が消えるってのは、切ないけど、仕方のないことだよ。急に全てに嫌気がさすとかもあるし。健康上の理由だったら……哀しいことに俺たちにそれを確かめる術すべはないに等しい」


    「いいえ……一回や二回じゃなくて、毎日、少しずついなくなってるんです」


    「毎日少しずつ……」


    　なんだか、話が怪談かミステリーじみてきたな。まあ、確かにそこまで来ると、奇妙な感じはするが……。


    「八や雲くも先輩に相談とかは？　Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの仕し業わざかどうかの判断ってのは、あの人が得意だろうし」


    「八雲先輩に話したら、おおごとになりすぎる気がして……。もし本当に大した理由じゃなかったら、絵描きさん仲間に申し訳ないので……」


    　なるほど。確かにあの人なら、イラストサイトの会員の個人情報を全入手した上、プライバシーにずかずか踏み込んで家庭事情を調査したりしかねないな……。


    「……解わかった。ちょっと俺の方で軽く調べてみることにするよ。桃もも香かちゃんにはいつも世話になってるし。もしＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが絡んでるようなら改めて八や雲くも先輩に相談すればいい」


    「あ、ありがとうございます！　師匠！　えへへへ……」


    　桃香ちゃんはずずー、とクリームソーダを飲み干していた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　八雲先輩の手を煩わずらわせる前にも俺が相談できる相手はいる。


    　些さ細さいなことも見落とさないためにも、調査時にはもう一人ぐらい側そばにいてくれた方がよい。


    　……ということで、俺は自宅に相棒の京きよう子こを呼んで、今、一番ネットで流行しているらしいイラストサイトを見てみることにした。とりあえず状況確認だ。


    「こ、ここが焔ほむらの家かあ……」


    　なんだか、京子が固くなっている。居間からきょろきょろと周りを見渡している。キッチンの方からは、夕食後の皿洗いを手伝ってくれている奈な美みの水音が聞こえる。


    「あんまり緊張するなって、奈美もいるんだから。えっと……それより、このサイトでいいのかな」


    　俺は、桃香ちゃんが普段登録してメインに使っているというイラストサイトのページを開いた。すると、小太りの妖精が画面内に飛んできて挨あい拶さつする。


    『こんにちは！　ピクシーズへようこそブヒヒ！　ぼ、ぼ、ぼくはイラストサイト【ピクシーズ】サイト案内妖精のブラック・腐乱死体ちゃんだよ。げふふー』


    　この小太りの妖精がマスコットキャラらしい。


    「……可愛かわいくないマスコットだな」


    　しかし、サイトの右上には『登録人数二千万人突破！』などと景気のいいことが書かれている。なかなか盛り上がってるんだな。


    「へえー……すごいんだね、イラスト投稿サイトって」


    　ネットにあまり聡さとくない京子が感心したように相あい槌づちを打つ。


    　まあ、なにしろ世は一億総クリエーター時代なのだ。


    　一昔前までは十数万円していたようなお絵かきソフトでさえ、現在ではフリーで同等レベルのものが使えるようになった。しかも、描いた筆跡そのままにディスプレイに表示される液晶タブレットなどといった便利な機材もすごい勢いで普及している。


    　イラスト分野に限らず、ＤＴＭデスクトツプミユージツクソフトは鼻歌を入れれば伴奏をつけてくれるようになったし、動画編集ソフトもどんどん扱いやすくなってきている。


    　ということで、ものを作ることのハードルは、年々どんどん下がっていった。


    　ただ──その結果、何が起きたか。


    　母数が増え、埋もれてしまうコンテンツ量の増加である。


    　それは言い換えれば、頑張っても報むくわれない、あるいは気付かれない人間が増加したことを意味する。彼ら、彼女らは叫ぶ。


    　ねえ、私の絵を見て。私の作品を見て。私のことをすごいと言って。


    　私に、ここにいてもいい理由を与えて。


    　承認欲求の、果てしなき肥大。


    　現代のネットには、そんな妄もう執しゆうがいつだって溢あふれている。


    



    「お、カグツチの絵を描いてくれてる人もいるぞ！」


    　そのサイトをサーフィンしていた俺は感心して、そのタグ（『八や雲くも重工インフレーム』）をクリックする。八雲重工がガイドブックを多数出版していることもあり、なかなか正確にかっこよく描いてくれているものが多いが……その中で一つ気になるタグがあった。


    



    【カグツチ中の人予想！】


    



    「…………」


    　俺は、ちょっと嫌な予感がしてそのタグを開く。


    



    『今日は、カグツチの中の人を予想して描いちゃいます！　俳優の玉たま本もと哲てつ也やくん似だったらよいなー……なんてっ』


    



    　めっちゃイケメンのイラストが描かれていた。


    「おおおい！　俺、そんなイケメン俳優じゃねえよ！」


    　期待ばかり膨ふくらんでいることに申し訳なさが募つのる。


    「わあ、焔ほむら、かっこいいなあ……」


    「いや、美化されても困るんだけど！　……っていうかそうだよ、桃もも香かちゃんのページ見なきゃ」


    　俺は、教えてもらっていた桃香ちゃんのユーザー名「ももぴょん」から検索し、個別ページに飛ぶ。そして桃香ちゃんの最新イラストに寄せられたコメント一覧を見てみた。


    



    退会したユーザー


    『すごい！　ももぴょんさん、ほんとに素敵です』


    退会したユーザー


    『私も、こんなイラストが描けたらなー』


    退会したユーザー


    『がんばってもこんなの描けませんっ』


    



    　なるほど、確かにコメントをくれた人の「退会したユーザー」率が半端ない。


    「でも、この人たちがインターネットの向こう側で今どんな生活を送ってるかなんて解わかんないもんなあ」


    　さて、なにはともあれ、俺もこのサイトに登録して様子でも見ることにしよう……。とは思ってみたが……叔父さんが戯たわむれに買ってきて放置した液晶タブレットは自宅にありはするものの、俺は普段イラストなど描かない。絵心がないのだ。ましてやネットに上げるなんてしたら、どんな嫌なことを言われることか……。


    　俺は、隣にいる相棒をじっと見つめてみた。


    「……京きよう子こ。お前、絵、得意か？」


    「な、何？」


    「イラストサイト、お前が登録してみたらどうだ？」


    「あ、あたしが……？」


    「そうだ、せっかくだからカグツチ中の人タグで試しに描いてみてくれよ」


    　俺は面白がって言うが。


    「そ、それは……」


    　京子は、少し言いよどんでから、上目遣いで俺の顔を見つめた。


    「ど、どんな絵でも怒らない？」


    「え、なんで怒るんだよ。俺が描いてみてくれって言ってるんだぜ？　おかしなやつだな」


    「う、うん、うん！」


    　なんだか嬉うれしそうな表情を見せたので、俺は京子のアカウントを登録してやってから、液晶タブレットを渡してやる。京子は、腕まくりをしながら液タブに向かった。


    「よぉーし！　はりきって描くぞ！」


    



    　それから十分後……。


    「うおっ……！」


    　俺が見たものは、悪夢だった。地獄だった。阿あ鼻び叫きよう喚かんだった。


    　端たん的てきに言うと、京子の指先から顕けん現げんしたのは今にもＳＡＮサン値の下がりそうなクリーチャーだった。クリーチャー……の群れだった。なんで人物画に群れが発生してるんだ。


    　ぐじゃぐじゃとテグスが絡まったような輪りん郭かくから、そこはかとない心の闇やみを感じる。頭に刺さっている……としか思えないウニのような物体の先から見えてるこれ、脳じゃないのか……？


    「うーん、ちょっと赤が足りないかな？」


    「おい！　人間だろこの絵！　なんで、赤の配色が必要なんだよ！」


    「そっか！　じゃあこれで完成っ！」


    　自信満々に京きよう子こはＶサインを作る。


    「あたし、昔からお父さんやお母さんには『お願いだから京子は絵を描かないで』って言われてきたけど……お、お絵描きって楽しいね！　ちょ、ちょっと自信がついてきた！　これならダ・ヴィンチも使えちゃうかな？」


    　自信、ついてしまったのか……。


    「じゃあ、ピクシーズにアップしてみるね！」


    「あ、京子、やめといたほうが……」


    　だが、京子はアップロードしてしまう。その数分後。思ったより……というか、ある意味で思った通り、いくつもコメントがついた。


    



    『が、画伯だ……！』


    『画　伯　爆　誕』

  


  [image: ]


  
    『この先有望な画伯ですな』


    



    「わ──！　コメントで褒ほめられた──！　やった─────────────────！」


    「……………………よかったな、京きよう子こ」


    　俺は、教えないでおこうと思った。


    　ネットでは、『画伯』という言葉にはしばしばネタ的なニュアンスが含まれるということを。


    



    「いっぱいお気に入りポイントがもらえたよ！　嬉うれしいなあ。えへへ」


    「……ある意味、これも承認だもんな……まあいいか。しかし、桃もも香かちゃんまわりのことは結局この程度じゃ解わからずじまいか……」


    　そもそも、事件性があるかどうかも解らないのだ。


    　俺の予想だと、一億総クリエーター化時代で、承認が足りずに心が折れるなどしてある程度の自主淘とう汰たが働いてしまったとか、そんなところではないだろうか。なぜなら、桃香ちゃんのイラストについていた『退会したユーザー』のコメントは、大抵が羨うらやましい、とか言ったコンプレックスを感じているようなコメントが多かったからだ。


    　とりあえずは……しばらく静観して、様子を見てみるか。


    



    　その時の俺は、そう思っていた。余裕綽しやく々しやくで。


    　だが、そんな俺の余裕綽々っぷりはすぐに裏切られることになる。


    



    　次の日から、桃香ちゃんが失しつ踪そうしたのだ。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　さすがにこれはただごとではないと、俺たちネットガーディアンズは、八や雲くも先輩の研究所に集合していた。


    「もう、一週間近くか……桃香ちゃんと連絡が取れなくなって」


    「心配だみょろ……焔ほむらっち、まったく何やってるみょろ」


    「俺のせいなのかよ！」


    「桃香ちゃん……事件に巻き込まれてたらどうしよう。すぐ、悪いやつをやっつけに行かなきゃ！　正義のためにっ！」


    　みんな憤いきどおったり心配したりしている。


    「匂さき坂さかくんももう少し早く言ってくれればよかったのに。八雲重工の総力を結集したら退会したユーザーだって捜索できたわよ。人海戦術で各ユーザーの私生活、性生活、実家の職業を暴くぐらいのことは……」


    「八や雲くも先輩のその態度が桃もも香かちゃんにためらわせたんですが……」


    「失礼します、お嬢様」


    　と、その時。八雲重工専属執事の多た津づ島しまさんが、研究所に入ってきた。


    「……どうしたの、多津島」


    「それが……ガーディアンズの皆様に面会したいという方がいらっしゃってるのですが」


    「……面会？　何言ってるの、私たちがインフレームを使ってるってことは公には……」


    「それが、卯う月づき様の身内だとおっしゃられるのです」


    「なっ……!?」


    



    　俺たちが、その人物を研究所に呼び寄せると──。


    「こんちは！」


    　イガグリ頭の小さな男の子がいた。十歳くらいといったところか。どことなく、桃香ちゃんの面影がある。


    「……君は？」


    「桃香姉ちゃんの弟のケンジです。金ください！」


    　ケンジくんは、傲ごう岸がんなんだか可愛かわいらしいのか解わからないあどけない表情で手を差し出してくる。


    「桃香ちゃんの弟……！」


    「ねえ、お兄ちゃんたち……姉ちゃんを助けてくれよ！　そして百円でいいからください」


    「……で、君、なんでここ知ってたの？」


    　後半の文章は接尾語のようなものなのだな、と理解した俺たちは普通にケンジくんに尋ねる。


    「姉ちゃんが、こっそり教えてくれてたんです、八雲重工でヒーローやってるって、ボランティアで。で、おれ失しつ踪そうした原因みたいの見つけたんで」


    「……インフレームのことをあまり言いふらしてほしくはないのだけれど……まあ、今回ばかりは手がかりが残ってて助かったわ」


    　八雲先輩は不機嫌そうなほっとしたような複雑な顔をする。


    「おれ、一週間前に姉ちゃんがいなくなって……どうしようかって悩んでたら、姉ちゃんのパソコンに残ってたこれが手がかりになるんじゃないかと思って持ってきたんです。あー、肩こった。骨折れたかな。病院代ください」


    　そう言いながらケンジくんは、背中のリュックサックからノートパソコンを取り出す。


    　そこに表示されていたのは、桃香ちゃんがログインした状態のままのイラストサイト『ピクシーズ』のアカウントだったが……。


    「これの？」


    「メッセージ欄見てください」


    　なるほど、桃もも香かちゃんが受信したメッセージ欄の一番上に、こんな奇妙なメッセージが残っているのを発見した。


    



    『承認国家イーネカディアにようこそ！』


    



    「……なんだこれ。イーネカディア？　承認国家？」


    　俺は、さらにそのメッセージの詳細をクリックしてみる。


    



    『最近、イラストがどうも上う手まく描けない。他の人は、なんであんなに自分より上手く描けるのかわからない。とにかく、イラストは描けないけど承認欲求だけが爆発してもう生きるのがつらい。そんな全てのあなたに、快適な楽園をご案内！　今なら、直通フェリーが無料でお迎えに上がります！』


    



    　そんなメッセージと共に、島の地図、フェリーの定期便の乗船場所案内が書いてある。受信日を見ても、間違いなく桃香ちゃんが失しつ踪そうする直前だ。


    「この島……国外かよ。場所は……南海諸島のあたりか？　ケンジくん、これを発見した前後の桃香ちゃんは？」


    「うん……その日、おれが銭湯行こうよって誘ったんだけど、姉ちゃんそのパソコンを食い入るように見つめてて上の空だったんだ。あ、ちなみにうちの家電は全部拾ったものね」


    　もはや、この『イーネカディア』というものが、桃香ちゃんの失踪に絡んでいることはどう考えても疑いようがなかった。


    「これは……匂さき坂さかくん、ちょっと確かめてもらえるかしら」


    「……言われなくても、行きますよ。放っておけるわけがない。ありがとな、ケンジくん。教えてくれて。ちょっと調べてみるよ」


    　俺は、ケンジくんの頭を撫なでてやる。


    「うん！　任せます！　あと最後にキャッシュカードの番号教えてください！」


    「百円やるから家で大人しく待ってろ、な」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　それから三十分後。


    　俺はカグツチを着装すると、南海諸島に向かって南の洋上を飛行していた。


    　まだ桃香ちゃん失踪の詳細が解わからない以上、潜入調査にあまり大所帯で向かってもしょうがない、ということで、俺が単独で行動することになった。とはいえ、無線で八や雲くも先輩がサポートしてくれる声は聞こえていた……のだが。


    『あー、匂さき坂さかくん、聞こえる？』


    「聞こえてますよ。なんです？」


    『あれから色々と調べたのだけど、追加情報があるわ。今回向かう島……例のメッセージに【イーネカディア】と書かれていた島ね。本来は無人島みたい』


    「へえ。無人島のはずの島。これは匂いますね」


    『だけど、無人島ってことはちょっとまずいのよね』


    　無線から聞こえてくる八や雲くも先輩の声は随分深刻そうだ。


    「なんですか、一体、無人島だと……」


    『その孤島、カグツチがサポートしてる通信回線、５Ｇのアンテナがないの』


    「……アンテナがない？　……つまり？」


    『ディスプレイの右上を見てくれれば解わかるわ』


    　その時、カグツチ内部のディスプレイの右側で、真っ赤なメッセージが点滅するのが見えた。


    



    【圏外】


    



    『インターネット接続環境がないから、新しくカグツチにフレイムを供給できなくなるわ』


    「なっ……！　そんなのありかよ！」


    『どうする？　一旦戻って、炎上してフレイムをたっぷり溜ためてから改めて行く？』


    「いえ……桃もも香かちゃんのことを考えると一刻も無駄にできない。フレイムを節約しながら動く方向で、とりあえず島に向かってみますよ」


    『……お願いね』


    



    「地図の住所によると、ここがその島だけど……」


    　俺は、その島の上空に着いて、浮遊しながらその島を見下ろす。


    　さすが無人島、もうすっかり夜も更けていたため、あたりは真っ暗……かと思いきや。俺は拍子抜けする。島の中央に、異常に大きな正方形の建物ができているのだ。


    　しかも、ネオンサインなんかで周囲をめちゃめちゃ飾ってある。『承認国家イーネカディア』って、こんなとこでディスプレイしても誰か来るのかよ……。


    「……つうか全然無人島じゃねえじゃん。なんだこの建物」


    　とりあえず、俺はその建物の少し手前で島に降りると、装甲を解除してカグツチをスーツケースモードにした。それにしても、まさかフレイムが補充できないとはな。


    「一応、桃香ちゃんの分も持ってきたんだけどなあ……」


    　スーツケース二つを抱かかえた俺の格好は、どう見ても旅行客ってところだ。


    「……ていうか、ほんと何なんだ、この建物」


    　俺はその正方形の建物にそろりそろりと近づいてみる。


    　この建物、ネオンサイン以外はまるで箱のようだ。入り口は一応正面についているが、そうそう気安く入っていくわけにもいかない。なにか、中の様子が確認できそうなところは……。


    「……お、あそこに窓がある」


    　俺は、身を屈かがめながらその窓の側に近づき、こっそり覗のぞき込んでみる。


    　すると中では、黒い軍服に身を包んだ女性が右腕にパソコンマウス（ワイヤレスタイプ）を持って振り上げていた。その向かいには、数十人に及ぶ、青いジャージの人間。


    「さあ、では今日も承認トレーニング、参りますよ。クリックを」


    　女性教官は右腕を振り下ろす。


    「いいね！　いいね！　いいね！　いいね！」


    「「「「いいね！　いいね！　いいね！　いいね！」」」」


    「承認！　承認！　承認！　承認！」


    「「「「承認！　承認！　承認！　承認！」」」」


    「さあ、はりきって承認しましょう！　自分が承認されるために！」


    



    「あ、あわわわ」


    　その異様な光景に、俺は窓から覗くのをやめて、壁を背につける。


    　な、なんだここ……。あっけに取られた俺は混乱を抑えてその場から離れようとするが。


    「……うわっ！」


    　突然曲がり角を曲がってきたジープのヘッドライトが、俺の身体からだを照らした。大きな声でいきなり恫どう喝かつされる。


    「誰だ！　そこを動くな！」


    「ひっ！」


    　見つかってしまった。


    　大きなジープは、さらにゆっくりと近づいてきて……顔が判別できるほどの距離になると、車を運転していたガタイのいい白髭の老人が俺の前に車を止めた。先ほど窓から見た女性と同じ黒い軍服のようなものを着ている。手には銃剣のようなものを持っているため、迂う闊かつに動くことも、ましてやカグツチを装着することもできない。


    「……ふうむ？　君は……」


    　──が。老人は俺の両手に抱かかえているスーツケースを見て、何かを合が点てんしたように手の平を叩たたく。


    「ああ。君も、承認を求めて独自ルートでこの島に辿たどり着いたのかね？」


    「え……？」


    「構わんよ。楽にしたまえ。たまに君みたいな人も来るんだよ。その度胸……『いいね！』。ふふふ。仲間に入れてあげるから安心したまえ」


    「は、はあ……」


    　どうやら、警戒は解かれたらしい。


    「車に乗りたまえ。入り口から、きちんと案内してあげよう」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「Ｂブラボー班長、この子は島にやってきた新規入国希望者だ。国内を案内してやってくれ。わしは引き続きパトロールに戻る」


    　ぐるっと回って建物の入り口前まで来ると、先ほど『いいね！』を連呼していた女性の軍人らしき人（Ｂ班長というらしい）に、俺はそのまま引き渡された。


    「はい、お疲れ様です、Ａアルフア班長。あ、少々お待ちください。Ａ班長、あなたのそのパトロールっぷり……」


    　Ｂ班長は、Ａ班長に向かってサムズアップする。


    「『いいね！』」


    「ふふふ、無駄に年を取ってはおらんよ」


    　Ａ班長はまんざらでもなさそうに身をくねらせた。なんだ、このじいさん……。それから、Ａ班長は再びジープで島を回っていき、俺はＢ班長と二人で取り残された。


    　このＢ班長という人、年齢は二十代前半ぐらいだろうか。赤髪で顔には少しそばかすもある。日本人とヨーロッパ系の顔立ちのハーフという感じ。ぴっちりした黒い軍服の上からでも、そこそこ豊満な乳房を持っているのが見て取れる。いかにもスポーティな軍人女性だ。


    「新規入国希望者かあ。君、どうやって知ったの？　ここ」


    　口調も結構男っぽいというか、サバサバした感じだ。


    「か、風の噂うわさで……」


    「ふうん……なんでもいいか。君のその度胸……」


    　Ｂ班長は、ウインクしながら親指を立てた。


    「『いいね！』」


    「…………へっ？」


    　まただ。さっきからのそのフリに、俺は啞あ然ぜんとするしかできない。


    「さっ、じゃあ国内を見て回りましょう」


    　そしてＢ班長はくるりと振り返って、微かすかな明かりが漏れる入り口まですたすたと歩いて行く。


    「は、はい……」


    　なんか、とんでもないことになってきちゃったぞ。俺は、一応Ｂブラボー班長に尋ねる。


    「ええと……Ｂ班長さん？　でいいんですか？　正式なお名前は？」


    「Ｂ班長。それだけ。ここでは、持ち回りで務める班長の間は名前はなくなるの。プロジェクトの仕組みとして」


    「はあ……」


    「この承認国家イーネカディアは、全ての活動が等しく『承認』される。一応取りまとめ役はいないといけないから交代で班長は変わるけど、人間に上も下もなく、全てが『いいね！』される場所なの」


    「承認……？　『いいね』……？」


    　そして、Ｂ班長さんはゆっくり押すように扉を開いた。眩まぶしい光が、俺の目に飛び込んでくる。


    「さあ。楽園へ、ようこそ」


    



    　入り口から入って、すぐ左の部屋にまず案内される。中は四十メートル四方はありそうな大きなプールになっていた。プール内には、十数人ほどの人が、楽しそうに泳いだり遊んだりしている。そして、ビーチサイドでは、デスクトップパソコンに向かって踊っている人、歌っている人が何人かいる。


    「ここは生なま主ぬし温水プールよ」


    「なまぬし温水プール……？」


    「うん。動画サイトでの生中継を好む人が集まってる場所。顔出し雑談、弾いてみた歌ってみた踊ってみた。何をやってもいいんだ。この国内では、何をやっても、温かく迎え入れてくれるから。だから、この部屋のメインはパソコン前。そのプールは……ただの待機スペース」


    「プールである必要性が微み塵じんもない！」


    　Ｂ班長は、近くでビーチボールをトスし合って遊んでいた数人に声をかける。


    「あー、君たち、自由時間中？　この新入りくんに自己紹介してくれるかな？」


    「あ、いいですよ」


    　そして、五人ほどがプールから上がってくる。彼らは、順番に俺の前に整列し、一人ずつ自己紹介を始める。格好は、男子は海パンに坊主頭、女子はスク水に水泳帽と、画一的だ。


    　まず、二十代前半ぐらいに見える男子。


    「俺は、主に『歌ってみた』タグで活躍する『歌い手』！」


    　次にナイスバディの、二十代後半ぐらいに見えるお姉ちゃんが自己紹介した。


    「私は、『踊ってみた』タグで活躍する『踊り手』！」


    　俺は、絶句しながら光景を見守る。


    「な、なるほど……歌い手に踊り手か。よくいるよな、こういう人たち」


    「ううん、これだけじゃないわ。イーネカディアの承認システムは、さらなる高次元の存在を生み出すことに成功したのよ」


    「さらに高次元？」


    　三人目以降も、順番に自己紹介を続けていく。全員男……だが、格好はもれなく海パンに坊主頭だ。


    「僕は、動画を鑑賞して楽しむ『み手』！」


    「おれっちは、新しい動画がアップされてないか常に気にする『気にし手』！」


    「我が輩は、彼らと無関係を装う『装い手』！」


    　それらの『手』たちは、少し格好よさげにポーズを取る。


    「おれたち、イーネカディア生なま主ぬし手てグループＡ！」


    　Ｂブラボー班長が自慢げに言う。


    「これが彼らのコンビネーション。歌い手が歌を歌い、踊り手がそれに合わせて踊り、み手がそれを喜んで鑑賞し、気にし手が新着動画がアップされてないかいつも気にし、最後に装い手が無関係を装うの。そして、それらの活動は全てが別部署によって『いいね！』と賞賛される。どう、完璧なサイクルでしょう」


    「後半のやつら、特に何もしてないだろ！」


    　そんなツッコミは置いておいて……。


    「ていうか、この人たち、全員同じ格好ですけど、生配信本当にやるんですか？　最近生配信とか増えてるのに、個性を出さないと視聴者は……」


    「いいえ。必要ないの。承認共産国家ではいつも決められた量だけの承認が来るから」


    「承認……共産国家？」


    



    　俺は、疑問を抱かかえながら次の部屋に向かった。


    「ここの部屋は、ゲーム実況者部屋ね」


    「実況者部屋……」


    　大部屋に、机とパソコンとゲーム機が隙間なく並べられ、みながみなヘッドセットに向かってぼそぼそつぶやいている。


    「これ、なんかまるで大企業の『お客様相談』電話受付部署ですね……。ていうか、ゲーム実況ってこんなぼそぼそしてていいのかよ」


    「イーネカディア内に限っては、別に面白い実況をする必要ないもの。イーネカディアの住人は、『いいね！』しかしないから、ただゲームをやりながらぼそぼそ喋しやべっていればいいの。だから、この部屋はいつしかこうなったわ」


    「そういうものなのか……」


    　Ｂ班長は、早足でつかつかと歩いていく。


    「さ、どんどん行きましょう。ゆっくり回ってたら夜が明けて班長のシフトが変わっちゃう。こっちの部屋は、顔出しで活動するのが嫌な歌い手たちがイケメンや美女になった似顔絵を描いてもらえる部屋よ」


    　椅い子すに、おっさんが座っている。その向かいで、上う手まそうな人が絵を描いている。


    「あのおっさんは……」


    「あれは、三十六歳の歌い手『ぷにょりん』さんね。青春時代に一度もいいことがなかった分、モテモテになりたいっていうから、せめてイラストで自分を美化しようって」


    「生々しくてなんかつらい！」


    「そして、この部屋で絵を描いている『絵師』は隣の部屋から供給されてるわ。あそこの『ピクシーズ』ユーザー専用部屋よ」


    「へえ……」


    　そこで、その室内を眺めた俺は驚きよう愕がくする。見知った顔が、そこにいたからだ。


    「えへへ……今日も褒ほめられちゃいましたあ……」


    　桃もも香かちゃんが、とろけきった表情で絵を描いていた。


    　桃香ちゃん……やっぱ、ここにいたのか……！　ってか、あれ大丈夫か!?


    　今すぐ駆け寄りたいが、Ｂブラボー班長の手前それはやめておく。Ｂ班長は自慢げに鼻を鳴らしている。


    「……と、こんなもんね。どう、新入りさん。魅力的に見えた？」


    「み、魅力的、って……」


    「この島は、承認されたい人がお互いに承認し合って『承認生態環』を構築している夢の国なの。この国で暮らす人は、時間で決められた一定量だけ、決められた人を承認する。評価基準は便宜上、『いいね！』に統一してあるけど。誰一人傷付けることはないし傷付けられることもない、まさにクリエーターにとっての夢の楽園よ」


    「でも……これ、いい作品生まれるのかな……」


    「何言ってるの……。私たちは『いい作品』を作る必要なんてないの。この国では、才能や内容に関係なく、一定量の承認がもらえる。だったらいいじゃない。私たちはものづくりがしたいわけじゃなくただ『承認』されたいだけなんだから」


    「だって、そんなの……」


    「さ、新入りさん、何か描いてみてよ。なんでも、どんなヘタでもいいのよ」


    　そして、Ｂ班長は紙とペンを渡してくる。


    「え、いや……それは……その……」


    　どうせ炎上するから、とは言えない。


    　いや。待てよ。もしかしたら……俺にとってもここは楽園たり得るのか？


    　誰にも嫌なことを言われない、罵ば倒とうされない、ネットユーザーに夢のような楽園が……。


    　って、いやいや、いかん！　そんな気の迷いを、なんとか振り切る。


    　俺は、手近にいた、液タブに向かって涎よだれを垂らしまくりながらとろけている男性の肩を揺すって問いかける。


    「ねえ、あんた！　あんた！」


    「うへ……やっと来られた……俺は来られたんだ理想郷に……」


    「本当ですか！　そ、外の世界に未練はないんですか！」


    　俺ががくがくがくがく、と頭をめっちゃ揺すりながら呼びかけると。


    「……うっ、そ、外の世界……だと……外、だとおおおお！」


    「ひっ！」


    　とてつもない量の殺意を向けられると共に、親の仇かたきみたいに睨にらまれる。


    「余計な……余計なこと思い出させないでください！」


    「余計な……こと？」


    「だって……外の世界の僕は、才能もないし、努力をすることさえできなかったんだ。世の中は不公平だ。生まれ持っての才能や、小さい頃からの努力の量で、気が付いたらもう取り返しがつかなくなってる。それでも『承認欲求』だけは底なしの温泉みたいに湧いてくる。才能も努力もないのに誰かに認められたいと思ってしまったら……もう、ずっとここにいるしかないじゃないですか！」


    「うっ……」


    　その言い分を……間違ってる、とは誰が言い切れようか。


    　心のどこかで、ここを楽園だというのが解わかる、という気持ちもある。


    　でも……強すぎる承認は、きっと劇薬に変わる。あのとろけきった桃もも香かちゃんを見て思う。


    　一方、その様子を見ていたＢブラボー班長に問われる。


    「どう、解った？　ここは自治ができてる夢の楽園なのよ。あまり無茶しないでちょうだい」


    「……ていうか、じゃあ、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムは一切関係ないんですか」


    「Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム……？」


    「ネットに対するヘイトを溜ためて、ネット廃絶を目もく論ろむ悪の組織です」


    「なにそれ。私たちは私たちで完結した生態環なの。そんなわけのわからない組織は入れてないわ。それに第一、ネットを嫌いにならないために私たちはここに集まってるのよ」


    　なるほど、もっともな言い分だ。この一件に関しては、どうやらＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの悪巧みではないらしい。ここに集まった人たちは、純粋に承認がほしい、それだけで動いているのだ。


    「それより新入りさん。あなたは、どの部屋に入ることに決めた？　一緒にこのサイクルの中で暮らしましょうよ！」


    「……生あい憎にくだけど、俺はここに承認を求めて来たわけじゃないんです」


    「……え？」


    　俺が言い切ると、Ｂブラボー班長の顔に驚きよう愕がくの表情が浮かぶ。


    「中に知り合いがいるんです。連れて帰ってもいいですか？」


    　そう言うと、Ｂ班長はふるふると首を横に振った。


    「それは……ダメよ。だって、ここにいる全員は、ここにいることを自分で望んでいるし、かけがえのない承認サイクルの一員なんだから」


    「なら、せめて本人と話だけでも……」


    「いいえ……さっきも言ったでしょう。私たちは完結した一つの生態環なんです。今さら乱されても……せめて、本人からここを出たがっているなら話は別ですが……。あの、申し訳ありませんが、明日この島からお引き取り願えませんか」


    　どうやら、正攻法ではダメそうだった。


    「今晩の部屋はお貸ししますので、早朝の定期船でこの島からお引き取りください。お願いいたします」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「酷ひどい部屋だな」


    　その晩、俺が通された部屋。


    　別に拷ごう問もんの痕あとらしき傷や血ち糊のりがついている『拷問部屋』というわけではない。


    　ただ、承認部屋とでもいうか。自分を褒ほめる言葉が、壁や床に所狭しと並んでいるのだ。


    



    『天才なんじゃない!?』


    『うまいね！』


    『君、最高！』


    



    　俺はドアノブを捻ひねるが、ガチャガチャと音がするだけ。


    「……鍵が掛けられてやがる」


    　早朝になったらまた参ります、とＢ班長は言って、この部屋に俺を入れたのだった。


    　だが、黙って待っているわけにはいかない。それに、幸いスーツケースは取り上げられていない。


    「……でも、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムと違って完璧に悪い人たちじゃないから、少し心は痛むんだが……しゃあねえよな……よっ」


    　俺は持っていたスーツケースを足で強く踏みつける。


    　その足元から、折り畳まれていた機械パーツが徐々に俺の身体からだを這はい上がっていき……。五秒後。俺は、完璧にカグツチを装着していた。ほんと、この携帯型が開発されてから便利になったもんだよな。一方……ディスプレイの右上には相変わらず『圏外』のマークが表示されている。


    「……フレイムの補給はできない。つまり、今あるフレイムだけで活動するってことか。リシさん、現状での活動限界の予測時間は解わかるか？」


    　俺は、内部のＡＩに呼びかけた。


    【ハローワールド☆　あなたのＡＩ、リシちゃんです。派手な戦闘行為を行わないと仮定した場合、カグツチ活動時間限界、もって十五分というところかと思われますね】


    「……短いな」


    【いえ、パターンから鑑かんがみるに、匂さき坂さか様なら十分射精に至れる時間かと思いますが】


    「何すると思ってるんだよ！　そして俺の何を知ってるんだよ！　だからリシさんＡＩなのにおかしいだろ！　最近マジ言動がおかしい！」


    　……まあ、それはともかく。この短い時間で、桃もも香かちゃんを説得して連れ帰るところまでいくのは困難だろうか。だが、やるしかない。俺は、鉄てつ扉ぴのノブに手をかけると──。


    「よっ」


    　そのままドア全体をひん曲げて、部屋から脱出した。


    



    「えへへ……えへ……わたし、じょうず……！」


    　まっすぐにピクシーズ部屋に向かうと、たくさんの絵師たちに交じって、まだ桃香ちゃんはイラストを描き殴っていた。そう。描き殴っていた。俺は今まであんなに雑にイラストを描く桃香ちゃんを見たことがない。それでも……本人は、とろけきった表情で幸せそうなのだ。


    「……ってか、近寄っても大丈夫かな」


    　ここにいる絵師たちは、ほぼ例外なく意識も定かでないような表情をしている。


    　突っ伏して寝ているか、絵を描いているかだ。


    「……桃香ちゃん。桃香ちゃん」


    　俺は、桃香ちゃんのブースに近寄り、その肩を叩たたく。


    「……へ？　あはぁ、カグツヒ？　ひひょうぅ～」


    　こちらに気付いてはもらえたようだったが、呂ろ律れつが回っていない。無尽蔵で無制限な『承認』というのは、ここまで人を酔わせるのか。


    「桃香ちゃん、帰ろう。こんなところにいちゃだめだ。君は、『承認』中毒になってる」


    　そして、俺はダ・ヴィンチのスーツケースをその手に無理矢理渡す。


    「これは……ダ・ヴィンチ……うっ、頭が……え、えも……わたしはっ……！　ここにいたいです！　帰りたくないっ！」


    　桃香ちゃんは強く言い放って、俺にダ・ヴィンチを突き返そうとしている。


    「桃香ちゃん……」


    「お絵描き友だちもみんなここにいたし……絵はみんな褒ほめてくれるし、クリエーターにとって夢みたいな場所なんです、ここは……」


    　そうやって、目を伏せて言う桃もも香かちゃんの表情は、どこか儚はかなげで。俺は決意した。


    「桃香ちゃん……残念だな」


    「ふえ？」


    「君は、俺の弟子だ。いや……弟子だった、かな」


    「……師匠……？」


    　俺は、今まで桃香ちゃんを拒絶したことはなかった。


    　師匠なんて呼ばれて、少しはいい気になってたからだ。でも──。


    「桃香ちゃん。君はなんで、俺なんかに弟子入りしたいって言ってくれたんだ？」


    「それは……炎上しても炎上してもがんばる師匠に、わたしにはあれはできない、って尊敬して……」


    　やっと、桃香ちゃんの顔がまともに戻ってきた。


    　そうさ。その顔に、俺は厳しいことを言う。


    「……今の君は、がんばってるように見えない。ていうか……褒められたいという感情しかその絵には見えてこない。それは……俺が見てきた桃香ちゃんじゃない。桃香ちゃんは、もっと純粋にお絵描きができる喜びを嚙かみしめながら生きてた子だろ！　だから…………君を、破門することにする」


    「はっ、はもん!?」


    　俺の言葉に、桃香ちゃんは強く殴られたような顔を見せた。


    「え、なんでわたし、師匠……」


    　その瞬間、ピー、ピー、と警告音が鳴り響く。


    【カグツチ、フレイムロスト。装甲を解除します】


    「……限界か」


    　派手な音を立てて、カグツチの装甲が外れた。丸まるアルマジロみたいに、バネの力でスーツケース状に戻っていく。


    　時を同じくして、イーネカディアの人間が集まってきた。脱走がさすがにバレたのだろう。


    「お、おい、お前！　どうやって部屋から出た！　こ、こうなったら力尽くだぞ！」


    「……ちょっと月が見たくなってね。構わないさ。捕らえてくれ」


    　俺は手を後ろに回す。その瞬間、スタンガンのようなものを肌に当てられ俺の身体からだに電流が走る。


    「がああああああああああああっ！」


    　俺は全身の力を失い、その場に倒れる。


    「くっ……痺しびれることしやがるじゃねえか……」


    「師匠……なんで」


    　俺の目の前で、桃もも香かちゃんが青ざめた表情を見せている。その手元には、まださっき渡したダ・ヴィンチのスーツケースが握られている。


    「さっさと逃げればよかったのに……わたしなんか放って……」


    「……弟子が間違った方向に進んでいたら、正してやるのが師匠の務めだからな。って、あ……破門したんだったか。じゃあ、俺のいたぶられ損かな。ハハハ」


    　そして、俺の身体からだは……誰かに引き摺ずられて。


    「……じゃ、ちょっと監禁されてくるわ」


    「師匠っ……！」


    　スタンガンが残っていたのか、カグツチに続いて俺個人も活動限界がきたようだ。


    　そこで、俺は意識を失った。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……今、何時だ」


    　気がつくと、さっきよりも随分殺風景な部屋で俺は目覚めた。完全に独房のようだ。ここはもう承認もしてくれない。上部にある明かり取りから微かすかな光が入ってきていて、ほぼ夜明けが近いことだけは把握できる。


    「……はは……今度は後ろ手に縛られてら……めちゃめちゃ手荒じゃねえか」


    　しかし、だ。こうなるとこの島の連中にも、少しずつ怒りが湧いてきた。


    　……ダークサイターと出会ってから、時々湧くようになった感情がある。


    　この世界は、滅ぼしてもいい。


    　俺を傷付ける、嫌なことを言い続けるネットを……人類を崩壊させたい。


    　そんな黒い靄もやのような感情が俺を支配し──。


    　その時だった。


    『師匠ー！』


    　俺の脳裏に、桃香ちゃんの顔が浮かんだ。


    「……桃香ちゃん？」


    　そうだ。この楽園で、怠たい惰だに耽ふける桃香ちゃんを俺は破門したんだ。


    　傷付くことを恐れていた彼女を、[image: ]しつ責せきした。だから、俺は──。


    　俺は、水面につけていた顔を離すように、覚醒した。


    「ぶはあっ！　危ねえ！」


    　何か、半分おかしなところに飛んでいた。


    　な、なんだったんだ、今の……。


    　しかしまあ、この縛られてるのがどうにかならないことには動きようがない。


    　頼みの綱はあの子だが、狙ねらい通り、なんとか俺の気持ちが届いてくれたらいいのだが──。


    　その瞬間、遠くの方で大きなものが壊れる音がした。


    「……ジャストタイミングだったか」


    　勢いよく、独房の扉が蹴け飛ばされる。


    　ダ・ヴィンチがそこにいた。


    「よ、桃もも香かちゃん。信じてたぜ」


    「師匠……わっ、わたしは……」


    　息を切らせて、ダ・ヴィンチの桃香ちゃんは言う。


    「わたしは、わたしは……自信をなくして、この楽園に辿たどり着いて、一度は堕おちかけました。でも……やっぱりわたしは。傷付いたり、傷付けてしまうことがあっても、外の世界がいいんです！　師匠に憧れた、あの気持ちが、本当のわたしだと思うんです！　だから……」


    　ダ・ヴィンチは、地面につきそうなぐらい、思いっきり頭を下げた。


    「お願いです！　もう一度、わたしを師匠の弟子にしてください！」


    「よく言ったぜ、桃香ちゃん」


    　そして、俺は縄をほどかれる。


    「これで弟子復帰、な。それから……」


    　さっきの闇やみに落ちかけた時のことを思い出す。


    「俺の方もありがとな。師匠やってるって思うと、責任感みたいなのが湧いてくるのかな。おかげでこっち側に戻ってこられたよ」


    「……？　なんの話ですか？」


    「……いや。なんでもないんだ」


    　桃香ちゃんは首を捻ひねった。


    「でも師匠……脱出、どうしますか？　例えば、ダ・ヴィンチが力尽くで見張りを倒しながらとか……」


    「いや。この建物、携帯の電波は圏外ってことは、内部にはＬＡＮが敷かれてるんだろ？」


    「はい……そうですけど」


    「なら、一か八かの最短手順で行こう」


    　そして、俺はダ・ヴィンチに導かれてイーネカディア内を進む。


    　所々で、俺たちの存在に気が付いた人間がざわつく声が聞こえる。おそらく、すぐに警備がやってくるだろう。


    「……さて。とりあえず……ピクシーズ部屋あたりでいいか」


    　誰でも承認しか許されないこのイーネカディアにとって、死に至らしめる可能性のある異物。


    　それが──炎上。


    　カグツチじゃない。『俺』だからいいんだ。しかし果たして『これ』でも炎上するかどうか……。イーネカディアの承認力の方が強くはないだろうか……。ま、当たって砕けてみろだ。


    　俺は、書き殴るようにへのへのもへじを描いて──。


    「いけっ…………！」


    　その一枚のイラストを、ピクシーズ上にアップする。


    　瞬間、イーネカディア内にどよめきが走った。


    『うわっ……！』


    『これを褒ほめるのは、無理！』


    『お、俺は禁を破る！　これは……【いいね！】、できねえええええ！』


    　場が、突然ギスギスし始めた。


    『おい、喧けん嘩かするなって！』


    『でも、さすがにこれは……』


    　喧噪は、ネット上を超えて、徐々にそこらに広がり始める。イーネカディア史上初めての、大喧嘩だ。


    「……ていうか、やっぱり俺の楽園はここにもなかったのか……」


    　それを見ながらほんの少しの落胆が広がる……が。まあ、今はよしとしよう。


    「お、おい、お前らやめろ！」


    　それぞれの部屋にいる青ジャージのクリエーターとは違い、軍服を着ている班長らしき人物たちが次々と現れるが……彼らは、室内で起きている小競ぜり合いを止めるのに精一杯だった。


    「よし。桃もも香かちゃん。この期に乗じて脱出するぞ」


    「はい！」


    



    　そして、俺がダ・ヴィンチを着用した桃香ちゃんと一緒に建物を出た瞬間──。


    　俺たちの前には。


    　最初に俺を発見した老人、Ａアルフア班長と、Ｂブラボー班長が立ちはだかっていた。


    「あんたら……」


    「…………最初にこの国を始めたのは、わしじゃった」


    　Ａ班長と名乗った老人が、俺が何か言うまでもなく、静かに語り始めた。


    「十年ほど前。石油工業で財を成した先代から莫大な遺産を受け継いだわしは考えたのじゃ。金なら腐るほどあるこの老いぼれの人生に、何が足りなかったのかと。それは……承認じゃった。元々わしは、プロの絵描きになりたかった。しかし、無理だったのじゃ。なぜか？　絵が下へ手ただったからじゃ。笑ってしまうじゃろ。絵は下手だが、絵描きになりたかったなんて。しかしその後悔を抱かかえたまま気が付いたら齢よわい七十を超え……気がついたら、魔に浮かされるようにこの承認共産国家を建設しておった。すると、どこからともなく賛同者が集まってきたのじゃ」


    　そうか……世の中、承認に飢えてる人が多すぎだな……。


    　その言葉を継ぐように、Ｂブラボー班長がきっとこちらを睨にらみつける。


    「だけど……私たちは平和にここで楽しく暮らしていたのよ！　今まで誰一人、自分から帰りたいなんて言い出す人はいなかった！　なんで、なんでこんなことするの!?　私たち、そんなに悪いことをしたの!?」


    「そ、それは……」


    　その問いに俺が答える前に、桃もも香かちゃんが歩み出て言う。


    「いいえ、わたしも、あなたたちの生き方を否定はしません。ここはやっぱり一つの究極の楽園だと思いますし……現に、わたしは一度はここの暮らしの虜とりこになっていました」


    「じゃあ……」


    「だけど。それでもわたしは、思うんです。傷付くこともあるから、褒ほめられたら嬉うれしい。嫌われることもあるから……嫌わないでいてくれることが嬉しいんだって。だから、わたしは自分の意思でこの国を出ていきます」


    「……そう。なら、もう……止めないわ」


    　Ｂ班長は、かくり、と膝ひざをついた。そして、島中央にあった建物の方を見やる。その中からは、まだ阿あ鼻び叫きよう喚かんの大おお喧げん嘩かが続いている声が聞こえていた。


    「もう、おしまいよ……理想郷は壊れてしまった」


    　すると、桃香ちゃんは、にっこりと笑って、班長二人に微ほほ笑えみかけた。


    「いいえ。ご迷惑をかけたお詫わびに……最後に、このコミュニティが健全になるような、一粒のおまじないだけを残していっていいですか？」


    「……な、何をする気……？」


    　そして、ダ・ヴィンチは自分の液タブに向かってスラスラとタッチペンを動かす。そして──。


    「できました……はいっ！」


    　ダ・ヴィンチが、天に投げるように、そのイラスト画像を電子ホログラム形式で拡散する。大量に複製された同じ画像を実体化した粒子が、風に乗って島全体に飛んでいく。


    「い、今の……イラストは？」


    　Ｂ班長の問いに、桃香ちゃんは液晶タブレットを見せて答える。


    「理想郷の絵です」


    　風に乗って、俺の手元にもそのイラストが届いた。それは──この島の全景図。そしてこの国で肩を組んで仲良く暮らしている人たちの満面の笑みのイラストだった。それは、余計なエフェクトなしでも、息を呑のむほど美しいと思える絵画だった。このイラストが島中にも届き始めたのだろうか、徐々に周辺から聞こえてくる暴動の声も小さくなっていた。


    「すげえ……暴動が収まった」


    「はい。わたしの大好きなお絵描きには……いえ、創作には……戦争をやめさせるぐらいの力があるんですよ。そうでなければ、虚むなしすぎます」


    　そして、桃もも香かちゃんは再びＢブラボー班長の前に向き直る。


    「それからＢ班長さん……わたしが、このイーネカディアに一つだけあるともっと健全になるなと思ったもの、なんだか解わかりますか？」


    「……それは何？」


    「お互いに承認し合うことは悪いことじゃない。でも、あった方がないよりはいいとわたしが思うもの。それは──『目標』です。ですからよかったら──あのイラストを一つの旗印にしてみてください」


    　なるほど。


    　馴なれ合いが主であっても。あるいは歌い手や踊り手のようにジャンルが違っても、せめてあのイラストから醸かもし出される『クオリティ』とでも呼ぶようなものを意識していれば、前には進まなくとも、目印を見失うことはない。


    　上う手まくいけば……このコミュニティをずっと維持する燃料になり得るかもしれない……のかな。


    　そんなことを、俺は思った。


    「…………」


    　班長二人も、もう俺たちを止める気はなさそうだった。


    「じゃあ、帰りますよー。師匠。捕まっててくださいねー」


    「え、ちょ、ちょっとタンマ……うわっ！」


    　身体からだが、ぶわりと宙に浮かぶ。


    　ダ・ヴィンチに必死にしがみついた俺は、島を遠目に眺めながら、日本へと帰っていく。


    　最後に空中から見たその島は、まるで宝石みたいに美しかった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　八や雲くも重工の研究所に帰った俺たちは、みんなに事の顚てん末まつを伝えた。


    「……そう。そんなことがあったの」


    「い、イーネカディア……ちょっと行きたかった……」


    　京きよう子こはなぜかその国に少し惹ひかれていた。


    「いやー、でも桃香っちが無事に帰ってきてくれてよかったみょろー。んー」


    「わっ、みょ、みょろきーさぁん！」


    　みょろきーは、桃香ちゃんに抱きつく。


    　八や雲くも先輩が、俺に話しかけてくる。


    「それにしても、匂さき坂さかくん。その島、本当にＷワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムは絡んでいなかったのよね」


    「はい。本質的に悪いやつはいませんでした」


    「そうなると……なかなか大変な世の中よね。Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムが誘導しなくても、自然にああいう集まりが出てきてしまうような時代になってしまったってことだから……もしかしたら、Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエムの目的が達成される時代も近いのかしら……」


    「そんな絶望的な……。ねえ桃もも香かちゃん、今でもあの島の人たちは、お互いを褒ほめ合って完結しているのかな……」


    「たぶん、そうだと思います。でも、わたしの絵があれば、きっと……しばらくは健全に回るはずです。そう信じたいですけど」


    「だといいけどな」


    　人間、いつ堕落してしまうかは解わからないが──それは俺がどうこうできることではない。


    「それより、桃香ちゃん自身のイラストの調子はどうなのかな？」


    　桃香ちゃんは、にこにこしながら。


    「えへへ……はい！」


    　そして、プリントアウトしたと思おぼしき一枚のイラストを見せる。


    「これは……」


    「【カグツチの中の人】です」


    　そこにはめちゃくちゃイケメンが描かれていた。でも、すごくいいイラストだった。なんていうか、前より魂が籠こもってる感じだ。


    「はは……だから、美化しすぎだって。俺は、ヒーローでもなんでもないんだぜ」


    「いいえ。わたしにとってはヒーローです。だって、わたしの師匠なんですから」


    　そして桃香ちゃんは嬉うれしそうにほくそ笑んだ。


    「もう大丈夫です！　どうなったって、どこにいたって、誰が何を言ったって、わたしの絵はわたしの絵なんだなって思いました。だからわたし、もう迷いません」


    「……そうだな」


    　その気持ちがあれば、きっともう大丈夫なのだろう。


    　なんだか、そうやって笑う桃香ちゃん自身も、一週間前よりずっと魅力的になった気がした。

  


  [image: ]


  
    　　幕　間　prepare for the heaven's net ３／３


    



    



    　Ｗワールド・Ｗワイド・Ｒレクイエム、本部。


    　その首しゆ魁かい、ダークサイターこと高たか浪なみ栄えい太た郎ろうは、深々ともたれたソファーの上でゆるやかに目覚めた。


    　もう、朝も夜も判然としないこの部屋で何度目覚めただろうか。


    「……ああ」


    　そっと触った頰ほおが、湿っていることに気付いた。


    「泣いていたのか、俺は──？」


    　人生のことを考えると、どうしても振り返ってしまう時間がある。


    「……懐かしい夢を見てしまったな」


    　ロシアでのカグツチとの対決以来、心の奥に疼うずくものを感じる。


    　正直なところ、あの二○○一年に棄すててきたと思っていた魂に何かが触れたのかもしれない。


    「若さに当てられたのか」


    　かつて彼が──『ヒーロー』を志向していた時代。


    　だが、あの時は世界を救うために一人を犠牲にするということが自分にはできなかった。


    　しかも、その一人はよりにもよって彼が生涯で唯一愛した女性だったのだ。


    　最初で最後の恋だった。報むくわれなくとも本気の恋だった。


    　あの日以来、彼の世界は漆黒に染まった。『ダークサイター』としての道を歩き始めた。


    　そして、そこまでして守ったインターネットが、汚けがされていくことに我慢がならなかった。


    「………………」


    　栄えい太た郎ろうは、ソファーの傍かたわらに伏せてあった写真立てを起こす。


    　三人の写真。一番左が、栄太郎が若い頃の姿。右にいる、憎くて堪たまらない研究者風の中年男性。それから──その二人に挟まれるようにいる金髪の女性。


    　ぱっと見、なんの共通点も見られない三人。事情を知らない第三者が見たら、この三人がどうして繫つながったかなんて想像もできないだろう。それでも、当時の栄太郎には、何よりも大切な絆きずながここにあったのだ。


    　そう。栄太郎は、失ったものを取り返そうとしているのではない。


    　失った人が愛した世界を、守ろうとしているだけなのだ。


    　今もまだ煉れん獄ごくを歩む、彼女のために。


    



    　栄太郎はそっと、腕時計式になっている情報端末を眺める。


    　すると、ビー、ビー、と警告音が鳴った。


    「……？」


    　奇妙に思ってモニターの電源を点ける。


    　そこに映し出された地図とグラフを見て、栄太郎は驚きよう愕がくする。


    「……ああ。ヘイトが、もうこんなに溜たまっていたのか」


    　思っていたよりも早く、計画が実行できるかもしれない。


    　想像以上に今のネットが腐っているということなのだろう。そう考えると暗あん澹たんたる気持ちになるが、しかし。


    「これで──『天国へ至るオフ会』の準備は整った」

  


  
    　　あとがき


    　エバーグリーンなヤングたちに、ファンキーな『カグツチ』２巻をお届けするぜ！


    　ちなみに、「エバーグリーン」とは、おっさんが老化を偽いつわるために使うマジックワードのことです。若い人は、おっさんを見たらとりあえず「エバーグリーンですね！」と言っておけば「いやあ、そこまででもないよ」みたいな感じで照れるはずだから、人間関係が円滑になるかもしれないよ。


    　そんな訳で砂すな義ぎ出雲いずもです。今回はあとがきスペースに余裕があるので、『天てん網もう炎えん上じようカグツチ』２巻の内容について解説をしようと思います。なんだか真ま面じ目めぶっててすみません。


    　しかし思うのです。本来これがあとがきの正しい使い方なのではないか……と。


    　作者の中にブログみたいなあとがきを書く、という快感は確かにあります。露出マニアと同じ解放感が味わえます（倫理上問題のある発言）。


    　でも、今回は作品解説をします。つまりこれはある意味で、原人が初めて服を着た事変（トバ・カタストロフ）にも等しい。このあとがきでようやく作者は社会的な生き物になれたということを念頭に置いて頂けたらと思います。だから野や暮ぼだなんて言わないでね。


    　ちなみに、『カグツチ』１巻については既にセルフライナーノーツというのをネット上に書いておりまして、もしご興味ありましたら筆者のブログ『やや最果てのブログ』（二○一四年十一月十八日付）などを検索で探していただけたらと思います。では、２巻についての解説を。


    　今巻は、全三章というか全三話（＋α）構成になります。


    　当初の予定は全二話だったんですが、とにかく書きたいテーマが溢あふれすぎてしまったので、結構無理矢理ぎみに三話構成にしてもらいました。その節は担当氏にご迷惑をおかけしましたが、ギリで許していただけて良かった（僕がそう思ってるだけだったらどうしよう）。


    　さて、第一話のテーマは『リベンジポルノ』、およびインターネットに写真が流出するということについてです。


    　ネット上に写真が流出してしまったらどう生きればいいか、という問題に対して焔ほむらくんがどんな答えを出したかは本編をお読みいただくとして……。自分がネット上にどんな写真を残してきたかを考えると、近年はガガガ文庫のニコ生なんかに出させていただく機会がたまにあるのですが、たいていが白塗りのジョーカーメイクですね。


    　なので、たぶん僕の場合は白塗り画像が永遠に残るのでしょう。もし逆転ウルトラＣが起きて僕の写真が歴史の教科書などに載ることになった際さいには、白塗りのおっさんが載るんだ。ドキドキするな。新色発光ダイオードの発見とか頑張ります。


    　また、新キャラはロシア娘のリサーちゃんになります。


    　ロシア人のフィギュアスケート選手が総じて可愛かわいいというのが発想の根幹にあるのはもちろんですが、僕は近年のキャラクター流行の一つに『ロシア娘』というのがあるんじゃないかと思っていて。近年ゲームやアニメに、ロシア系の女の子増えましたよね。妖精みたいな白い肌に、ちょっとファンタジー感のある言語のロシア語。僕も多分に漏もれずそういうキャラが大好きなので、そんなフェチをぶちこみました。可愛かわいいと思っていただけたら幸いです。


    　ちなみに、筆者のロシア語はあまりにも付け焼き刃なので、ニュアンスなどが間違っていてもご容よう赦しやいただけることを願います。最初はロシア語パートはよっぽど全部『ピロシキ』で誤魔化そうかと思ったよ。でも語尾がおかしいキャラ多くなりすぎるのでやめたピロシキ。


    　次に、第二話は『デスブログ』についての話です。


    　他の話に比べると、キャラの掛け合い以外で、問題提起の要素が若干濃くなってしまったかなあ、なんてことも思っているのですが、それでもこのシリーズはやっぱりそこにこそ意味があると考えたので、あえてそのままでいきました。僕と一緒にチキン・ランだ！　ちなみに、章間のとある小説家キャラは筆者をそこまで投影してないです。それは一応言うだけは言っておきたい。言った上で自己防衛を図りたい。


    　そして、第三話はネット上に溢あふれる創作と『承認欲求』についてです。


    　これもデリケートなテーマに突っ込んだなー、という自覚は自分でもあります。とにかく気を遣つかったのは、『承認欲求』自体を否定する話にはしたくなかったということですね。なぜなら、作家を動かす理由の一つにも承認欲求は絶対にあるからです。


    　しかし、ほんと難しい時代だなーと思います。インターネットには、本当化け物みたいな才能がゴロゴロ転がってるし。たまげるぜ。まだ若い子たちにはそれを見て萎い縮しゆくするようにだけはなってほしくないと思うんですが……。それでも承認欲求と無能感に押し潰されそうな時、あるよね。どうすればいいか。本編に書いていない僕個人のアドバイスをすると、とにかく自分への投資を惜しまないこと。また、多種多様な創作物に触れて視野を広げることもだいぶ有効です。そして、自意識に捕らわれすぎず、なんとなく「自分の好きな物」を固めることから逆算して自分自身というものを見つけられたら、他者の目をそこまで意識しすぎないでもだいぶ生きるのが楽になると思います。


    　おっさんが言うことは、それなりに人生経験に裏付けされてるので本当だよ。頑張ってね。


    　では最後に謝辞です。


    　イラストのArtumphアートアンフ様。担当の岩いわ浅あさ様。そして何より応援してくださる読者の皆様や作家仲間の人たち、全てのナイスガイたちのお陰で今作もなんとか出ました。感謝します。


    　なにかと閉塞感溢れる現代ですが……でもまあ、腐らないでやっていくんだ。それしかないんだ。そして、この作品がこんな時代を生きる皆様の道みち標しるべにコンマ数ミリでもなれればいいなと思っています。そのために僕も頑張ります。


    　次巻も出来れば早めに出したいとは思っています。というか、もう伏線は入れまくってますが……もし無事３巻が出せましたら、ここまで読んでくださった方には絶対に損はさせないものになると思いますので、ご期待ください。という滅多にないハードル上げ予告だけをしておいて、よろしければまたお会いできたら嬉うれしいです。それでは！　

  


  
    砂義出雲


    Izumo Sunagi


    



    今年再結成したバンド、syrup16gを愛して止まない人。


    どれほどシロップが好きかと言うと、歌詞だけで日常会話を全てこなせるほどです。しかしバンドを知らない人にそれをやると確実に引かれるので注意が必要です。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    天網炎上カグツチ２


    



    ２０１４年12月26日　電子書籍版発行


    著　者　砂義出雲


    発行人　丸澤　滋


    編集人　野村敦司


    編　集　岩浅健太郎


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１４年12月23日　初版第１刷発行


    



    ⒸIZUMO SUNAGI 2014　ISBN978-4-09-451526-8


    



    



    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  

OEBPS/Images/i-0221_01.jpg





OEBPS/Images/i-0113_01.jpg
P—

= ,.,\w\\\
s

77 |

— /,
—— A\
= @ v
(" 7

4 \

L
o,

= 2 \ , 2 7, /..\

- %\iy.\wu\\\\\\\\&\\s: \\M\\LW% Y

: 1) :
-z, \\\\ i M I






OEBPS/Images/i-0245_01.jpg





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg





OEBPS/Images/i-0010_01.jpg





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		第一話　愛と幻想のリベポルンナInflame case : RIGHT OF LIKENESS



		幕　間 prepare for the heaven's net １/３



		第二話　フィアーズ・オブ・デスブロッガ Inflame case : DEATH BLOG



		幕　間 prepare for the heaven's net ２/３



		第三話　承認国家イーネカディアInflame case : ESTEEM NEEDS



		幕　間 prepare for the heaven's net ３/３



		奥付













OEBPS/Images/cid-13803.png





OEBPS/Images/i-0143_01.jpg





OEBPS/Images/i-0009_01.jpg
VRV EEHT

Bkt s

[BABKWUABIER/NADR]

RIHRPDE

S A

[MERE Y 71 FIV]

nnca PaTKyauH

Y —T7p Y

[B27PDA 27V —LRBEEAANKRT —5—THH 3]

LEBLLLH

fonst-Bii

[FNBNTA R BIEEIR B LEHA]

e dne 2012 5HD

FIACRER

[WWROE o @5 — 9*7”49 =]

=

IESDBED

B

[RAR—DR EHREEZFOBRE]

AR R (V)

I\

[RFMBERZFFOEBRLY FEAL

ITEHHH

IUE LT

[HZTWOEHESE LI AR

DWLE DT A

AR S8

IRV DRI N S U OKME]

HEHLAL

)% -

[REBOYHR—r—]

sunal zovo TS SR SR .I Artumph 755775





OEBPS/Images/i-0002-0003_01.jpg
/ ‘ f =_ /
| b ﬁﬁ?mﬁu;ﬁu;

h. -
gﬁ&fﬂ{(é?"
TP






OEBPS/Images/i-0179_01.jpg





OEBPS/Images/i-0063_01.jpg





OEBPS/Images/i-0004-0005_01.jpg





OEBPS/Images/i-000a.jpg





OEBPS/Images/cid-08209.png





OEBPS/Images/i-0006-0007_01.jpg





OEBPS/Images/i-0017_01.jpg





OEBPS/Images/i-0008_01.jpg





OEBPS/Images/i-0284_01.jpg





